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1-5 昆虫相調査 

1-5-1 昆虫類確認状況の概要 

現地調査の結果、15 目 200 科 552 種の昆虫類が確認された。確認された昆虫類の中で最も比

率が高かったのはコウチュウ目の 27.2%（150 種）であり、次いでチョウ目の 18.9％（104 種）、

カメムシ目の 17.8％（98 種）であった。 

調査月別に見ると、盛夏である 7 月が最も多く 320 種、次いで 8 月の 283 種、10 月は 254

種に留まった。 

目別確認種数を表 1-5-1 に、調査月別確認種数グラフを図 1-5-1 に示した。 

表 1-5-1 昆虫類目別確認種数 

月別種数 
No. 目名 科数

7月 8 月 10 月 
合計 
種数 

割合 

1 クモ 11 23 25 24 44 8.0 

2 トビムシ 7 6 3 2 7 1.3 

3 トンボ 1   1 1 2 0.4 

4 ゴキブリ 1 2 2 1 2 0.4 

5 バッタ 10 8 13 20 26 4.7 

6 ハサミムシ 2 2 2 2 2 0.4 

7 チャタテムシ 4 2 1 2 4 0.7 

8 アザミウマ 3 2 2 3 3 0.5 

9 カメムシ 26 52 52 49 98 17.8 

10 アミメカゲロウ 1 1 2   3 0.5 

11 コウチュウ 35 110 74 29 150 27.2 

12 ハチ 33 38 31 37 62 11.3 

13 ハエ 34 30 28 31 42 7.6 

14 トビケラ 2 1 1 1 2 0.4 

15 チョウ 30 42 45 52 104 18.9 

合計 200 320 283 254 552 100.0

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-5-1 調査月別確認種数 
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1-5-2 調査地区別確認概況 

(1) 全体概要 

調査地区別にみると、もっとも確認種数が多かったのは河口干潟の 439 種、次いで、右岸の

258 種、もっとも確認種数が少なかったのは住吉干潟の 215 種であった。 

調査地区別の確認種数を表 1-5-2 および図 1-5-2 に示す。 

表 1-5-2 調査地区別確認種数 

地区別種数 

河口 住吉 右岸 No. 目名 

種数 出現率 種数 出現率 種数 出現率 
合計 
種数 

1 クモ 49 11.2 13 6.0 10 3.9 44 

2 トビムシ 7 1.6 4 1.9 3 1.2 7 

3 トンボ 2 0.5       2 

4 ゴキブリ 2 0.5 1 0.5    2 

5 バッタ 25 5.7 3 1.4 14 5.4 26 

6 ハサミムシ 2 0.5 2 0.9 2 0.8 2 

7 チャタテムシ 3 0.7    2 0.8 4 

8 アザミウマ 3 0.7 2 0.9 2 0.8 3 

9 カメムシ 81 18.5 25 11.6 47 18.2 98 

10 アミメカゲロウ     3 1.4 1 0.4 3 

11 コウチュウ 103 23.5 73 34.0 78 30.2 150 

12 ハチ 53 12.1 26 12.1 21 8.1 62 

13 ハエ 40 9.1 26 12.1 26 10.1 42 

14 トビケラ 1 0.2 1 0.5 2 0.8 2 

15 チョウ 67 15.3 36 16.7 50 19.4 104 

合計 439 100.0 215 100.0 258 100.0 552 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-5-2 調査地区別確認種数 

0

50

100

150

200

250

300

350

400

450

500

河口 住吉 右岸

調査地区

確

認

種

数

その他

チョウ

ハエ

ハチ

コウチュウ

カメムシ

バッタ

クモ

森
テキストボックス
3－ 7－ 12



(2) 各地区の確認状況 

a) 河口干潟 

河口干潟は他の調査地区と比較するとその面積が広く、満潮時に冠水する水際部には広大な

ヨシ群落が形成される。また、やや標高の高い砂丘部には海浜に代表的なコウボウムギ、コウ

ボウシバ、ケカモノハシの各群落のほか、ハマヒルガオ群落やハマエンドウ群落などが形成さ

れている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-5-3 河口干潟模式断面図(植生調査編より抜粋) 

 

本地区は調査範囲のうちもっとも重点的に調査した地区であり、ライトトラップ 2地点、FIT

トラップ 2 地点、イエローパントラップ 8 地点、そして秋季調査ではトラップ調査に加えて、

11 の植物群落に対して任意採集調査を実施した。 

調査の結果、他の地区より 150 種以上多い 439 種が確認された。ヨシ群落ではセスジウンカ

やセジロウンカ、シラホシカメムシなどのカメムシ目のほか、ヤマトヒメテントウなどヨシに

依存性の高い昆虫類が多く確認された。また、その他の群落ではトノサマバッタやショウリョ

ウバッタなど乾性草地に多く生息するバッタ目、モンシロチョウやキアゲハといった草地環境

に多いチョウ目などが確認されている。 

その他、群落依存性は持たないものの砂地を生息環境としていると考えられるヤマトスナゴ

ミムシダマシやホソアシイッカクなどのコウチュウ目が多かったことも、本地区の特徴であっ

た。 
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b) 住吉干潟 

住吉干潟は吉野川大橋直下に形成された比較的

小さな中洲である。ほぼ全域がヨシ群落に覆われて

おり、大潮の満潮時には標高が高いごく一部を残し

て大半が浸水する。 

本地区ではライトトラップ 1地点および FIT トラ

ップ 1地点、イエローパントラップ 1地点を実施し

た。 

調査の結果、確認された昆虫類は 3地区の中では

もっとも少ない 215 種であった。他の地区と比較し

て出現率が低かったのは、バッタ目およびカメムシ目であった。特にバッタ目の出現比率は

1.4％と顕著に低かった（河口干潟 5.7%、右岸 5.8%）。これは多くのバッタ目が好んで生息す

る低茎の乾性草地が形成されていないことによるものと考えられ、満潮時に大半が水没する住

吉干潟の特徴であると言える。 

一方、コウチュウ目の出現率は 34.0％とやや高い傾向にあった（河口干潟 23.5％、右岸

30.4％）。これは、ヤマトヒメテントウやカワムラヒメテントウなどヨシ群落に依存性の高い

テントウムシ科が他地区よりも多く確認されたこと、湿地や水際に生息するミドリマメゴモク

ムシやトゲアシゴモクムシなどのオサムシ科が多く確認されたことによるものである。 

 

c) 右岸 

右岸は、堤防沿いにヨシ帯および低茎草本群落

が形成されており、一部には砂浜も形成されてい

る。満潮時にはヨシ群落が浸水するものの、低茎

草本群落は出水時以外は常に干出している。 

本地区ではライトトラップ 1地点および FIT ト

ラップ 1地点、イエローパントラップ 1地点を実

施した。 

調査の結果、河口干潟に次ぐ 258 種が確認され

た。出現傾向は河口干潟とよく類似しており、コ

ウチュウ目やカメムシ目が多かった。また、バッタ目の出現率も河口干潟とほぼ同じであり、

乾性草地の有無がバッタ目の出現率を左右することが示唆された。 

一方、チョウ目の出現率は 19.4％であり他地区と比較的するとやや高かった（河口干潟

15.3％、右岸 16.7％）。これは、イチジクから発生するイチジクヒトリモドキやサクラなどか

ら発生するゴマフリドクガといった堤内地からの飛来と考えられる種が出現したことも原因

の一つであると推察される。 

 

 

 

 

 

 

 

1-5-3 群落ごとの出現概況 

(1) 全体概要 

基本的に調査数量が多い群落ほど、より多くの種が確認される傾向が顕著であった。特に全

森
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ｸﾏﾂ
ﾂﾞﾗ科

ﾏﾒ科

ｼﾅﾀﾞ
ﾚｽｽﾞ
ﾒｶﾞﾔ

ｳﾗ
ｷﾞｸ

ﾎｳｷ
ｷﾞｸ

ｾｲﾀｶ
ｱﾜﾀﾞ
ﾁｿｳ

ﾊﾏ
ｺﾞｳ

ﾊﾏｴ
ﾝﾄﾞｳ

F L N P 計 N N P 計 N P 計 N P 計 N N N N N P 計 N Ｆ Ｌ 計

1 クモ 6 3 4 18 24 2 3 11 13 2 20 21 3 14 16 2 1 5 4 1 11 12 2 1 1

2 トビムシ 2 1 5 5 1 2 2 4 4 5 5 1 1

3 トンボ 1 1 2

4 ゴキブリ 1 1 1 1 2 2 1 1 1 1

5 バッタ 5 15 3 10 18 1 5 5 8 4 7 8 5 8 11 1 1 4 4 4 2 4 10 13

6 ハサミムシ 1 1 2 2 1 1 2 2 2 2 2 2 1 1

7 チャタテムシ 2 2 1 1 1 1 1

8 アザミウマ 2 1 2 2 1 1 1 2 2 2 2 1 2 1 1 1 1 1 1 1

9 カメムシ 10 59 7 20 69 8 4 10 12 9 18 22 7 15 17 5 4 6 3 4 11 13 10 17 34 39

10 アミメカゲロウ 3 3

11 コウチュウ 21 116 2 22 126 1 1 8 9 1 12 13 1 15 16 1 1 7 7 2 14 44 53

12 ハチ 27 7 12 30 44 5 6 18 20 7 26 29 4 19 21 8 6 9 4 12 16 8 19 3 20

13 ハエ 21 27 13 23 33 6 6 16 19 9 21 24 7 17 21 7 2 9 5 16 16 8 14 18 23

14 トビケラ 2 2 1 1 1

15 チョウ 2 84 2 84 3 1 1 4 3 7 8 1 1 3 1 36 37

98 322 43 135 417 29 26 72 86 37 117 135 27 98 112 24 8 30 34 15 62 73 36 70 150 191合　計

ﾖｼ ｺｳﾎﾞｳﾑｷﾞｺｳﾎﾞｳｼﾊﾞｹｶﾓﾉﾊｼ

その他

No. 目名

ｲﾈ科 ｶﾔﾂﾘｸﾞｻ科 ｷｸ科 ﾋﾙｶﾞｵ科

乾性草地ﾊﾏﾋﾙｶﾞｵ

ての調査方法を実施しているヨシ群落では、他の群落と比較すると顕著に多い 417 種が確認さ

れている。次いで、確認種数が多かったのは特定の植物群落を定めずにトラップ調査を実施し

た乾性草地の 191 種であった。いずれもライトトラップによるチョウ目やコウチュウ目の種数

の多さが、全体の確認種数に大きな影響を及ぼしたものと考えられる。 

秋季に主要群落で実施した任意採集の結果をみると、もっとも種数が多かったのはヨシ群落

の 43 種、次いでコウボウシバ群落の 37 種、ハマエンドウ群落の 36 種であった。 

ヨシなどのイネ科植物はカメムシ目やコウチュウ目、チョウ目など多くの種が依存・利用し

ており、その結果を反映したものと考えられる。一方、ウラギク、セイタカアワダチソウ、ハ

マゴウ、ハマエンドウの各群落では開花が見られ、ハチ目やハエ目を中心に吸蜜のために群落

を訪れる種も多く確認された。 

 

表 1-5-3 群落別確認種数 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※ 各列のアルファベットは以下の通り、調査方法を示す。 

F ： FIT トラップ 
L ： ライトトラップ 
N ： 任意採集 
P ： イエローパントラップ 
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図 1-5-4 群落別確認種数 

  

(2) 群落別概要 

既存文献による昆虫類の植物群落に対する依存度を示す。 

依存度に対する考え方を下表にまとめる。 

表 1-5-4 昆虫類の群落依存度の考え方(3 区分) 
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ﾊﾏｺﾞｳ

ﾊﾏﾋﾙｶﾞｵ

ﾊﾏｴﾝﾄﾞｳ

乾性草地

群
落
名

種　数

クモ

バッタ

カメムシ

コウチュウ

ハチ

ハエ

チョウ

その他

　　　　利用

　　　　 他　　
対象群落を構成する主要な植物との依存・利用関係が薄いと推察される、もしくは相互関係が明らかではない種

１．依存度なし、または不明。

　　　　依存

多種の植物を摂食などに利用し、特に利用植物を限定していないと考えられる種。

２．群落を利用する昆虫類を捕食・利用する。

１．特定の植物群に対する依存性はなく、様々な植物を摂食や吸蜜などに利用する。

対象群落を構成する主要な植物を発生環境および主な生息環境としていると推察される種。

２．特定の群落に発生する昆虫類を専門的に摂食する。

１．特定の植物群に依存する。

【昆虫類の群落依存度の3区分】

　　・吸蜜性の種（ハチ目、チョウ目）については、花の咲いていた群落で確認された種について「利用」とした。

　　・ヒメテントウ類は、イネ科（特にヨシ）やカヤツリグサ科の群落に特徴的に出現し、この群落に依存する
   カイガラムシやアブラムシを摂食していると考えられるため、イネ科およびカヤツリグサ科に「依存」とした。

　　・吸汁性の種（カメムシ目）については、イネ科とカヤツリグサ科の双方に依存している種が多いことから、
   既往知見にてどちらかの科に属する植物種に依存性を持つ場合、「依存」とした。

　　・特定の植物を選択的に摂食する種（チョウ目、コウチュウ目ハムシ科・タマムシ科・ゾウムシ科）については、
   文献に記載されている植物種に合致する場合のみ、「依存」とした。

基本的に、文献等に記載されていた植物種の属する科と調査群落の属する科が一致すれば、依存度ありとした。
ただし、以下の分類群については、それぞれ個別に対応した。

【依存度について】

森
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a) ヨシ群落（イネ科） 

ヨシ群落は調査範囲内でもっとも優占する植物群落であり、全ての地区で調査対象群落とな

っている。本群落ではライトトラップ 3 地点、FIT トラップ 3 地点、イエローパントラップ 4

地点および秋季の任意採集を実施しており、主要調査群落となっている。 

現地調査の結果、本群落で確認された昆虫類は 417 種であった。確認種のうち 77.5％の種は

ヨシに対する依存度が見いだせなかったものの、ヒメトビウンカやトバヨコバイといったカメ

ムシ目、ヨシで発生するカイガラムシなどを捕食していると考えられるヤマトヒメテントウや

ジュウサンホシテントウといったコウチュウ目テントウムシ科など 46 種（11.0％）の依存種

が確認された。また、ヨシを食草としているガ類も見られ、ヨシツトガやハイイロボクトウな

どが特徴的に確認されている。 

 

表 1-5-5 ヨシ群落における依存度別確認種数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-5-5 ヨシ群落における依存度別確認種数 
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目名 依存 利用 その他

クモ 24

バッタ 17 1

カメムシ 33 36

コウチュウ 10 13 103

ハチ 15 29

ハエ 2 31

チョウ 3 81

その他 0 1 18

依存度別小計 46 48 323

合計種数

割合(%) 11.0 11.5 77.5

417
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b) シナダレスズメガヤ群落（イネ科） 

シナダレスズメガヤ群落は、河口干潟のうち浸水頻度の低い内陸部に小規模ながら散在して

いる。本群落では秋季に任意採集調査を実施した。 

現地調査の結果、本群落で確認された昆虫類は 29 種であった。依存種として、セジロウン

カやトビイロハゴロモなどのカメムシ目を中心に 8種が確認された。依存種の割合は 27.6％で

あり、他の群落と比較すると高い傾向にあった。 

 

表 1-5-6 シナダレスズメガヤ群落における依存度別確認種数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-5-6 シナダレスズメガヤ群落における依存度別確認種数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シナダレスズメガヤ群落の概観

0
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数
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目名 依存 利用 その他

クモ 2

バッタ 1

カメムシ 8

コウチュウ 1

ハチ 1 4

ハエ 6

チョウ 3

その他 0 0 3

依存度別小計 8 2 19

合計種数

割合(%) 27.6 6.9 65.5

29
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c) ケカモノハシ群落（イネ科） 

ケカモノハシ群落は河口干潟の水際よりやや標高の高い砂質土壌に形成されており、特に地

区の下流側に多く分布している。本群落ではイエローパントラップ 1地点、秋季に任意採集を

実施した。 

現地調査の結果、本群落で確認された昆虫類等は 86 種であった。ハエ目やハチ目など群落

依存性が高くない種群が多く確認されたものの、イネ科植物に依存性の高いカメムシ目が 10

種（11.6％）確認されており、特にセジロウンカやカヤウンカの個体数が多かった。 

。 

表 1-5-7 ケカモノハシ群落における依存度別確認種数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-5-7 ケカモノハシ群落における依存度別確認種数 
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d) コウボウシバ群落（カヤツリグサ科） 

コウボウシバ群落は河口干潟および右岸の水際よりやや標高の高い砂質土壌に形成されて

いる。河口干潟では本川側に多く分布する傾向が見られた。本群落ではイエローパントラップ

2地点および秋季に任意採集調査を実施した。 

現地調査の結果、本群落で確認された昆虫類等は 135 種であった。確認された昆虫類はハエ

目やハチ目など群落依存性が高くない種群が多かったものの、依存種は 13 種（9.6％）確認さ

れており、マダラヨコバイやイネクロカメムシなどイネ科植物に依存性が高いカメムシ目が多

く確認された。 

 

表 1-5-8 コウボウシバ群落における依存度別確認種数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-5-8 コウボウシバ群落における依存度別確認種数 
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e) コウボウムギ群落（カヤツリグサ科） 

コウボウムギ群落は河口干潟の水際よりやや高い砂質土壌に形成しており、コウボウシバ群

落と隣接するように分布することが多い。本群落ではイエローパントラップ 2地点と秋季に任

意採集調査を実施した。 

現地調査の結果、本群落で確認された昆虫類等は 112 種であった。依存種はイネ科およびカ

ヤツリグサ科の植物に依存性の高いカメムシ目を中心に 12 種（10.7％）が確認されており、

特にトバヨコバイやマダラヨコバイといったヨコバイ科の個体数が多かった。 

 

表 1-5-9 コウボウムギ群落における依存度別確認種数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-5-9 コウボウムギ群落における依存度別確認種数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コウボウムギ群落の概観

0

20

40

60

80

依存 利用 その他
依存度

種

数

その他

チョ ウ

ハエ

ハチ

コウチュウ

カメムシ

バッタ

クモ

目名 依存 利用 その他

クモ 16

バッタ 9 2

カメムシ 11 2 4

コウチュウ 1 4 11

ハチ 8 13

ハエ 2 19

チョウ

その他 0 1 9

依存度別小計 12 26 74

合計種数

割合(%) 10.7 23.2 66.1

112

森
テキストボックス
3－ 7－ 21



  

f) ウラギク群落（キク科） 

ウラギク群落は、河口干潟のうちやや標高の低い泥地を中心に分布が見られ、ヨシ群落中に

散在していることが多かった。本群落では秋季に任意採集調査を実施した。 

現地調査の結果、本群落で確認された昆虫類は 24 種であった。依存種はヒメナガカメムシ

およびウスモンミドリカスミカメといったカメムシ目 2種が確認され、特にウスモンミドリカ

スミカメは、本群落における確認種のうちもっとも個体数が多かった。また、本群落は開花期

を迎えており、ヒメハラナガツチバチやニホンミツバチといった訪花性の強い利用種も 6種確

認された。 

 

表 1-5-10 ウラギク群落における依存度別確認種数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-5-10 ウラギク群落における依存度別確認種数 
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g) ホウキギク群落（キク科） 

ホウキギク群落は、河口干潟のうち上流側に1箇所のみ群落が形成されている。本群落では、

秋季に任意採集調査を実施した。 

現地調査の結果、本群落で確認された昆虫類等は 8種であった。依存種はキク科植物に依存

するカメムシ目 3種が確認されており、特にウスモンミドリカスミカメの個体数は本群落にお

ける確認種の中でもっとも多かった。なお、本群落ではすでに開花期が終焉を迎えており、訪

花性を持つ利用種はほとんど確認されなかった。 

 

表 1-5-11 ホウキギク群落における依存度別確認種数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-5-11 ホウキギク群落における依存度別確認種数 
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h) セイタカアワダチソウ群落（キク科） 

セイタカアワダチソウ群落は、河口干潟のうちやや標高が高い内陸部に散在しており、小規

模な群落である。本群落では、秋季に任意採集法調査を実施した。 

現地調査の結果、確認された昆虫類等は 30 種であった。本群落では開花期を迎えており、

オオモンツチバチやニホンミツバチといった訪花性の高いハチ目を中心に利用種が 6 種

（20.0%）確認された。セイタカアワダチソウの花は一般的に多くのハチ目やチョウ目、ハエ

目などに利用されることが多い植物である。 

また、依存種として、ウスモンミドリカスミカメやヒメナガカメムシなどキク科に依存する

カメムシ目が 3種（10.0%）確認された。 

 

表 1-5-12 セイタカアワダチソウ群落における依存度別確認種数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-5-12 セイタカアワダチソウ群落における依存度別確認種数 
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i) ハマゴウ群落（クマツヅラ科） 

ハマゴウ群落は河口干潟の砂丘部に分布が散在している。本群落では秋季に任意採集調査を

実施した。 

現地調査の結果、本群落で確認された昆虫類等は 34 種であった。本群落では開花期を迎え

ており、吸蜜のために訪花したキアゲハやモンシロチョウなどチョウ目を中心に13種（38.2％）

の利用種が確認された。依存種は確認されなかった。 

 

表 1-15-13 ハマゴウ群落における依存度別確認種数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-5-13 ハマゴウ群落における依存度別確認種数 
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j) ハマヒルガオ群落（ヒルガオ科） 

ハマヒルガオ群落は河口干潟の砂質土壌に形成されており、コウボウシバ群落と同所的に分

布していることが多かった。本群落ではイエローパントラップ 1地点、秋季に任意採集調査を

実施した。 

現地調査の結果、本群落で確認された昆虫類等は 73 種であった。確認種のうち 65 種（89%）

が群落との相関関係が見いだせない種であったものの、訪花性を持つオオモンツチバチなどの

ハチ目、乾燥した草本群落に生息するシバスズなどのバッタ目を中心に 9種（12.3％）の利用

種が確認された。依存種は確認されなかった。 

 

表 1-15-14 ハマヒルガオ群落における依存度別確認種数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-5-14 ハマヒルガオ群落における依存度別確認種数 
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k) ハマエンドウ群落（マメ科） 

ハマエンドウ群落は、河口干潟のうち水際よりやや標高が高い低茎草本群落に形成されてお

り、小規模な群落が全域に散在して分布していた。本群落では秋季に任意採集調査を実施した。 

現地調査の結果、本群落で確認された昆虫類等は 36 種であった。このうち、31 種（86.1％）

は群落との相関関係が見いだせない種であった。また、利用種は低茎草本群落に生息するシバ

スズやオンブバッタといったバッタ目や草本群落のアブラムシを捕食するナナホシテントウ

の 5種が確認された。なお、マメ科植物の依存種は確認されなかった。 

 

表 1-5-13 ハマエンドウ群落における依存度別確認種数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-5-15 ハマエンドウ群落における依存度別確認種数 
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1-5-4  貴重種 

現地調査で確認された貴重種は、ルイスハンミョウ１種であった。 

ルイスハンミョウは、8月のライトトラップ調査によって、河口干潟（L-2）および右岸（L-4）

でそれぞれ 1 個体が確認された。本調査地区のルイスハンミョウは 5 月～8 月まで継続的に成

虫が確認されているが、7 月のライトトラップでは確認されていない。8 月は成虫個体数のピ

ークを迎えることから、個体数密度が高くなり内陸部で実施したトラップの近くに進出した個

体が偶発的に飛来した可能性が高い。 

 

 

表 2-2-15 確認された貴重種 

選定基準 8 月 

河口干潟 右岸 目和名 科和名 種名 環境省 
（2006） 

徳島県 
（2001） L-2 L-4 

コウチュウ ハンミョウ ルイスハンミョウ 絶滅危惧Ⅱ類 準絶滅危惧 1 1 

注）貴重種の選定基準は、以下に示す。 
環境省：改訂・日本の絶滅のおそれのある野生生物 

－レッドデータブック－5.昆虫類（2006，環境省） 
絶滅危惧Ⅱ類：絶滅の危機が増大している種。 

徳島県：徳島県の絶滅のおそれのある野生生物 
－徳島県版レッドデータブック－（2001,徳島県） 

準絶滅危惧：現時点では絶滅危険度は小さいが、生息条件の変化によっては「絶
滅危惧」として上位ランクに移行する要素を有する種。 
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1-6 ルイスハンミョウ調査 

種としての稀少性、また、海浜・干潟環境を象徴するものとしての位置付けから昆虫相調査

の一環として実施した。 

                      ［貴重種保護のため非公開］ 

1-6-1 成虫調査 

河口干潟の各所で広範囲にわたってルイスハンミョ

ウの成虫が確認できた。また、河口干潟東端の対岸(南

岸護岸際の砂堆積場)においても成虫が確認された。 

成虫の確認時期は、4月から 10 月にかけてであり、8月

21 日に最も多い 549 個体を確認した。 

出現状況としては 6月に春季のピークがみられ、その

後個体数が一端減少し、8 月に再び夏季のピークが認め

られた。8 月以降は、気温の低下に伴い、確認個体数が

徐々に減少したと考えられる。 

住吉干潟中洲および住吉干潟岸部での確認数は、河口

干潟に比べると僅かであった。6 月と 8 月、9 月に確認

できているが、2地区を合計しても 30 個体に満たなかっ

た。 

［貴重種保護のため非公開］ 

ルイスハンミョウの成虫は、河口域のコウボウムギ、

コウボウシバなどの植生がある砂泥質海浜に生息し、汀

線付近の湿った砂地を中心に行動する。 

住吉干潟中洲は冠水頻度が高く、植生の大部分がヨシ、

アイアシで占められること、住吉干潟岸部は、面積が小さいことなどからルイスハンミョウの

生息環境としては厳しいことが考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8 月、9月には交尾行動が頻繁に観察できた。 

(2006.9.4：吉野川河口干潟) 

ルイスハンミョウ：♂ 

徳島県ﾚｯﾄﾞﾃﾞｰﾀﾌﾞｯｸ：準絶滅危惧 
環境省ﾚｯﾄﾞﾃﾞｰﾀﾌﾞｯｸ：絶滅危惧Ⅱ類 
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8 月 7 日(確認個体数 496 個体)と 8月 21 日(確認個体数 549 個体)の間の、8月 10､11 日に後

述する移動状況調査を実施している。調査に際して、胸部背面にマーキングを行った。それぞ

れの日のマーキング個体数は 250 個体、302 個体である。   ［貴重種保護のため非公開］ 

マーキング実施範囲は、吉野川河口干潟の中央部ヨシ原より東側、南向きの砂質干潟であり、

8月 7日に 275 個体を数えた区域である。 

8 月 10 日、同区域において 250 個体のマーキング(捕獲)が可能であった。捕獲効率は、個体

数の計数を実施していないため算出できないが、感覚的には半数程度以下と思われる。 

また、8月 11 日には、さらに同区域において、302 個体のマーキングを行った。前日のマー

キング個体が 45 個体確認できた。捕獲効率は、前日同様、感覚的には半数程度以下と思われ

る。(視認範囲に5～6匹のルイスハンミョウがいるのだが、捕虫網で捉えることができるのは、

たいていの場合、1匹であり他は避散した。) 

つまり、限られた区域において、2 日に渡る調査ではあるが、552 個体の存在が明らかであ

る。捕獲効率を少なく見積もっても、この区域において、1000 個体程度の存在が想像できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8 月の個体数は非常に多く、シャッターチャンスに恵まれる。 

(上♂、下♀：2006.8.21，吉野川河口干潟) 
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8 月の個体数は多く、シャッターチャンスに恵まれる。 

交尾の機会を窺う♂2匹(写真上：2006.8.21：吉野川河口干潟) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

産卵シーンと思われる。(2006.8.21：吉野川河口干潟) 
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産卵と思われる行動後、干潟表面に残った穴。 

周辺の砂を採取し、調べたが、卵は確認できなかっ

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

9 月 11 日の成虫調査時に、雌を 11 個体採集し、開腹

術を施した。 

11個体中、卵を持っていたのは､1個体のみであった。 

卵数は、7個であった。 

長径 2.0mm、短経 1.0mm ほどの大きさで、淡黄色を呈

する。 
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河口干潟、住吉干潟（中洲）、住吉干潟（岸部）で確認された成虫の個体数を、表 2-3-1 に

示した。また、河口干潟における確認個体数の変化を表 2-3-2、図 2-3-1 に示した。 

ルイスハンミョウ成虫分布範囲は、代表として最も多く確認できた 8 月 21 日のものを、図

2-3-2 および図 2-3-3 に示した。他月のものは、巻末に添付する。 

表 1-6-1 ルイスハンミョウ成虫確認個体数(全域) 

表 1-6-2 河口干潟おけるルイスハンミョウ成虫確認個体数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-6-1 河口干潟おけるルイスハンミョウ成虫確認個体数 

雄 雌 不明 合計
4月26日 2 47 35 84
5月15日 20 69 60 149
6月1日 29 70 72 171
6月12日 53 52 42 147
7月12日 28 23 11 62
8月7日 130 205 159 494
8月21日 185 141 228 554
9月11日 7 5 162 174
10月16日 2 2 2 6
11月6日
12月11日
1月11日
2月1日
3月1日

456 614 771 1841合計

年月日

2006

2007

雄 雌 不明 合計 日平均気温
4/26 2 47 35 84 12.1
5/15 20 69 60 149 17.1
6/1 29 70 62 161 23.9
6/12 53 52 39 144 23.0
7/12 28 23 11 62 28.0
8/7 130 205 161 496 29.7
8/21 181 140 228 549 29.1
9/11 7 5 153 165 23.8
10/16 2 2 2 6 20.0
11/6 17.1
12/11 10.0
1/11 7.3
2/7 10.5
3/7 5.7

452 613 751 1816 －合計
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3 月臨時調査 

工事期間中(11 月～5月)の干潮時・満潮時に水質調査を毎週実施している。この干潮時・満

潮時調査の合間に、2人で河口干潟の踏査を実施した。 

通常の成虫・幼虫調査の精度は持っていないが、成虫に対しては存在の有無、幼虫に対して

は開口巣坑の増加傾向、のみを把握する目的で臨時に実施した。 

実施日は、平成 19 年 3 月 14、22、28 日である。 

 

＜成虫＞ 

 成虫の初認は、3月 28 日である。雄 2匹、不明 2匹の計 4匹を確認した。次頁の図中に黄色

の○印で確認位置を示す。 

 

＜幼虫＞ 

 幼虫の開口巣坑は、平成 19 年 3 月 22 日から増加傾向にあった。確認箇所は、AB・C・E の 3

エリアである。 

［貴重種保護のため非公開］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-6-2 ハンミョウ類巣坑分布エリア区分図
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吉野川におけるルイスハンミョウ成虫の確認個体数の経年変化を表 2-3-3、図 2-3-5 に示し

た。 

平成 17 年度に比べると春季の個体数変動が少なく、また、夏季のピークにおいても個体数

が少ない結果となった。 

個体数合計は平成 17 年度 1,403 個体に対して、平成 18 年度は 1,816 個体であった。 

 

表 1-6-3 河口干潟における個体数変動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       注)：－は、調査を実施していない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-6-5 吉野川河口干潟での個体数変動 
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1-6-2 幼虫調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本調査では、ルイスハンミョウの幼虫巣坑の分布を確認した。 

しかし、当地には、生息地を共有するエリザハンミョウがおり、幼虫の分布も同様に重複す

る。このため、ルイスハンミョウの幼虫であることの確認は、巣坑径 4.0mm 以上のもの、もし

くは採取による形態確認で行った。 

 

 

 

 

 

ハンミョウ類幼虫巣坑の計数状況 

 

 

 

 

 

 

毎月、任意に巣坑を選び、幼虫を掘り出

し、ハンミョウ類巣坑の判断レベルの向上

に努めた。 

また、9月調査時には、坑径 4mm 以下のも

のを重点的に掘り出し、頭部形態の確認を

行った。 

坑径 4mm 未満の 58 個体中、9 個体がルイ

スハンミョウの幼虫であると判断できた

(判断基準は次頁参照)。 

坑径 4mm 以上の 6 個体は、全てルイスハ

ンミョウの特徴とされる、頭盾前縁に 2 つ

の突起が確認できた。 

 

 

 

ルイスハンミョウの幼虫

森
テキストボックス
3－ 7－ 38



 

両種の識別は平成 16 年の秋季調査(マリンピア)で明らかとなった、頭盾前縁の 2つの突起

(写真内の赤丸)の有無をルーペ(現地)もしくは実体顕微鏡(室内)で確認することで行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヒメハンミョウ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ルイスハンミョウ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

森
テキストボックス
3－ 7－ 39



 

(1) ハンミョウ類幼虫の分布概要 

4 月から 3 月にかけて、ハンミョウ類幼虫巣坑の分布エリアの把握を行った。巣坑数は、各

エリア対して任意にコドラート(2×2m)を設置し、コドラート内の全数を計数した。計数に際

しては、4mm 以下と 4mm 以上に分けて計数した。 

 

ハンミョウ類の幼虫巣坑は、4月～3月の 17 回の全調査で確認された。確認された場所は河

口干潟のみで、住吉干潟中洲および住吉干潟岸部では確認することができなかった。 

坑径 4.0mm 以上のルイスハンミョウ幼虫巣坑は、4月から 11 月にかけて数に変動はあるもの

の毎月確認された。しかし、4mm 未満の巣坑に比べるとその数は極わずかであった。 

下表に各月の確認巣坑数をまとめる。 

表 1-6-4 エリア別巣坑数（全 17 回調査） 

注) 6 月および 7月は 3日間に渡って調査を行った 

 

 

 

調査日

分布範囲 コドラート

数
4.0mm未満 4.0mm以上

コドラート

数
4.0mm未満 4.0mm以上

コドラート

数
4.0mm未満 4.0mm以上

コドラート

数
4.0mm未満 4.0mm以上

コドラート

数
4.0mm未満 4.0mm以上

AB 2 6 6 15 3 － － － 2 5 5

C 5 72 5 70 4 129 4 136 4 138

E 5 48 4 47 4 － － － 1 1 1

DFG 9 22 4 8 16 4 － － － 3 46 5 1 18

H － － － 1 1 1

計 4.0mm未満 4.0mm以上 計 4.0mm未満 4.0mm以上 計 4.0mm未満 4.0mm以上 計 4.0mm未満 4.0mm以上 計 4.0mm未満 4.0mm以上

AB 3.0 3.0 3.0 2.5 0.5 5.0 2.5 2.5

C 14.4 14.4 14.0 14.0 32.3 32.3 34.0 34.0 34.5 34.5

E 9.6 9.6 12.8 11.8 1.0 2.0 1.0 1.0

DFG 2.9 2.4 0.4 2.5 2.0 0.5 17.0 15.3 1.7 18.0 18.0

H 2.0 1.0 1.0

調査日

分布範囲 コドラート

数
4.0mm未満 4.0mm以上

コドラート

数
4.0mm未満 4.0mm以上

コドラート

数
4.0mm未満 4.0mm以上

コドラート

数
4.0mm未満 4.0mm以上

コドラート

数
4.0mm未満 4.0mm以上

コドラート

数
4.0mm未満 4.0mm以上

AB 1 24 28 6 249 22 2 200 23 5 388 4 5 518 7 5 219 1

C 4 357 5 7 324 2 4 356 5 4 387 22 4 330 12 4 672 9

E 3 118 4 96 4 4 175 1

DFG 3 12 102 6 23 57 4 2 8 9 123 1 5 58 1 2 3

H 1 8 3 1 13 1 2 1 2

計 4.0mm未満 4.0mm以上 計 4.0mm未満 4.0mm以上 計 4.1mm未満 4.1mm以上 計 4.2mm未満 4.2mm以上 計 4.3mm未満 4.3mm以上 計 4.4mm未満 4.4mm以上

AB 52.0 24.0 28.0 45.2 41.5 3.7 111.5 100.0 11.5 78.4 77.6 0.8 105.0 103.6 1.4 44.0 43.8 0.2

C 90.5 89.3 1.3 46.6 46.3 0.3 90.3 89.0 1.3 102.3 96.8 5.5 85.5 82.5 3.0 170.3 168.0 2.3

E 39.3 39.3 25.0 24.0 1.0 44.0 43.8 0.3

DFG 38.0 4.0 34.0 13.3 3.8 9.5 2.5 0.5 2.0 13.8 13.7 0.1 11.8 11.6 0.2 1.5 1.5

H 11.0 8.0 3.0 13.0 13.0 2.0 2.0 2.0 2.0

調査日

分布範囲 コドラート

数
4.0mm未満 4.0mm以上

コドラート

数
4.0mm未満 4.0mm以上

コドラート

数
4.0mm未満 4.0mm以上

コドラート

数
4.0mm未満 4.0mm以上

コドラート

数
4.0mm未満 4.0mm以上

コドラート

数
4.0mm未満 4.0mm以上

AB 5 183 5 2 58 3 22 1 15 1 5

C 4 581 6 4 327 4 230 1 1

E 1 113 3 42 1 14 1 10 2 43

DFG 7 159 19 4 40 1 3 51 3 39

H 1 1

計 4.5mm未満 4.5mm以上 計 4.6mm未満 4.6mm以上 計 4.7mm未満 4.7mm以上 計 4.8mm未満 4.8mm以上 計 4.9mm未満 4.9mm以上 計 4.10mm未満 4.10mm以上

AB 37.6 36.6 1.0 29.0 29.0 7.3 7.3 15.0 15.0 5.0 5.0

C 146.8 145.3 1.5 81.8 81.8 57.5 57.5 1.0 1.0

E 113.0 113.0 14.0 14.0 14.0 14.0 10.0 10.0 21.5 21.5

DFG 25.4 22.7 2.7 10.3 10.0 0.3 17.0 17.0 13.0 13.0

H 1.0 1.0

巣坑数/1ｺﾄﾞﾗｰﾄ 巣坑数/1ｺﾄﾞﾗｰﾄ

巣坑数/1ｺﾄﾞﾗｰﾄ 巣坑数/1ｺﾄﾞﾗｰﾄ

4月27日 5月16日

巣坑数/1ｺﾄﾞﾗｰﾄ 巣坑数/1ｺﾄﾞﾗｰﾄ

1月11日 2月7日 3月7日

巣坑数/1ｺﾄﾞﾗｰﾄ 巣坑数/1ｺﾄﾞﾗｰﾄ 巣坑数/1ｺﾄﾞﾗｰﾄ 巣坑数/1ｺﾄﾞﾗｰﾄ

巣坑数/1ｺﾄﾞﾗｰﾄ 巣坑数/1ｺﾄﾞﾗｰﾄ 巣坑数/1ｺﾄﾞﾗｰﾄ

9月11,12日

10月17,18日 11月6日 12月11,19日

7月13日 7月14日 8月10,11日 8月21日

6月14日

7月12日

巣坑数/1ｺﾄﾞﾗｰﾄ 巣坑数/1ｺﾄﾞﾗｰﾄ

6月12日 6月13日

巣坑数/1ｺﾄﾞﾗｰﾄ

巣坑数/1ｺﾄﾞﾗｰﾄ
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河口干潟のハンミョウ類幼虫巣坑分布エリア区分図を示す。ハンミョウ類幼虫巣坑の分布域

は、潮間帯上部から潮上帯下部にかけての植生際に点在する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      図 1-6-7 ハンミョウ類巣坑分布エリア区分図  ［貴重種保護のため非公開］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-6-8 ハンミョウ類幼虫巣坑数の変動(巣坑数/1qd) 

                        注：1qd＝2×2m 

周年を通じて、ハンミョウ類の幼虫巣坑を確認した。坑径 4mm 以上の蛹化前ルイスハンミョ

ウ幼虫巣坑が、7 月に突然のピークを示した。しかし、後月の成虫計数結果に見合うものでは

ない。 

後述する幼虫の行動観察結果から推定すると、蛹化段階に入った幼虫が巣坑を閉塞している

ことが考えられる。 
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終齢幼虫への脱皮後から、後述する夜間現地観察日までの捕食量はわからないものの、観察

日当夜、観察個体は一晩で 8個体のハマトビムシ類を捕食した。翌日は開口せず、蛹化の準備

が始まったと考えられる。終齢幼虫への脱皮後、蛹化に至るまでに必要な栄養量はわからない

が、8 個体のハマトビムシ類の総体重は、終齢幼虫と同等か、それ以上であると思われ、蛹化

には十分であるとの判断もできよう。 

つまり、観察個体は終齢幼虫への脱皮後、4mm 以上の大口径巣坑としての開口日数は 1 日で

あった可能性がある。この推論が成立するならば、7 月の 4mm 以上の大口径巣坑数と 8 月の成

虫計数結果の不整合も理解できる。 

ハマトビムシ類の豊富な場所では、開口しているハンミョウ類幼虫巣坑は実際の数よりかな

り少ないことが予測できる。幼虫の主食と考えられるハマトビムシ類の量も膨大であり、巣坑

を開口して捕食態勢にあるルイスハンミョウ幼虫は、当地では稀な状態であるのかもしれない。 

 

坑径 4mm 以上のルイスハンミョウ幼虫は、全エリアで確認できているが、夏期、AB エリアと

DFG エリアにおいて突出する。確認巣坑が一部であるならば、当地には相当量のルイスハンミ

ョウ幼虫が存在することになる。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-6-9 ハンミョウ類幼虫の分布する地盤高(DL.m) 

 

 各エリアにおいて共通するハンミョウ類の幼虫巣坑の分布高さは、潮間帯上部から潮上帯下

部にかけての DL+1.6～2.0m 付近である。 

夏期において、坑径 4mm 以上のルイスハンミョウ幼虫巣坑数の突出した、AB・DFG エリアと

他のエリアに大きな違いは認められない。しかしながら、坑径 4mm 以上のルイスハンミョウ幼

虫巣坑の分布高さは、DFG エリアにおいて、やや、低い方に広がっていることがわかる。また、

AB エリアの坑径 4mm 以上の巣坑も、他のエリアに比較すると、若干低い。 
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(2) ハンミョウ類幼虫の分布追跡調査 

6 月から、各エリアに定点(2×2m)を設け、ハンミョウ類の幼虫巣坑数と坑径の変化を追跡し

た。詳細図は巻末に添付する。 

(2)-1 巣坑数の変動と地盤高 

表 1-6-5 エリア別定点コドラート(2×2m)における巣坑数変動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-6-10 エリア AB 定点コドラート(2×2m)巣坑数変動（左：Ａ、右：Ｂ）
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図 1-6-11 エリア C定点コドラート(2×2m)巣坑数変動 

 

図 1-6-12 エリア DFG 定点コドラート(2×2m)巣坑数変動（左：Ｆ、右：Ｇ） 

 

                    ［貴重種保護のため非公開］ 

図 1-6-13 エリア H定点コドラート(2×2m)巣坑数変動 
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                          ［貴重種保護のため非公開］ 

図 1-6-14 地盤高と巣坑の関係(定点コドラート：2×2m) 

 

 4mm 以下の巣坑数は、大局的に、成虫の交尾の最盛期である夏季もしくはそれ以後に、ピー

クが現れている。4mm 以上のものは、前章で示したように、後月の成虫個体数に見合うもので

はないが、成虫の出現数ピークの前月に当たる 7月に多く確認できた。 

 

 坑径 4mm 以上の巣坑が確認できなかったのは、AB エリアの⑬コドラートのみであった。 

坑径 4mm 以上の巣坑が確認できたコドラートのうち、前章で示したように、AB エリアと DFG

エリアで、夏期、その数が突出した。AB エリアでは⑦、DFG エリアでは⑧⑨⑩コドラートであ

る。 

 上に地盤高との関係を示した。前章で示したように、坑径 4mm 以上の巣坑の地盤高は、AB・

DFG エリアが他のエリアに比べやや低い。 
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(2)-2 坑径の変化(幼虫の成長)について 

 定点コドラートにおける各月の巣坑数の変動を坑径毎にまとめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-6-15 AB エリアと DFG エリアのハンミョウ類幼虫巣坑数の変化 
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図 1-6-16 C エリアと Hエリアのハンミョウ類幼虫巣坑数の変化 

 

4mm 以下の小坑径の巣坑は時間の経過とともに、大きく成長していることがわかる。1mm か

ら 2mm へ、2mm から 3mm へと順調な経過が読み取れる。 

エリザハンミョウとルイスハンミョウの区別は不可能であるが、9 月に C エリアから無差別

に採集した 58 個体の 4mm 未満幼虫のうち、9 個体がルイスハンミョウと判断できた。従って、

3mm サイズへと成長したもののいくらかは、ルイスハンミョウであるといえよう。エリザハン

ミョウであれば終齢幼虫のサイズであり、ルイスハンミョウであれば 2齢程度であろう。 

 

4mm 以上のルイスハンミョウ蛹化前幼虫の巣坑は、突然現れている。顕著であるのは、DFG

エリアの⑧⑨⑩コドラートである。出現時期は、成虫出現のピークである 8月の 1ヶ月前であ

り、これは室内飼育から判明した蛹化･羽化の必要日数とよく調和する。しかしながら、前述

してきたように、成虫計数結果とは整合しない。 

 

6 月調査の時点ではハンミョウ類の幼虫巣坑が確認できなかった場所において、7 月調査時

には、終齢幼虫に成長したルイスハンミョウの幼虫巣坑が確認できている。6 月調査時に巣坑

を閉塞していた可能性も残るが、1ヶ月の間に孵化から終齢幼虫へと成長した可能性もある。 

現地夜間観察の結果から、DFG エリアにおいては、主要な餌量であるハマトビムシ類の量は

十分すぎるほどに存在していることがわかっている。餌の量によって、幼虫期の時間配分が非

常に大きく変化することを示す結果であると考えられる。 
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(2)-3 生息環境(含泥率・地盤高・土壌硬度)の比較、 

各月の調査時に各コドラート位置において粒度組成分析用の試料を採取するとともに、地盤高と土

壌硬度を計測した。ここでは、定点コドラートのデータを用いて、夏季、坑径 4mm 以上のルイスハンミョ

ウ幼虫巣坑数の突出した AB エリアの⑦、DFG エリアの⑧⑨⑩コドラートと他のコドラートの比較を行

った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-6-17 各コドラートの生息環境比較図 

 

⑦⑧⑨⑩コドラートの各データに抽出できるような特異な数値は認められない。 

次頁以降に各月の生息環境(含泥率・地盤高・土壌硬度)の変動図を添付する。 

 

含泥率・地盤高・土壌硬度のどれもが変動している。含泥率や地盤高の変化は、河口部潮間

帯という不安定な場の特徴をよく現している。 
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図 1-6-18 ハンミョウ類幼虫の生息環境経月変動図 
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注1)　巣坑数は表2-3-5を合計したもの。
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［貴重種保護のため非公開］ 

図 1-6-19 ハンミョウ類幼虫の生息環境 －6月調査－ 

 ■:エリアＡＢ  ■:エリアＣ

 ■:エリアＤＦＧ ■:エリアＨ

粒度組成

0%

20%

40%

60%

80%

100%

⑦ ⑭ ⑮ ⑪ ⑬ ① ② ③ ④ ⑤ ⑧ ⑨ ⑩ ⑫

粒
度
組
成
　
（
%
）

シルト・粘土分

砂分

礫分

貫入抵抗

0

10

20

30

40

⑦ ⑭ ⑮ ⑪ ⑬ ① ② ③ ④ ⑤ ⑧ ⑨ ⑩ ⑫

貫
入
抵
抗
値
　
（
m
m
）

地盤高

1.500

1.600

1.700

1.800

1.900

2.000

⑦ ⑭ ⑮ ⑪ ⑬ ① ② ③ ④ ⑤ ⑧ ⑨ ⑩ ⑫

地
盤
高
　
（
D
.L
.+
m
）

4mm以下

0

20

40

60

80

100

⑦ ⑭ ⑮ ⑪ ⑬ ① ② ③ ④ ⑤ ⑧ ⑨ ⑩ ⑫

巣
坑
数
　
（
個
）

4mm以上

0

5

10

15

20

⑦ ⑭ ⑮ ⑪ ⑬ ① ② ③ ④ ⑤ ⑧ ⑨ ⑩ ⑫

巣
坑
数
　
（
個
）

森
テキストボックス
3－ 7－ 51



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                ［貴重種保護のため非公開］ 

図 1-6-20 ルイスハンミョウ幼虫 巣坑生息環境 －7月調査－ 

 ■:エリアＡＢ  ■:エリアＣ

 ■:エリアＤＦＧ ■:エリアＨ
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                       ［貴重種保護のため非公開］ 

図 1-6-21 ルイスハンミョウ幼虫 巣坑生息環境 －8月前期調査－ 

 ■:エリアＡＢ  ■:エリアＣ 

 ■:エリアＤＦＧ ■:エリアＨ 

 

粒度組成

0%

20%

40%

60%

80%

100%

⑦ ⑭ ⑮ ⑪ ⑬ ① ② ③ ④ ⑤ ⑧ ⑨ ⑩ ⑫

粒
度
組
成
　
（
%
）

シルト・粘土分

砂分

礫分

貫入抵抗

0

10

20

30

40

⑦ ⑭ ⑮ ⑪ ⑬ ① ② ③ ④ ⑤ ⑧ ⑨ ⑩ ⑫

貫
入
抵
抗
値
　
（
m
m
）

地盤高

1.500

1.600

1.700

1.800

1.900

2.000

⑦ ⑭ ⑮ ⑪ ⑬ ① ② ③ ④ ⑤ ⑧ ⑨ ⑩ ⑫

地
盤
高
　
（
D
.L
.+
m
）

4mm以下

0

50

100

150

200

250

300

⑦ ⑭ ⑮ ⑪ ⑬ ① ② ③ ④ ⑤ ⑧ ⑨ ⑩ ⑫
巣
坑
数
　
（
個
）

4mm以上

0

2

4

6

8

10

⑦ ⑭ ⑮ ⑪ ⑬ ① ② ③ ④ ⑤ ⑧ ⑨ ⑩ ⑫

巣
坑
数
　
（
個
）

森
テキストボックス
3－ 7－ 53



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       

 

 

 

［貴重種保護のため非公開］ 

図 1-6-22 ルイスハンミョウ幼虫 巣坑生息環境 －8月後期調査－ 

 ■:エリアＡＢ ■:エリアＣ 

 ■:エリアＤＦＧ ■:エリアＨ 

 

貫入抵抗

0

10

20

30

40

⑦ ⑭ ⑮ ⑪ ⑬ ① ② ③ ④ ⑤ ⑧ ⑨ ⑩ ⑫

貫
入
抵
抗
値
　
（
m
m
）

粒度組成

0%

20%

40%

60%

80%

100%

⑦ ⑭ ⑮ ⑪ ⑬ ① ② ③ ④ ⑤ ⑧ ⑨ ⑩ ⑫

粒
度
組
成
　
（
%
）

シルト・粘土分

砂分

礫分

地盤高

1.500

1.600

1.700

1.800

1.900

2.000

⑦ ⑭ ⑮ ⑪ ⑬ ① ② ③ ④ ⑤ ⑧ ⑨ ⑩ ⑫

地
盤
高
　
（
D
.L
.+
m
）

4mm以下

0

50

100

150

200

250

300

350

⑦ ⑭ ⑮ ⑪ ⑬ ① ② ③ ④ ⑤ ⑧ ⑨ ⑩ ⑫
巣
坑
数
　
（
個
）

4mm以上

0

5

10

15

20

⑦ ⑭ ⑮ ⑪ ⑬ ① ② ③ ④ ⑤ ⑧ ⑨ ⑩ ⑫

巣
坑
数
　
（
個
）

森
テキストボックス
3－ 7－ 54



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      

 

 

 

［貴重種保護のため非公開］ 

図 1-6-23 ルイスハンミョウ幼虫 巣坑生息環境 －9月調査－ 

 ■:エリアＡＢ  ■:エリアＣ 

 ■:エリアＤＦＧ ■:エリアＨ 
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［貴重種保護のため非公開］ 

図 1-6-24 ルイスハンミョウ幼虫 巣坑生息環境 －10 月調査－ 

 ■:エリアＡＢ  ■:エリアＣ 

 ■:エリアＤＦＧ ■:エリアＨ 
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［貴重種保護のため非公開］ 

図 1-6-25 ルイスハンミョウ幼虫 巣坑生息環境 －11 月調査－ 

 ■:エリアＡＢ  ■:エリアＣ 

 ■:エリアＤＦＧ ■:エリアＨ 
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［貴重種保護のため非公開］ 

図 1-6-26 ルイスハンミョウ幼虫 巣坑生息環境 －12 月調査－ 

 ■:エリアＡＢ  ■:エリアＣ 

 ■:エリアＤＦＧ ■:エリアＨ 
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［貴重種保護のため非公開］ 

図 1-6-27 ルイスハンミョウ幼虫 巣坑生息環境 －1月調査－ 

 ■:エリアＡＢ  ■:エリアＣ 

 ■:エリアＤＦＧ ■:エリアＨ 
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［貴重種保護のため非公開］ 

図 1-6-28 ルイスハンミョウ幼虫 巣坑生息環境 －2月調査－ 

 ■:エリアＡＢ  ■:エリアＣ 

 ■:エリアＤＦＧ ■:エリアＨ 
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［貴重種保護のため非公開］ 

図 1-6-29 ルイスハンミョウ幼虫 巣坑生息環境 －3月調査－ 

 ■:エリアＡＢ  ■:エリアＣ 

 ■:エリアＤＦＧ ■:エリアＨ 
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1-6-3 移動状況調査 

8 月 10 日と 11 日に移動状況調査として、ルイスハンミョウ成虫の胸部背面に桃色の顔料で

着色を行った。着色は、できるだけ沖ノ洲海岸に近い河口干潟の下流部を中心に実施した。 

8月 10日には 250個体、11日には 302個体のルイスハンミョウ成虫にマーキングを行った。 

9 月 11 日に、沖洲海岸へ追跡調査のために出向いたが、2匹の成虫を確認したのみで、マ－

キング個体の確認はできなかった。 

 

8 月 11 日に前日のマーキング個体を河口干潟内で 45 個体確認した。非常に鮮明な桃色のル

イスハンミョウもいたが、顔料のはがれた個体も確認できた。これは、成虫が穴掘りをするこ

とによって顔料が擦れて薄れたと考えられる。このことから、マーキングの塗料に顔料は適し

ておらず、今後、新たなマーキング方法を検討していく必要があると思われる。 

 

 

   

［貴重種保護のため非公開］ 

 マーキング調査では、沖洲海岸との往来は確認できなかったが、8 月 7 日の成虫調査時、河

口干潟東端の対岸(南岸の護岸際の砂堆積場)において、2匹のルイスハンミョウを確認した。 

 河口砂州から海を 40m 程隔てた場所であり、幼虫の分布は一度も確認されていない。河口干

潟から飛来したと考えられる。沖洲海岸との往来につながる。 
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1-6-4 ルイスハンミョウ幼虫の摂餌行動と蛹化・羽化の観察 

ルイスハンミョウの生活史の一場面である幼虫期の行動観察を行った。 

現地観察は、平成 18 年 7 月 13 日から 14 日にかけて、夜間の摂餌行動観察を行った。 

室内観察は、平成 18 年 5 月下旬から 8 月下旬にかけて、アクリル水槽内で飼育観察を行っ

た。 

 観察結果のクライマックスは映像・画像として、DVD 内に納め、巻末に添付した。 

 ここでは、ルイスハンミョウ幼虫が見せてくれた、生態の一部分を紹介する。 

 

(1) ルイスハンミョウ幼虫の摂餌行動(現地観察) 

観察対象は、仲良く並ぶ、2坑(2匹：LとR)のルイスハンミョウ幼虫(両者ともに坑径は5.0mm)。 

夕方の 5時頃、調査対象が上記 2坑に決定され、ビデオ撮影の準備が整った。満潮、午後 20

時 30 分頃に向けての約 3時間前であった。設備設置の振動等で、巣坑奥へ逃げ込んだ幼虫は、

2分後には共に採餌体勢を整えた。 

まず、目的のひとつである、水没に対する対処はいかなるものか。午後 7時 30 分頃、Lが坑

奥より砂塊を坑口へ運んできた。遅れること 2 分、R も同様の行動を行った。作業時間はそれ

ぞれ 3分程度であった。見事な閉塞ではないが、水没に対する対処行動であると思われる。 

1 時間ほど後、両坑ともに水没。再び出会えることを祈りつつ、ヒトは潮上帯へ避難した。 

 

午後 11 時、出てこない。午後 11 時 40 分頃、Rが坑を開口し、採餌体勢を整えていた。Lは、

どうしているのか出てこない。遅れること 2時間、午前 1時 30 分、Lも開口、採餌体勢にはい

る。そのときすでに、Rは 43 回の狩りの機会に恵まれ、6匹のハマトビムシを獲っていた。 

次の満潮は、午前 7時 45 分。午前 5時 40 分に Rが、遅れること 15 分の午後 5時 55 分に L

が再び坑口の閉口作業に入った。 

それまでの間に、Rは 52 回、Lは 11 回の狩りの機会に恵まれ、それぞれ、9匹と 4匹のハマ

トビムシを獲った。 

そして、撮影終了後の午前 11 時頃、Lは開口し、採餌体勢を整えていた。まだ、蛹化する時

ではないのであろう。一方、Rは開口せず、蛹化の準備に取りかかったようだ。 

 

<観察を終えて> 

1 ハマトビムシの量 

L が遅れて開口し出てくるまでの 2時間、ものすごい活動量であった。2時間で 43 回のチャ

ンスは、ほぼ 3分に 1回、坑口付近にハマトビムシが訪れたことを示す。日の代わる頃、懐中

電灯に照らされた干潟は、一面ハマトビムシであった。その数たるや、相棒と顔を見合わせ、

呆然とする程であった。20万㎡の広大な砂質干潟のなか、5mmの点に 5mmの点が頻繁に近づく。

どれほどのいきものをこの干潟は支えているのだろう。 

 

2 貯蔵 

 狩った獲物をすぐに食べず、次の獲物を狙うために採餌体勢に入ることは、室内で観察はし

ていたが、自然状態でも同様の行動が認められた。獲物を捕った後、1､2 分で再度、採餌体勢

に入る。水槽内で見た、噛みつき攻撃による運動能力を奪うための時間なのであろう。 

 

3 視力 

 昼間は動いているものは見えているようだ。坑へ近づくと坑内へ避難するが、数分とたたな

いうちに坑口で採餌体勢を整える。観察者の体は明らかに幼虫の視界に入っている。ゆっくり
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と手を挙げると、幼虫は採餌体勢を維持する。少し早めに手を挙げると、幼虫は坑内へ逃げ込

む。何度繰り返しても同じ結果である。 

 夜間撮影時、採餌体勢にある幼虫に指を触れるほど近づけたが微動だにしなかった。ある程

度の光量を必要としているのであろう。 

赤外線暗視装置による撮影であるため、赤外線を照射しているわけだが、他の昆虫類同様、

赤外線は見えていないと考えられる。 

 

4 振動 

 振動に非常に敏感である。ビデオの操作をするために、30 分に 1度、三脚にセットしたビデ

オに触れる。映像データが膨大になるため、30 分毎にパソコンへデータを転送するのだが、そ

のとき、液晶パネルに触れるとビデオの機能として、何かが「カシャッ」と音を立てる。昼間

の幼虫調査時、話し声に反応しないことはわかっている。 

少しの振動が伝わっているのだろう。「カシャッ」によく反応して坑奥へと避難した。 

 

5 運動能力 

 室内においても、現地においても、獲物を獲ることができるのは、坑口直近にハマトビムシ

が存在する時であった。稀でない例外として、ハマトビムシが能動的にルイスハンミョウの巣

坑に入り、獲物となってしまう自殺行為(オウンゴール)がある。この場合、幼虫が恐れをなし

て逃げる場面と、首尾よく獲物とする場合が室内で観察された。 

 一例であるが、Rの斜め後方 5mm 以上 10mm 以内の位置にハマトビムシが定位した時、狩りを

成功させた。体の 1/4 以上を地上に出しての長距離攻撃であったはずである。通常、頭を垂れ

ている状態から、後ろ側へ頭を振るような運動で獲物を捕らえているものであると、室内撮影

結果から思っていた。 

 腹節第 5節の爪はどのような働きをしているのだろう。頭を振る時の、支点としての機能を

持つもので、採餌体勢にあるとき、爪は坑壁に刺さっているものと思っていたが、5mm 以上の

跳躍時には支障となるだろう。うまく使い分けているのだろうか。 

 

6 廃棄 

 午前 3時 30 分頃に最後の 9匹目の獲物を獲った Rは、1時間後、1匹のハマトビムシを坑外

へ放り投げた。1度目は、坑口脇へ。気に入らないのか、もう一度、顎で挟んで遠投した。 

 その後も、度々、採餌体勢を取ったのだが。確かに、翌日は開口せず、蛹化の準備に入った

と考えられるが、蛹化に必要な栄養量を先だって把握する術を持っているのだろうか。それと

も、ある一定の居住空間を確保したいというような欲求があるのだろうか。 

 放り出されたハマトビムシは、瀕死の状態で、飛ぶこともできず、仲間に掠われていった。 
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(2) ルイスハンミョウ幼虫の摂餌行動(室内観察) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ルイスハンミョウ飼育水槽 

5×250×300mm(アクリル水槽) 

 

<捕獲> 

背面反りによる捕獲の瞬間を横からと真上からの 2方向で捉えることができた。スロー処理

を施しても、なお、ぶれるほどのスピードであった。 

腹面側にいるハマトビムシも捕らえることができる。細かい動きは確認できなかったが、明

らかに背面反りではなく、腹面側にいる獲物を捕らえる瞬間を撮影できた。 

 

<貯蔵> 

 獲物に対して、噛みついて運動能力を奪い、坑奥へ貯蔵する。たまに、噛みつき不足で逃げ

られることもある。 

貯蔵物がある時は、坑内を移動しながら、少し食べては少し待ち伏せを繰り返した。また、

3時間を超えて貯蔵した数匹を食べ続けたこともあった。 

 

次頁に、観察状況をまとめた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-6-30 飼育水槽模式図 
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表 1-6-6 室内観察状況 

 

 
5/26 9:00ぐらい 現地採取(坑径5.0mm)

アクリルケースAに投入
30分ぐらいで3cm程掘進

5/27 ①坑9cm付近まで掘進
5/31 ①坑16cm付近まで掘進(完成)
6/1 ハマトビムシ類1個体捕食 1

(巣坑への進入個体を捕食)
6/7 ハマトビムシ類1個体捕食 2

(巣坑口での待ち伏せ捕獲･食)
(暗視野撮影データ有り)

6/15 ハマトビムシ類1個体捕食 3
(巣坑口での待ち伏せ捕獲･食)

(明視野撮影データ有り)
6/19 ハマトビムシ類2個体捕食 5

(巣坑口での待ち伏せ捕獲･食)
6/21 ハマトビムシ類1個体捕食 6

(巣坑口での待ち伏せ捕獲･食)
6/22 ①坑口を塞ぐ
6/23 ②坑掘進 9:00ぐらい 現地採取(坑径5.0mm)

アクリルケースBに投入
6/24 ③坑掘進(12cm) 19cmまで掘進
6/25 ハマトビムシ類1個体捕食 1

(巣坑口での待ち伏せ捕獲･食)
6/26 ハマトビムシ類1個体捕食 7 ハマトビムシ類2個体捕食 3

(巣坑口での待ち伏せ捕獲･食) (巣坑口での待ち伏せ捕獲･食)
6/27 ④坑掘進(13cm) ハマトビムシ類1個体捕食 4

(巣坑口での待ち伏せ捕獲･食)
6/29 ⑤坑掘進(12cm)
6/30 ハマトビムシ類1個体捕食 8 25cm(底)まで掘進

(巣坑口での待ち伏せ捕獲･食)
7/3 21:00ぐらい ハマトビムシ類8個体を投入 坑口を塞ぐ(前日の夜間だろう)

23:50ぐらい ハマトビムシ類1個体捕獲 10:00ぐらい 底から2cmぐらいの地点を塞ぐ

(食べずに、再度、巣坑口での待ち伏せ) 22:00ぐらい やや角度の浅い蛹室と考えられる部屋を作った
(映像有り)

7/4 0:50ぐらい ハマトビムシ類1個体捕獲
(食べずに、再度、巣坑口での待ち伏せ)

3:30ぐらい ハマトビムシ類1個体捕獲
(後、坑口を塞ぎ、食事に入る：映像有り) 11

7/6 ⑥坑掘進
(坑口で待ち伏せ)

7/14 17:00ぐらい 仰向けになっており、不動
7/18 蛹化していた(写真あり)
7/19 19:30ぐらい ハマトビムシ類8個体を投入

ハマトビムシ類3個体捕獲
21:00ぐらい (3個体捕獲後、坑口を塞ぎ、食事へ) 14

7/21 底から数cmの位置を塞ぐ(蛹室だろう)
7/28 やや、黒ずんだ部分有り(写真有り)
7/31 羽化していた(写真有り)
8/6 動きが非常に鈍くなる

(水槽をたたいても反応なし)
8/7 30～40分に一度程度、痙攣のような動き
8/8 4:00ぐらい 前日よりさらに動きが減った感じ

8:00ぐらい 仰向けになっていた
仰向けのまま、ﾄﾞﾙﾌｨﾝｷｯｸのような動きあり

8/9 22:00ぐらい ﾄﾞﾙﾌｨﾝｷｯｸの時に動いていた足が動かなくなる。
ﾄﾞﾙﾌｨﾝｷｯｸの頻度も減った感じ

8/11 9:00ぐらい 表皮色にやや変化有り？
8/14 3:00ぐらい 表皮色に変化有り？動き全くなし

4:00ぐらい 動き全くなし　蛹化が始まる予感
5:00ぐらい 動き全くなし　蛹化が始まる予感
5:23 うつぶせになっていた
5:30 蛹化Start　5:50ぐらいで完了(映像有り)

8/25 変色部あり
8/26 変色進む
8/27 10:00ぐらい 一段と変色進む

11:00ぐらい 脈動が始まる
13:30ぐらい 羽化が始まっていた　30分程度で脱皮終了

(映像有り)

幼虫B
延べ

捕食個体数

水槽が狭いため正常な羽化ができなかったのだろう、前羽根に異常有り。
8/4：地上へ出ることができずに死亡したと思い、水槽中の砂とともに流水で洗
い出したところ、生きていた。前羽根の異常のため、飛べずに走った。足も満
足なものでなかったのか、快速ではない。素手に捕獲され殺虫管へ。
♀だった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　終了

(背面側への飛び出しではなく、腹面側への飛び
出しにより捕獲)

延べ
捕食個体数

幼虫Ａ

数時間で羽が伸び、色づき始める。しかしながら、やはり、水槽は狭く、正常な羽化は望め
なかった。
8/31：地上への道半ばで、息絶えた。水槽から取り出した遺体は、すでに硬直していた。胸
部背面に亀裂のようなものも認められ、水槽の惨憺たる環境を物語る。
♂だった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　終了

月日
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(3) ルイスハンミョウ幼虫の蛹化・羽化(室内観察) 

蛹化と羽化の観察をアクリル水槽内で 2個体に対して行った。幼虫は、吉野川河口干潟にお

いて採取したもので、共に坑径 5mm の蛹化前個体(終齢幼虫)である。 

 

<蛹化前採餌量> 

終齢幼虫に脱皮した後、蛹化に入るためには、ある程度の餌量が必要であると考えられるが、

その量は単なる個体数ではなく、一定期間内における個体数(栄養量)であると推察される。 

 

A と B の採取時、終齢幼虫への脱皮後の時間や終齢幼虫としての採餌個体数の違いはあろう

が、その体長は 17mm 程度のほぼ同体格のものであった。 

蛹化するまでに与えた餌数は Aが 14 個体、Bが 4個体である。供給個体数や供給頻度は、後

頁に示すように、大きく異なる。 

6 月中、A に対しては週に 1,2 匹(8 匹/月)の供給を行っていた。しかし、一向に蛹化は起こ

らず、対象実験のため幼虫 Bを採取し、供給頻度・供給個体数を変えて蛹化を待った。 

B に対しては、供給個体数頻度を 3匹/日とし、計 9匹のハマトビムシ類を与えた。そのうち、

4 匹を 3 日で捕食したことを確認した。他の 5 匹の追跡はできておらず、実際には、4 匹以上

の捕食の可能性もある。後、順調に蛹化へと進んだ。 

これを確認後、Aに対して高頻度の供給を実施した。7月 3 日 21 時、8 匹のハマトビムシ類

を供給した。7月 4 日の 3 時過ぎに 3匹目を捕獲した後、坑口を塞ぎ食事に入った。しかし、

蛹化には進まなかった。このため、さらに 7月 19 日、8匹のハマトビムシ類を供給したところ、

3個体捕獲後、坑口を塞ぎ、蛹化へと進んだ。 

 

 

 

 

 

 

蛹(幼虫 B) 

 

 

 

 

 

 

 

蛹化後 14 日(水槽は成虫にとって狭く、正常

な羽化ではなかった) 
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<巣坑の堀換え> 

 巣坑には、様々な障害が発生する。潮汐や踏圧、ゴミの漂着などである。このような障害に

対してどのような対応をとるのか。潮汐に対しては、前章で示したように、巣坑閉塞という対

応を見せた。しかし、下の写真のように、水没時においても開口している巣坑も確認できた。 

 

エリザハンミョウ、ルイスハンミョウの特

定はできていない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ゴミの漂着は、河口干潟においては頻繁に起こる事象であろう。これに対する、すばらしい

対応を確認することができた。 

 

エリザハンミョウ、ルイスハンミョウの特

定はできていないものの、見事な対応を見せ

てくれた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

もう一つ、踏圧という、頻繁に起こる障害への対応について検討した。現地においては、足

跡内に開口する巣坑をよく確認した。アクリル水槽内の幼虫 Aに対して、踏圧に対する対応を

調べた。踏圧の再現は、アクリル板を用いて巣坑が塞がるまで、何度となく、巣坑周辺に圧力

をかけ続け、疑似踏圧とした。結果は、｢図 1-6-30 飼育水槽模式図｣に示したように、巣坑

の堀換えを行った。室内実験であり、自然状態でこの行動が起こっているとは言い難い。また、

狭い水槽内での行動であるため、疑似踏圧への対応であるとも断定できない。しかし、堀換え

る能力を持つことは実証された。 

 

<坑口閉塞と蛹室作成> 

蛹化前行動として、坑口閉塞と蛹室作成を確認することができた。 

蛹室は、Aと Bそれぞれ、違う方法で作成した。Aは巣坑の途中を塞ぎ、蛹室とした。Bは巣

坑の途中を塞いだ後、やや浅い角度の巣坑を掘り蛹室とした。 

 

 

水没時に開口するハンミョウ類巣坑 

落ち葉に開口するハンミョウ類巣坑 
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<蛹化> 

 蛹室を作成した時点では、幼虫はよく動く。徐々に動かなくなり、ついには、ほとんど動か

なくなるのだが、いつの間にか仰向けになっている。 

仰向けになって後、Aは 6日後、Bは 3日後に蛹化した。 

A の蛹化に立ち会ったが、蛹化直前、仰向けだった幼虫はいつの間にかうつ伏せており、背

が割れ、蛹が出てくるまで約 20 分であった。 

 

<羽化> 

 蛹化後、羽化までの日数は、ほぼ 2週間であった。 

 蛹化直前に最後の捕食を行い、巣坑を閉塞する。この時点で、現地においては観察不能とな

る。この時点から、羽化までの日数は、Aが 39 日、Bが 29 日であった。 

 A の羽化に立ち会ったが、羽化直前、仰向けだった蛹はいつの間にかうつ伏せており、背が

割れ成虫が出てくるまで約 30 分であった。 

羽化後、12 時間ほどで体色は整った。まだ、前翅は柔らかそうである 

狭隘な水槽内では、正常な羽化ができず、体には歪みが認められた。運動能力にも異常を来

しているのか、地上への脱出は行わなかった。このため、羽化後、地上への出現にどの程度の

時間が必要であるのかはわからない。 

おおまかに、現地において、坑径 5mm の巣坑が確認できなくなった後、30～40 日前後で新成

虫が出現するのではないだろうか。 
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表 1-6-7 蛹化・羽化に至る各段階の日数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-6-31 蛹化・羽化のカレンダー 
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蛹室作成
仰向け
蛹化
羽化

1 5 10 15 20 25 30

採取
採餌
(個体数) 3 3
坑口閉鎖
蛹室作成
仰向け
蛹化
羽化

1 5 10 15 20 25 30

採取
採餌
(個体数)
坑口閉鎖
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13
14

巣坑閉塞から
蛹室作成までの

日数
2
1

蛹室作成から
仰向になるまでの

日数
18
11

蛹化直前の
採餌状況

3個体/日
4個体/3日

0
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蛹化直前採餌から
巣坑閉塞までの

日数

巣坑閉塞から
羽化までの
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39
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蛹化までの
日数
6

森
テキストボックス
3－ 7－ 70



 

1-7 まとめ 

1-7-1 昆虫相 

現地調査の結果、15 目 200 科 551 種の昆虫類が確認された。 

既存文献による確認昆虫類の各植物群落に対する依存度別確認種数一覧表を示す。詳細は巻

末に示す。 

表 1-7-1 各植物群落に対する依存度別確認種数一覧表 

 

表 1-7-2 昆虫類の群落依存度の考え方(3 区分) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

依存利用 他 依存利用 他 依存利用 他 依存利用 他 依存利用 他 依存利用 他
クモ 24 2 13 21 16 2
バッタ 17 1 1 8 5 3 9 2
カメムシ 33 36 8 10 2 12 10 11 2 4 2 3
コウチュウ 10 13 103 1 2 7 1 1 11 1 4 11 1
ハチ 15 29 1 4 6 14 11 18 8 13 4 4
ハエ 2 31 6 19 2 22 2 19 2 5
チョウ 3 81 3 1 7
その他 1 18 3 4 2 9 1 9 1
依存度別小計 46 48 323 8 2 19 10 16 60 13 21 101 12 26 74 2 6 16

合計種数
割合（%） 11.0 11.5 77.5 27.6 6.9 65.5 11.6 18.6 69.8 9.6 15.6 74.8 10.7 23.2 66.1 8.3 25.0 66.7

依存利用 他 依存利用 他 依存利用 他 依存利用 他 依存利用 他
クモ 1 5 4 12 2
バッタ 1 1 4 4 2
カメムシ 3 1 3 3 3 13 10
コウチュウ 1 7 2
ハチ 4 2 4 5 4 12 1 7
ハエ 2 1 8 5 1 15 8
チョウ 5 3 1 3
その他 2 1 4 1
依存度別小計 3 1 4 3 6 21 13 21 9 64 5 31

合計種数
割合（%） 37.5 12.5 50.0 10.0 20.0 70.0 38.2 61.8 12.3 87.7 13.9 86.1

7 8 9

ﾎｳｷｷﾞｸ
（ｷｸ科）

ｾｲﾀｶｱﾜﾀﾞﾁ
（ｷｸ科）

ﾊﾏｺﾞｳ
（ｸﾏﾂﾂﾞﾗ科）

8 30 34

目　名

73 36

112 24

10 11

ﾊﾏﾋﾙｶﾞｵ
(ﾋﾙｶﾞｵ科）

ﾊﾏｴﾝﾄﾞｳ
(ﾏﾒ科）

417 29 86 135

ｺｳﾎﾞｳｼﾊﾞ
（ｶﾔﾂﾘｸﾞｻ科）

ｺｳﾎﾞｳﾑｷﾞ
（ｶﾔﾂﾘｸﾞｻ科）

ｳﾗｷﾞｸ
（ｷｸ科）

4 5 6

目　名

1 2 3

ﾖｼ
（ｲﾈ科）

ｼﾅﾀﾞﾚｽｽﾞﾒｶﾞﾔ
（ｲﾈ科）

ｹｶﾓﾉﾊｼ
（ｲﾈ科）

　　　　利用

　　　　 他　　
対象群落を構成する主要な植物との依存・利用関係が薄いと推察される、もしくは相互関係が明らかではない種

１．依存度なし、または不明。

　　　　依存

多種の植物を摂食などに利用し、特に利用植物を限定していないと考えられる種。

２．群落を利用する昆虫類を捕食・利用する。

１．特定の植物群に対する依存性はなく、様々な植物を摂食や吸蜜などに利用する。

対象群落を構成する主要な植物を発生環境および主な生息環境としていると推察される種。

２．特定の群落に発生する昆虫類を専門的に摂食する。

１．特定の植物群に依存する。

【昆虫類の群落依存度の3区分】

　　・吸蜜性の種（ハチ目、チョウ目）については、花の咲いていた群落で確認された種について「利用」とした。

　　・ヒメテントウ類は、イネ科（特にヨシ）やカヤツリグサ科の群落に特徴的に出現し、この群落に依存する
   カイガラムシやアブラムシを摂食していると考えられるため、イネ科およびカヤツリグサ科に「依存」とした。

　　・吸汁性の種（カメムシ目）については、イネ科とカヤツリグサ科の双方に依存している種が多いことから、
   既往知見にてどちらかの科に属する植物種に依存性を持つ場合、「依存」とした。

　　・特定の植物を選択的に摂食する種（チョウ目、コウチュウ目ハムシ科・タマムシ科・ゾウムシ科）については、
   文献に記載されている植物種に合致する場合のみ、「依存」とした。

基本的に、文献等に記載されていた植物種の属する科と調査群落の属する科が一致すれば、依存度ありとした。
ただし、以下の分類群については、それぞれ個別に対応した。

【依存度について】
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全 551 種中、上記植物群落に｢依存する｣という既往文献調査結果がでたものは 59 種であっ

た。 

表 1-7-3 既往文献調査による｢依存種｣59 種 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生息環境

依存植生
92 カメムシ ヒシウンカ ヒシウンカ イネ科,アズマネザサ

93 カメムシ ウンカ タマガワナガウンカ ヨシ,イヌムギ,イネ科

95 カメムシ ウンカ ハコネホソウンカ ススキ（イネ科）

96 カメムシ ウンカ ヒメトビウンカ イネ科

98 カメムシ ウンカ セジロウンカ イネ科

99 カメムシ ウンカ セスジウンカ イネ科,シバ

100 カメムシ ウンカ カヤウンカ ススキ

101 カメムシ シマウンカ シマウンカ イネ科

102 カメムシ アオバハゴロモ トビイロハゴロモ イネ科

104 カメムシ ハゴロモ ヒメベッコウハゴロモ イネ

105 カメムシ アワフキムシ ハマベアワフキ イネ科

112 カメムシ ヨコバイ オオヨコバイ イネ科,チャなど

115 カメムシ ヨコバイ ヨツモンヒメヨコバイ イネ科

122 カメムシ ヨコバイ ムツテンヨコバイ イネ,ムギなど

123 カメムシ ヨコバイ ミドリナガヨコバイ イタリアングラス

124 カメムシ ヨコバイ ヤマトヨコバイ ススキなど

125 カメムシ ヨコバイ トバヨコバイ イネ科,クローバー

126 カメムシ ヨコバイ イナズマヨコバイ イネ

127 カメムシ ヨコバイ オオトガリヨコバイ ヨシ

129 カメムシ ヨコバイ クロミャクイチモンジヨコバイ イネ科

132 カメムシ ヨコバイ マダラヨコバイ イネ科,マメ

143 カメムシ カスミカメムシ フタトゲムギカスミカメ イネ科,スゲ,ヨシ

144 カメムシ カスミカメムシ アカスジカスミカメ イネ

145 カメムシ カスミカメムシ ウスモンミドリカスミカメ キク科,ナス,レタス,イネ

146 カメムシ カスミカメムシ コミドリチビトビカスミカメ キク科,マメ科,アカメガシワなど

154 カメムシ ナガカメムシ ヒメナガカメムシ イネ科,キク科

156 カメムシ ナガカメムシ ヒメオオメカメムシ シバ（基本的には小昆虫）

160 カメムシ ナガカメムシ ミナミヒョウタンナガカメムシ イネ科

161 カメムシ ナガカメムシ モンシロナガカメムシ ダイズ,トウバナ,イネ

163 カメムシ ナガカメムシ キベリヒョウタンナガカメムシ イネ科

164 カメムシ ナガカメムシ ミナミホソナガカメムシ イネ科

166 カメムシ ホシカメムシ クロホシカメムシ イネ,ダイズ

168 カメムシ ホソヘリカメムシ ホソヘリカメムシ マメ科,イネ科

170 カメムシ ヘリカメムシ ホソハリカメムシ イネ科,ヒユ科

171 カメムシ ヒメヘリカメムシ アカヒメヘリカメムシ イネ科,タデ科,キク科

173 カメムシ ヒメヘリカメムシ ブチヒゲヘリカメムシ イネ科,キク科,タデ科

176 カメムシ ツチカメムシ ヒメツチカメムシ イネ科,キク科

178 カメムシ カメムシ オオクロカメムシ イネ科ヨシ,マコモなど

179 カメムシ カメムシ イネクロカメムシ イネ科

181 カメムシ カメムシ ムラサキシラホシカメムシ キク科,マメ科,イネ科

182 カメムシ カメムシ シラホシカメムシ キク科,マメ科,イネ科

184 カメムシ カメムシ フタテンカメムシ イネ科

186 カメムシ カメムシ アオクサカメムシ イネ、野菜

289 コウチュウ キスイムシ キイロセマルキスイ 枯れ木,ワラ

293 コウチュウ テントウムシ セスジヒメテントウ イネ科の小昆虫

294 コウチュウ テントウムシ ババヒメテントウ イネ科の小昆虫

295 コウチュウ テントウムシ ツマアカヒメテントウ イネ科の小昆虫

296 コウチュウ テントウムシ カバイロヒメテントウ イネ科の小昆虫

297 コウチュウ テントウムシ クロヘリヒメテントウ イネ科の小昆虫

298 コウチュウ テントウムシ クロヒメテントウ イネ科の小昆虫

299 コウチュウ テントウムシ カワムラヒメテントウ イネ科の小昆虫

300 コウチュウ テントウムシ コクロヒメテントウ イネ科の小昆虫

301 コウチュウ テントウムシ ヤマトヒメテントウ イネ科の小昆虫

306 コウチュウ テントウムシ ジュウサンホシテントウ ヨシ属の小昆虫

448 チョウ ボクトウガ ハイイロボクトウ イネ科、ヨシ

470 チョウ メイガ ヨシツトガ イネ科：ヨシ,ツルヨシ

472 チョウ メイガ シバツトガ イネ科草本、シバ

474 チョウ メイガ コブノメイガ イネ科：エノコログサ,サトウキビ,イネなど
532 チョウ ヤガ シロナヨトウ イネ科：イネ,マコモ,アブラナ科：ハクサイ

No. 目和名 科和名 種名
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1-7-2 ルイスハンミョウ 

 今年度の調査結果から判明した事実や推測を列挙する。 

 

＜成虫の個体数＞ 

 夏季のピーク時には、少なく見積もっても、1000 個体以上が存在すると推定される。 

 成虫確認月は平成 18 年 4 月～10 月の間であった。また、平成 19 年の初認は 3月 28 日の 4

個体(♂2、不明 2)であった。 

 

＜幼虫の個体数＞ 

 餌密度によって成長速度は大きく変化し、各齢期の幼虫が存在することが予測されるため、

幼虫の総個体数は夏季の成虫出現数を大幅に上回ることが推定される。 

 餌密度の高い場においては、開口状態の巣坑は稀であることが推測される。 

 幼虫巣坑確認月は、エリザハンミョウとの区別はできていないが、平成 18 年 4 月～平成 19

年 3 月にかけての全月である。開口坑数は、冬期に激減したが、成虫初認月の平成 19 年 3 月

から増加傾向にある。 

 

＜幼虫の分布標高＞ 

 エリザハンミョウと比較してやや低い位置を選ぶ傾向が、不鮮明ではあるが見えてきた。 

 

＜終齢幼虫の現地観察より＞：観察対象 2個体 

 1. 一晩で、それぞれ 52 回、11 回の捕獲行動を行い、9匹と 4匹のハマトビムシ類を捕獲。 

2. 捕獲後、1､2 分で再度、採餌体勢に入る。 
3. 昼間はある程度の速度で動くものは確認できる。赤外線は見えない。 
4. 振動には非常に敏感である。 
5. 餌量生物の定位は、坑口より 5mm 程度の距離であれば捕獲可能。 
6. 潮位が坑口に達する前に坑口を閉塞し、潮位が坑口以下に達した後に開口を行う。 
 

＜終齢幼虫の室内観察より＞：観察対象 2個体 

1. 餌量捕獲時の運動は、スロー処理を施しても、なお、ぶれるほどのスピードである。 

2. 採餌行動は、背面反りのみではなく、腹面側にいる獲物を捕らえることも可能である。 

3. 捕獲生物に対しては噛みついて運動能力を奪い、坑奥へ貯蔵する。(たまに、噛みつき

不足で逃げられることもある) 

4. 蛹化に必要な餌生物量は、単なる個体数(栄養量)ではなく、一定期間内における栄養

量であると推察される。受動的採餌であるため、あらゆる餌密度に対応できる能力を

持つと思われる。 

5. 蛹化前行動として、坑口閉塞と蛹室作成を確認。 

6. 蛹化直前の採餌から蛹化までの日数は、それぞれ、26 日と 20 日であった。 

7. 蛹化開始から終了までの時間は 20 分程度。 

8. 蛹化後、羽化までの日数は、それぞれ 13 日と 14 日であった。 

9. 羽化開始から終了までの時間は 30 分程度。 
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業務名 ：H18都道 徳島東環状線徳・東吉野2～北沖洲4環境モニタリング調査(76)徳島環状線(橋梁)
調査名 ：昆虫相調査
調査日 ：平成18年 7月13日・14日、平成18年8月 7日・10日・11日、平成18年度10月16日～18日
単位 ：個体数

調査方法：イエローパントラップ、フライト・インターセプト・トラップ、ライトトラップ、スウィーピング

同定者 ：中島拓 　　総合科学（株）

F L P 計 F L P 計 F L P S 計
1 ｸﾓ ﾋﾒｸﾞﾓ ﾅﾅﾎｼﾋﾒｸﾞﾓ 2 2 1 1 3
ｸﾓ ﾋﾒｸﾞﾓ ﾋﾒｸﾞﾓ科の一種 2 2 4 1 1 2 6
2 ｸﾓ ｻﾗｸﾞﾓ ﾉｺｷﾞﾘﾋｻﾞｸﾞﾓ 3 3 1 1 2 2 6
3 ｸﾓ ｻﾗｸﾞﾓ ﾅﾆﾜﾅﾝｷﾝｸﾞﾓ 1 1 1
4 ｸﾓ ｻﾗｸﾞﾓ ﾆｾｱｶﾑﾈｸﾞﾓ 1 4 5 5
5 ｸﾓ ｻﾗｸﾞﾓ ｽﾞｷﾝﾇｶｸﾞﾓ 1 1 1 1 2
6 ｸﾓ ｻﾗｸﾞﾓ ｸﾛﾅﾝｷﾝｸﾞﾓ 2 2 2
7 ｸﾓ ｻﾗｸﾞﾓ ﾁﾋﾞｱｶｻﾗｸﾞﾓ 1 1 1 1 2
8 ｸﾓ ｻﾗｸﾞﾓ ｱﾘﾏﾈｸﾞﾓ 1 1 1
9 ｸﾓ ｻﾗｸﾞﾓ ｾｽｼﾞｱｶﾑﾈｸﾞﾓ 1 1 1
10 ｸﾓ ｻﾗｸﾞﾓ ｵｵｻｶｱｶﾑﾈｸﾞﾓ 2 2 9 9 5 5 16
ｸﾓ ｻﾗｸﾞﾓ ｻﾗｸﾞﾓ科の一種 3 3 7 7 7 4 11 21

11 ｸﾓ ｺｶﾞﾈｸﾞﾓ ｺｶﾞﾈｸﾞﾓﾀﾞﾏｼ 4 4 4
12 ｸﾓ ｺｶﾞﾈｸﾞﾓ ﾄﾞﾖｳｵﾆｸﾞﾓ 1 1 2 2
13 ｸﾓ ｺｶﾞﾈｸﾞﾓ Singaの一種 1 1 1
14 ｸﾓ ｱｼﾅｶﾞｸﾞﾓ ﾄｶﾞﾘｱｼﾅｶﾞｸﾞﾓ 1 1 1
15 ｸﾓ ｱｼﾅｶﾞｸﾞﾓ ｱｼﾅｶﾞｸﾞﾓ 1 1 1
16 ｸﾓ ｱｼﾅｶﾞｸﾞﾓ ｳﾛｺｱｼﾅｶﾞｸﾞﾓ 1 1 1
ｸﾓ ｱｼﾅｶﾞｸﾞﾓ Tetragnathaの一種 1 1 1
ｸﾓ ｱｼﾅｶﾞｸﾞﾓ ｱｼﾅｶﾞｸﾞﾓ科の一種 1 1 1

17 ｸﾓ ｺﾓﾘｸﾞﾓ ﾋﾉﾏﾙｺﾓﾘｸﾞﾓ 3 3 3
18 ｸﾓ ｺﾓﾘｸﾞﾓ ｳﾂﾞｷｺﾓﾘｸﾞﾓ 1 32 33 3 22 25 58
19 ｸﾓ ｺﾓﾘｸﾞﾓ ﾊﾘｹﾞｺﾓﾘｸﾞﾓ 1 1 3 3 4
20 ｸﾓ ｺﾓﾘｸﾞﾓ ｷｸﾂﾞｷｺﾓﾘｸﾞﾓ 1 1 1 1 2
21 ｸﾓ ｺﾓﾘｸﾞﾓ ｷｼﾍﾞｺﾓﾘｸﾞﾓ 6 6 6
ｸﾓ ｺﾓﾘｸﾞﾓ Pardosaの一種 8 8 4 4 11 11 23

22 ｸﾓ ｺﾓﾘｸﾞﾓ Pirataの一種 1 1 1
ｸﾓ ｺﾓﾘｸﾞﾓ ｺﾓﾘｸﾞﾓ科の一種 4 4 4

23 ｸﾓ ｻｻｸﾞﾓ ｻｻｸﾞﾓ 1 1 1
24 ｸﾓ ﾌｸﾛｸﾞﾓ ﾋﾒﾌｸﾛｸﾞﾓ 1 2 3 1 2 3 9 3 2 14 20
ｸﾓ ﾌｸﾛｸﾞﾓ Clubionaの一種 1 1 1
ｸﾓ ﾌｸﾛｸﾞﾓ ﾌｸﾛｸﾞﾓ科の一種 2 1 3 6 4 1 3 8 1 2 4 7 21

25 ｸﾓ ｼﾎﾞｸﾞﾓ ｼﾎﾞｸﾞﾓ 1 1 1 1 2
26 ｸﾓ ﾜｼｸﾞﾓ Drassodesの一種 1 1 1
ｸﾓ ﾜｼｸﾞﾓ ﾜｼｸﾞﾓ科の一種 1 1 2 2 1 1 4

27 ｸﾓ ｶﾆｸﾞﾓ ﾊﾅｸﾞﾓ 3 3 3
28 ｸﾓ ｶﾆｸﾞﾓ ﾔﾐｲﾛｶﾆｸﾞﾓ 2 2 2
29 ｸﾓ ｶﾆｸﾞﾓ ｱｽﾞﾏｶﾆｸﾞﾓ 1 1 1
30 ｸﾓ ｶﾆｸﾞﾓ ｵｵﾔﾐｲﾛｶﾆｸﾞﾓ 2 2 4 4 6
ｸﾓ ｶﾆｸﾞﾓ Xysticusの一種 1 1 1 1 2

31 ｸﾓ ﾊｴﾄﾘｸﾞﾓ ﾈｺﾊｴﾄﾘ 2 2 2
ｸﾓ ﾊｴﾄﾘｸﾞﾓ Carrhotusの一種 33 33 33

32 ｸﾓ ﾊｴﾄﾘｸﾞﾓ ｱｼﾌﾞﾄﾊｴﾄﾘ 1 1 1
ｸﾓ ﾊｴﾄﾘｸﾞﾓ Evarchaの一種 1 1 1

33 ｸﾓ ﾊｴﾄﾘｸﾞﾓ Harmochirusの一種 1 1 1
34 ｸﾓ ﾊｴﾄﾘｸﾞﾓ ｱﾀﾞﾝｿﾝﾊｴﾄﾘ 1 1 1
35 ｸﾓ ﾊｴﾄﾘｸﾞﾓ Heliciusの一種 1 1 2 10 12 13
36 ｸﾓ ﾊｴﾄﾘｸﾞﾓ ﾁﾋﾞｸﾛﾊｴﾄﾘ 3 3 1 1 4
37 ｸﾓ ﾊｴﾄﾘｸﾞﾓ ﾔﾊｽﾞﾊｴﾄﾘ 2 2 2
38 ｸﾓ ﾊｴﾄﾘｸﾞﾓ ｵｽｸﾛﾊｴﾄﾘ 1 1 2 2
ｸﾓ ﾊｴﾄﾘｸﾞﾓ Marpissaの一種 12 12 12

39 ｸﾓ ﾊｴﾄﾘｸﾞﾓ ｱﾘｸﾞﾓ 1 1 1 1 2
40 ｸﾓ ﾊｴﾄﾘｸﾞﾓ ｸﾜｶﾞﾀｱﾘｸﾞﾓ 3 3 3
ｸﾓ ﾊｴﾄﾘｸﾞﾓ Myrmarachneの一種 3 3 1 1 4

41 ｸﾓ ﾊｴﾄﾘｸﾞﾓ ﾐｽｼﾞﾊｴﾄﾘ 1 1 1
42 ｸﾓ ﾊｴﾄﾘｸﾞﾓ ｲｿﾊｴﾄﾘ 4 4 1 1 5
43 ｸﾓ ﾊｴﾄﾘｸﾞﾓ ｼﾗﾎｼｺｹﾞﾁｬﾊｴﾄﾘ 2 2 20 20 2 2 24
ｸﾓ ﾊｴﾄﾘｸﾞﾓ Sitticusの一種 11 11 11

44 ｸﾓ ﾊｴﾄﾘｸﾞﾓ ｱﾒｲﾛﾊｴﾄﾘ 1 1 1
ｸﾓ ﾊｴﾄﾘｸﾞﾓ ﾊｴﾄﾘｸﾞﾓ科の一種 12 12 15 15 1 12 13 40

45 ﾄﾋﾞﾑｼ ﾋﾒﾄﾋﾞﾑｼ ﾋﾒﾄﾋﾞﾑｼ科の一種 1 1 1
46 ﾄﾋﾞﾑｼ ｲﾎﾞﾄﾋﾞﾑｼ ｲﾎﾞﾄﾋﾞﾑｼ科の一種 5 258 263 1 1 1 1 2 266
47 ﾄﾋﾞﾑｼ ｱﾔﾄﾋﾞﾑｼ ｱﾔﾄﾋﾞﾑｼ科の一種 1 1 138 140 7 7 1 1 148
48 ﾄﾋﾞﾑｼ ﾋｹﾞﾅｶﾞﾄﾋﾞﾑｼ ﾋｹﾞﾅｶﾞﾄﾋﾞﾑｼ科の一種 1 1 1
49 ﾄﾋﾞﾑｼ ｱﾘﾉｽﾄﾋﾞﾑｼ ｱﾘﾉｽﾄﾋﾞﾑｼ科の一種 3 3 3
50 ﾄﾋﾞﾑｼ ｳｽｷﾞﾇﾄﾋﾞﾑｼ ｳｽｷﾞﾇﾄﾋﾞﾑｼ科の一種 78 78 78
51 ﾄﾋﾞﾑｼ ﾏﾙﾄﾋﾞﾑｼ ﾏﾙﾄﾋﾞﾑｼ科の一種 18 18 18
52 ﾄﾝﾎﾞ ﾄﾝﾎﾞ ｳｽﾊﾞｷﾄﾝﾎﾞ 1 1 1
53 ﾄﾝﾎﾞ ﾄﾝﾎﾞ ｱｷｱｶﾈ 1 1 1
54 ｺﾞｷﾌﾞﾘ ﾁｬﾊﾞﾈｺﾞｷﾌﾞﾘ ﾓﾘﾁｬﾊﾞﾈｺﾞｷﾌﾞﾘ 2 1 3 3 3 6
55 ｺﾞｷﾌﾞﾘ ﾁｬﾊﾞﾈｺﾞｷﾌﾞﾘ ｳｽﾋﾗﾀｺﾞｷﾌﾞﾘ 1 1 3 3 4
ｺﾞｷﾌﾞﾘ ﾁｬﾊﾞﾈｺﾞｷﾌﾞﾘ ﾁｬﾊﾞﾈｺﾞｷﾌﾞﾘ科の一種 1 2 3 4 4 7

56 ﾊﾞｯﾀ ｹﾗ ｹﾗ 1 4 5 4 4 1 1 10
ﾊﾞｯﾀ ｹﾗ ｹﾗ科の一種 1 1 1

７月 8月 10月
合計種名No. 目和名 科和名

　　　　　　　　　注　 F：ﾌﾗｲﾄｲﾝﾀｰｾﾌﾟﾄﾄﾗｯﾌﾟ
　　　　　　　　　　　　L ：ﾗｲﾄﾄﾗｯﾌﾟ
　　　　　　　　　　　　P ：ｲｴﾛｰﾊﾟﾝﾄﾗｯﾌﾟ
　　　　　　　　　　　　S ：ｽｳｨｰﾋﾟﾝｸﾞ  3－7－74



業務名 ：H18都道 徳島東環状線徳・東吉野2～北沖洲4環境モニタリング調査(76)徳島環状線(橋梁)
調査名 ：昆虫相調査
調査日 ：平成18年 7月13日・14日、平成18年8月 7日・10日・11日、平成18年度10月16日～18日
単位 ：個体数

調査方法：イエローパントラップ、フライト・インターセプト・トラップ、ライトトラップ、スウィーピング

同定者 ：中島拓 　　総合科学（株）

F L P 計 F L P 計 F L P S 計

７月 8月 10月
合計種名No. 目和名 科和名

57 ﾊﾞｯﾀ ｺｵﾛｷﾞ ｴﾝﾏｺｵﾛｷﾞ 1 2 16 19 1 1 20
58 ﾊﾞｯﾀ ｺｵﾛｷﾞ ｸﾁﾅｶﾞｺｵﾛｷﾞ 4 3 7 7
59 ﾊﾞｯﾀ ｺｵﾛｷﾞ ﾂﾂﾞﾚｻｾｺｵﾛｷﾞ 1 1 1
ﾊﾞｯﾀ ｺｵﾛｷﾞ Velarifictorusの一種 1 1 1
ﾊﾞｯﾀ ｺｵﾛｷﾞ ｺｵﾛｷﾞ亜科の一種 3 3 3
ﾊﾞｯﾀ ｺｵﾛｷﾞ ｺｵﾛｷﾞ科の一種 2 1 27 30 5 5 35

60 ﾊﾞｯﾀ ﾏﾂﾑｼ ﾏﾂﾑｼ 2 2 2 2 4
61 ﾊﾞｯﾀ ﾏﾂﾑｼ ﾋﾛﾊﾞﾈｶﾝﾀﾝ 10 2 9 21 21
62 ﾊﾞｯﾀ ﾏﾂﾑｼ ｶﾝﾀﾝ 3 1 4 4 1 5 9
63 ﾊﾞｯﾀ ﾋﾊﾞﾘﾓﾄﾞｷ ｼﾊﾞｽｽﾞ 14 4 18 1 1 1 4 5 24
ﾊﾞｯﾀ ﾋﾊﾞﾘﾓﾄﾞｷ ﾋﾊﾞﾘﾓﾄﾞｷ科の一種 1 1 1

64 ﾊﾞｯﾀ ｶﾈﾀﾀｷ ｶﾈﾀﾀｷ 1 1 1
65 ﾊﾞｯﾀ ﾂﾕﾑｼ ﾂﾕﾑｼ 2 5 7 7
ﾊﾞｯﾀ ﾂﾕﾑｼ ﾂﾕﾑｼ科の一種 1 1 1

66 ﾊﾞｯﾀ ｷﾘｷﾞﾘｽ ｳｽｲﾛｻｻｷﾘ 1 1 1
67 ﾊﾞｯﾀ ｷﾘｷﾞﾘｽ ｵﾅｶﾞｻｻｷﾘ 1 1 1
68 ﾊﾞｯﾀ ｷﾘｷﾞﾘｽ ｺﾊﾞﾈｻｻｷﾘ 1 1 2 2 3
69 ﾊﾞｯﾀ ｷﾘｷﾞﾘｽ ﾎｼｻｻｷﾘ 1 3 2 6 1 6 1 16 24 30
ﾊﾞｯﾀ ｷﾘｷﾞﾘｽ Conocephalusの一種 2 3 5 5
ﾊﾞｯﾀ ｷﾘｷﾞﾘｽ ｻｻｷﾘ亜科の一種 2 2 6 6 8

70 ﾊﾞｯﾀ ｷﾘｷﾞﾘｽ ｸｻｷﾘ亜科の一種 1 1 2 1 2 3 5
ﾊﾞｯﾀ ｷﾘｷﾞﾘｽ ｷﾘｷﾞﾘｽ科の一種 2 2 4 4

71 ﾊﾞｯﾀ ｵﾝﾌﾞﾊﾞｯﾀ ｵﾝﾌﾞﾊﾞｯﾀ 4 4 4
72 ﾊﾞｯﾀ ﾊﾞｯﾀ ｼｮｳﾘｮｳﾊﾞｯﾀ 2 1 3 2 1 3 6 9
73 ﾊﾞｯﾀ ﾊﾞｯﾀ ﾏﾀﾞﾗﾊﾞｯﾀ 3 3 3
74 ﾊﾞｯﾀ ﾊﾞｯﾀ ﾄﾉｻﾏﾊﾞｯﾀ 1 1 1
75 ﾊﾞｯﾀ ﾊﾞｯﾀ ｸﾙﾏﾊﾞｯﾀﾓﾄﾞｷ 1 1 1
76 ﾊﾞｯﾀ ﾊﾞｯﾀ ﾊﾈﾅｶﾞｲﾅｺﾞ 2 2 2 1 3 5
77 ﾊﾞｯﾀ ﾊﾞｯﾀ ｺﾊﾞﾈｲﾅｺﾞ 1 1 1
ﾊﾞｯﾀ ﾊﾞｯﾀ ﾊﾞｯﾀ科の一種 12 4 16 1 1 17

78 ﾊﾞｯﾀ ﾋｼﾊﾞｯﾀ ﾆｾﾊﾈﾅｶﾞﾋｼﾊﾞｯﾀ 1 1 2 2
79 ﾊﾞｯﾀ ﾋｼﾊﾞｯﾀ ﾊﾈﾅｶﾞﾋｼﾊﾞｯﾀ 4 4 5 5 9
80 ﾊﾞｯﾀ ﾋｼﾊﾞｯﾀ ｺﾊﾞﾈﾋｼﾊﾞｯﾀ 2 2 2
81 ﾊﾞｯﾀ ﾋｼﾊﾞｯﾀ ﾋｼﾊﾞｯﾀ 1 1 2 3 5 6
ﾊﾞｯﾀ ﾋｼﾊﾞｯﾀ Tetrixの一種 4 4 4
ﾊﾞｯﾀ ﾋｼﾊﾞｯﾀ ﾋｼﾊﾞｯﾀ科の一種 15 5 20 4 22 26 1 1 47

82 ﾊｻﾐﾑｼ ﾊｻﾐﾑｼ ﾊﾏﾍﾞﾊｻﾐﾑｼ 34 34 12 12 1 1 47
83 ﾊｻﾐﾑｼ ｵｵﾊｻﾐﾑｼ ｵｵﾊｻﾐﾑｼ 5 4 9 1 1 30 32 2 12 14 55
84 ﾁｬﾀﾃﾑｼ ｹﾁｬﾀﾃ ｹﾁｬﾀﾃ科の一種 3 3 1 1 4
85 ﾁｬﾀﾃﾑｼ ﾋﾒﾁｬﾀﾃ ﾋﾒﾁｬﾀﾃ科の一種 2 2 2
86 ﾁｬﾀﾃﾑｼ ﾏﾄﾞﾁｬﾀﾃ ｸﾘｲﾛﾁｬﾀﾃ 2 2 2
ﾁｬﾀﾃﾑｼ ﾏﾄﾞﾁｬﾀﾃ ﾏﾄﾞﾁｬﾀﾃ科の一種 1 1 1

87 ﾁｬﾀﾃﾑｼ ﾁｬﾀﾃ Trichadenotecnumの一種 1 1 1
88 ｱｻﾞﾐｳﾏ ｼﾏｱｻﾞﾐｳﾏ ｼﾏｱｻﾞﾐｳﾏ科の一種 1 1 1
89 ｱｻﾞﾐｳﾏ ｱｻﾞﾐｳﾏ ｱｻﾞﾐｳﾏ科の一種 1 10 11 1 2 3 4 4 18
90 ｱｻﾞﾐｳﾏ ｸﾀﾞｱｻﾞﾐｳﾏ ｸﾀﾞｱｻﾞﾐｳﾏ科の一種 4 8 12 3 2 5 3 27 30 47
91 ｶﾒﾑｼ ﾋｼｳﾝｶ ﾔﾅｷﾞｶﾜｳﾝｶ 8 1 9 9
92 ｶﾒﾑｼ ﾋｼｳﾝｶ ﾋｼｳﾝｶ 3 3 3
ｶﾒﾑｼ ﾋｼｳﾝｶ ﾋｼｳﾝｶ科の一種 5 5 5

93 ｶﾒﾑｼ ｳﾝｶ ﾀﾏｶﾞﾜﾅｶﾞｳﾝｶ 56 1 57 13 13 1 64 11 26 102 172
94 ｶﾒﾑｼ ｳﾝｶ Euidesの一種 1 1 1
95 ｶﾒﾑｼ ｳﾝｶ ﾊｺﾈﾎｿｳﾝｶ 5 171 5 181 181
96 ｶﾒﾑｼ ｳﾝｶ ﾋﾒﾄﾋﾞｳﾝｶ 22 22 2 22 6 30 2 1 1 4 56
97 ｶﾒﾑｼ ｳﾝｶ ｺﾞﾏﾌｳﾝｶ 1 1 1
98 ｶﾒﾑｼ ｳﾝｶ ｾｼﾞﾛｳﾝｶ 29 29 3 5 1 9 2 2 40
99 ｶﾒﾑｼ ｳﾝｶ ｾｽｼﾞｳﾝｶ 6 4 165 175 2 1 3 178
100 ｶﾒﾑｼ ｳﾝｶ ｶﾔｳﾝｶ 21 21 1 1 22
ｶﾒﾑｼ ｳﾝｶ ｳﾝｶ科の一種 8 1 155 164 5 2 38 45 4 13 4 21 230

101 ｶﾒﾑｼ ｼﾏｳﾝｶ ｼﾏｳﾝｶ 4 1 5 1 1 6
102 ｶﾒﾑｼ ｱｵﾊﾞﾊｺﾞﾛﾓ ﾄﾋﾞｲﾛﾊｺﾞﾛﾓ 3 3 3
103 ｶﾒﾑｼ ﾊｺﾞﾛﾓ ﾍﾞｯｺｳﾊｺﾞﾛﾓ 1 1 1
104 ｶﾒﾑｼ ﾊｺﾞﾛﾓ ﾋﾒﾍﾞｯｺｳﾊｺﾞﾛﾓ 1 2 3 3
105 ｶﾒﾑｼ ｱﾜﾌｷﾑｼ ﾊﾏﾍﾞｱﾜﾌｷ 2 5 7 7
106 ｶﾒﾑｼ ﾖｺﾊﾞｲ ｽﾞｷﾝﾖｺﾊﾞｲ 12 12 12
107 ｶﾒﾑｼ ﾖｺﾊﾞｲ ｱｵｽﾞｷﾝﾖｺﾊﾞｲ 4 4 4
108 ｶﾒﾑｼ ﾖｺﾊﾞｲ ﾎｼｱｵｽﾞｷﾝﾖｺﾊﾞｲ 2 2 2
ｶﾒﾑｼ ﾖｺﾊﾞｲ Batracomorphusの一種 5 5 8 1 9 14

109 ｶﾒﾑｼ ﾖｺﾊﾞｲ ｼﾏｻｼﾞﾖｺﾊﾞｲ 2 2 2
ｶﾒﾑｼ ﾖｺﾊﾞｲ ﾋﾗﾀﾖｺﾊﾞｲ亜科の一種 2 2 2 2 4

110 ｶﾒﾑｼ ﾖｺﾊﾞｲ ｲｸﾞﾁﾎｼﾖｺﾊﾞｲ 1 20 1 22 1 77 78 100
111 ｶﾒﾑｼ ﾖｺﾊﾞｲ ﾎｼﾖｺﾊﾞｲ 1 1 40 5 45 46
112 ｶﾒﾑｼ ﾖｺﾊﾞｲ ｵｵﾖｺﾊﾞｲ 4 4 4
113 ｶﾒﾑｼ ﾖｺﾊﾞｲ ｶﾝｷﾂﾋﾒﾖｺﾊﾞｲ 1 1 1
114 ｶﾒﾑｼ ﾖｺﾊﾞｲ ﾐﾄﾞﾘﾋﾒﾖｺﾊﾞｲ 1 1 26 26 27

　　　　　　　　　注　 F：ﾌﾗｲﾄｲﾝﾀｰｾﾌﾟﾄﾄﾗｯﾌﾟ
　　　　　　　　　　　　L ：ﾗｲﾄﾄﾗｯﾌﾟ
　　　　　　　　　　　　P ：ｲｴﾛｰﾊﾟﾝﾄﾗｯﾌﾟ
　　　　　　　　　　　　S ：ｽｳｨｰﾋﾟﾝｸﾞ  3－7－75
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調査名 ：昆虫相調査
調査日 ：平成18年 7月13日・14日、平成18年8月 7日・10日・11日、平成18年度10月16日～18日
単位 ：個体数

調査方法：イエローパントラップ、フライト・インターセプト・トラップ、ライトトラップ、スウィーピング

同定者 ：中島拓 　　総合科学（株）

F L P 計 F L P 計 F L P S 計

７月 8月 10月
合計種名No. 目和名 科和名

115 ｶﾒﾑｼ ﾖｺﾊﾞｲ ﾖﾂﾓﾝﾋﾒﾖｺﾊﾞｲ 2 2 1 1 3
116 ｶﾒﾑｼ ﾖｺﾊﾞｲ ﾎｼﾋﾒﾖｺﾊﾞｲ 1 1 1
117 ｶﾒﾑｼ ﾖｺﾊﾞｲ ｷｲﾛﾋﾒﾖｺﾊﾞｲ 2 2 2
118 ｶﾒﾑｼ ﾖｺﾊﾞｲ Typhlocybaの一種 2 2 2
ｶﾒﾑｼ ﾖｺﾊﾞｲ ﾋﾒﾖｺﾊﾞｲ亜科の一種 8 8 1 2 3 6 14

119 ｶﾒﾑｼ ﾖｺﾊﾞｲ ﾋｼﾓﾝﾖｺﾊﾞｲ 3 3 3
ｶﾒﾑｼ ﾖｺﾊﾞｲ Hishimonusの一種 2 2 2

120 ｶﾒﾑｼ ﾖｺﾊﾞｲ ﾐﾅﾐﾏﾀﾞﾗﾖｺﾊﾞｲ 33 33 33
ｶﾒﾑｼ ﾖｺﾊﾞｲ Orosiusの一種 1 1 1

121 ｶﾒﾑｼ ﾖｺﾊﾞｲ ｳｽﾊﾞﾐﾄﾞﾘﾖｺﾊﾞｲ 3 3 3
122 ｶﾒﾑｼ ﾖｺﾊﾞｲ ﾑﾂﾃﾝﾖｺﾊﾞｲ 6 6 6
ｶﾒﾑｼ ﾖｺﾊﾞｲ Macrostelesの一種 3 3 3

123 ｶﾒﾑｼ ﾖｺﾊﾞｲ ﾐﾄﾞﾘﾅｶﾞﾖｺﾊﾞｲ 4 1 17 22 22
124 ｶﾒﾑｼ ﾖｺﾊﾞｲ ﾔﾏﾄﾖｺﾊﾞｲ 1 1 1
125 ｶﾒﾑｼ ﾖｺﾊﾞｲ ﾄﾊﾞﾖｺﾊﾞｲ 8 119 108 235 6 10 16 1 92 4 10 107 358
126 ｶﾒﾑｼ ﾖｺﾊﾞｲ ｲﾅｽﾞﾏﾖｺﾊﾞｲ 1 1 1
127 ｶﾒﾑｼ ﾖｺﾊﾞｲ ｵｵﾄｶﾞﾘﾖｺﾊﾞｲ 1 1 2 1 3 4
128 ｶﾒﾑｼ ﾖｺﾊﾞｲ ﾄｶﾞﾘﾖｺﾊﾞｲ 14 13 27 27
ｶﾒﾑｼ ﾖｺﾊﾞｲ Doratulinaの一種 3 1 4 4

129 ｶﾒﾑｼ ﾖｺﾊﾞｲ ｸﾛﾐｬｸｲﾁﾓﾝｼﾞﾖｺﾊﾞｲ 20 1 1 22 22
130 ｶﾒﾑｼ ﾖｺﾊﾞｲ ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ 1 1 1
131 ｶﾒﾑｼ ﾖｺﾊﾞｲ ﾘﾝｺﾞﾏﾀﾞﾗﾖｺﾊﾞｲ 1 1 1 1 2
132 ｶﾒﾑｼ ﾖｺﾊﾞｲ ﾏﾀﾞﾗﾖｺﾊﾞｲ 2 10 6 18 11 10 21 4 12 16 55
133 ｶﾒﾑｼ ﾖｺﾊﾞｲ ｼﾗﾎｼｽｶｼﾖｺﾊﾞｲ 1 1 1
ｶﾒﾑｼ ﾖｺﾊﾞｲ ﾖｺﾊﾞｲ科の一種 10 9 103 122 4 1 122 127 1 60 21 2 84 333

134 ｶﾒﾑｼ ｷｼﾞﾗﾐ ｷｼﾞﾗﾐ科の一種 1 1 1
135 ｶﾒﾑｼ ｱﾌﾞﾗﾑｼ ｱﾌﾞﾗﾑｼ科の一種 1 3 4 4 13 17 8 4 18 30 60 81
136 ｶﾒﾑｼ ｶﾀﾋﾞﾛｱﾒﾝﾎﾞ ｹｼｶﾀﾋﾞﾛｱﾒﾝﾎﾞ 1 1 1
137 ｶﾒﾑｼ ﾐｽﾞｷﾞﾜｶﾒﾑｼ ｴｿﾞﾐｽﾞｷﾞﾜｶﾒﾑｼ 1 1 1
138 ｶﾒﾑｼ ﾐｽﾞﾑｼ ｺﾐｽﾞﾑｼ 2 2 2
139 ｶﾒﾑｼ ﾐｽﾞﾑｼ Micronectaの一種 20 20 20
140 ｶﾒﾑｼ ｶｽﾐｶﾒﾑｼ ﾅｶﾞｸﾞﾛｶｽﾐｶﾒ 1 1 1
141 ｶﾒﾑｼ ｶｽﾐｶﾒﾑｼ ｱｶﾎｼｶｽﾐｶﾒ 1 1 1
142 ｶﾒﾑｼ ｶｽﾐｶﾒﾑｼ ｴｻｷﾐﾄﾞﾘｶｽﾐｶﾒ 1 1 1
143 ｶﾒﾑｼ ｶｽﾐｶﾒﾑｼ ﾌﾀﾄｹﾞﾑｷﾞｶｽﾐｶﾒ 1 1 1 1 1 1 3
144 ｶﾒﾑｼ ｶｽﾐｶﾒﾑｼ ｱｶｽｼﾞｶｽﾐｶﾒ 2 2 2 2 4 4 8
145 ｶﾒﾑｼ ｶｽﾐｶﾒﾑｼ ｳｽﾓﾝﾐﾄﾞﾘｶｽﾐｶﾒ 4 4 2 222 77 301 305
146 ｶﾒﾑｼ ｶｽﾐｶﾒﾑｼ ｺﾐﾄﾞﾘﾁﾋﾞﾄﾋﾞｶｽﾐｶﾒ 1 1 1
ｶﾒﾑｼ ｶｽﾐｶﾒﾑｼ ｶｽﾐｶﾒﾑｼ科の一種 12 12 12

147 ｶﾒﾑｼ ﾏｷﾊﾞｻｼｶﾞﾒ ﾊﾈﾅｶﾞﾏｷﾊﾞｻｼｶﾞﾒ 6 6 6
148 ｶﾒﾑｼ ﾊﾅｶﾒﾑｼ ﾂﾔﾋﾒﾊﾅｶﾒﾑｼ 1 1 1
149 ｶﾒﾑｼ ﾊﾅｶﾒﾑｼ ﾋﾒﾊﾅｶﾒﾑｼ 1 1 1
150 ｶﾒﾑｼ ﾄｺｼﾞﾗﾐ ﾄｺｼﾞﾗﾐ科の一種 1 1 1
151 ｶﾒﾑｼ ｸﾞﾝﾊﾞｲﾑｼ Stephanitisの一種 1 1 1 1 12 12 14
ｶﾒﾑｼ ｸﾞﾝﾊﾞｲﾑｼ ｸﾞﾝﾊﾞｲﾑｼ科の一種 1 1 1

152 ｶﾒﾑｼ ｻｼｶﾞﾒ ﾄﾋﾞｲﾛｻｼｶﾞﾒ 1 1 1
153 ｶﾒﾑｼ ｻｼｶﾞﾒ ｸﾛﾓﾝｻｼｶﾞﾒ 1 1 1
154 ｶﾒﾑｼ ﾅｶﾞｶﾒﾑｼ ﾋﾒﾅｶﾞｶﾒﾑｼ 1 12 1 14 2 52 5 59 2 2 4 23 31 104
155 ｶﾒﾑｼ ﾅｶﾞｶﾒﾑｼ Dimorphopterusの一種 1 2 3 3
156 ｶﾒﾑｼ ﾅｶﾞｶﾒﾑｼ ﾋﾒｵｵﾒｶﾒﾑｼ 16 16 8 8 2 3 5 29
157 ｶﾒﾑｼ ﾅｶﾞｶﾒﾑｼ ｵｵﾒｶﾒﾑｼ 2 2 2
158 ｶﾒﾑｼ ﾅｶﾞｶﾒﾑｼ ﾋﾒﾂﾔﾅｶﾞｶﾒﾑｼ 2 2 2
159 ｶﾒﾑｼ ﾅｶﾞｶﾒﾑｼ ｵｵﾓﾝｼﾛﾅｶﾞｶﾒﾑｼ 1 1 1
160 ｶﾒﾑｼ ﾅｶﾞｶﾒﾑｼ ﾐﾅﾐﾋｮｳﾀﾝﾅｶﾞｶﾒﾑｼ 2 2 12 12 14
161 ｶﾒﾑｼ ﾅｶﾞｶﾒﾑｼ ﾓﾝｼﾛﾅｶﾞｶﾒﾑｼ 1 1 1
162 ｶﾒﾑｼ ﾅｶﾞｶﾒﾑｼ ﾁｬﾓﾝﾅｶﾞｶﾒﾑｼ 1 1 1
163 ｶﾒﾑｼ ﾅｶﾞｶﾒﾑｼ ｷﾍﾞﾘﾋｮｳﾀﾝﾅｶﾞｶﾒﾑｼ 9 9 8 8 17
164 ｶﾒﾑｼ ﾅｶﾞｶﾒﾑｼ ﾐﾅﾐﾎｿﾅｶﾞｶﾒﾑｼ 1 1 1
165 ｶﾒﾑｼ ﾅｶﾞｶﾒﾑｼ ｲﾁｺﾞﾁﾋﾞﾅｶﾞｶﾒﾑｼ 16 1 17 222 7 229 3 16 1 20 266
ｶﾒﾑｼ ﾅｶﾞｶﾒﾑｼ ﾅｶﾞｶﾒﾑｼ科の一種 2 10 12 2 3 5 1 5 6 23

166 ｶﾒﾑｼ ﾎｼｶﾒﾑｼ ｸﾛﾎｼｶﾒﾑｼ 1 1 1 1 2
167 ｶﾒﾑｼ ｵｵﾎｼｶﾒﾑｼ ﾋﾒﾎｼｶﾒﾑｼ 1 1 1
168 ｶﾒﾑｼ ﾎｿﾍﾘｶﾒﾑｼ ﾎｿﾍﾘｶﾒﾑｼ 4 4 6 6 2 2 12
169 ｶﾒﾑｼ ﾍﾘｶﾒﾑｼ ﾎｵｽﾞｷｶﾒﾑｼ 1 1 1 1 2
170 ｶﾒﾑｼ ﾍﾘｶﾒﾑｼ ﾎｿﾊﾘｶﾒﾑｼ 2 2 2 13 15 3 3 20
ｶﾒﾑｼ ﾍﾘｶﾒﾑｼ ﾍﾘｶﾒﾑｼ科の一種 1 1 1

171 ｶﾒﾑｼ ﾋﾒﾍﾘｶﾒﾑｼ ｱｶﾋﾒﾍﾘｶﾒﾑｼ 1 1 1
172 ｶﾒﾑｼ ﾋﾒﾍﾘｶﾒﾑｼ ｹﾌﾞｶﾋﾒﾍﾘｶﾒﾑｼ 1 1 1
173 ｶﾒﾑｼ ﾋﾒﾍﾘｶﾒﾑｼ ﾌﾞﾁﾋｹﾞﾍﾘｶﾒﾑｼ 1 1 1
174 ｶﾒﾑｼ ﾂﾁｶﾒﾑｼ ﾏﾙﾂﾁｶﾒﾑｼ 1 1 1 1 2
175 ｶﾒﾑｼ ﾂﾁｶﾒﾑｼ ﾋﾒﾂﾔﾂﾁｶﾒﾑｼ 1 1 1 1 2
176 ｶﾒﾑｼ ﾂﾁｶﾒﾑｼ ﾋﾒﾂﾁｶﾒﾑｼ 6 6 48 48 54
177 ｶﾒﾑｼ ﾂﾁｶﾒﾑｼ ﾂﾁｶﾒﾑｼ 8 8 2 1 3 11
178 ｶﾒﾑｼ ｶﾒﾑｼ ｵｵｸﾛｶﾒﾑｼ 1 1 1

　　　　　　　　　注　 F：ﾌﾗｲﾄｲﾝﾀｰｾﾌﾟﾄﾄﾗｯﾌﾟ
　　　　　　　　　　　　L ：ﾗｲﾄﾄﾗｯﾌﾟ
　　　　　　　　　　　　P ：ｲｴﾛｰﾊﾟﾝﾄﾗｯﾌﾟ
　　　　　　　　　　　　S ：ｽｳｨｰﾋﾟﾝｸﾞ  3－7－76



業務名 ：H18都道 徳島東環状線徳・東吉野2～北沖洲4環境モニタリング調査(76)徳島環状線(橋梁)
調査名 ：昆虫相調査
調査日 ：平成18年 7月13日・14日、平成18年8月 7日・10日・11日、平成18年度10月16日～18日
単位 ：個体数

調査方法：イエローパントラップ、フライト・インターセプト・トラップ、ライトトラップ、スウィーピング

同定者 ：中島拓 　　総合科学（株）

F L P 計 F L P 計 F L P S 計

７月 8月 10月
合計種名No. 目和名 科和名

179 ｶﾒﾑｼ ｶﾒﾑｼ ｲﾈｸﾛｶﾒﾑｼ 15 4 19 10 10 2 1 3 32
180 ｶﾒﾑｼ ｶﾒﾑｼ ｲｼﾊﾗｶﾒﾑｼ 2 2 2
181 ｶﾒﾑｼ ｶﾒﾑｼ ﾑﾗｻｷｼﾗﾎｼｶﾒﾑｼ 1 1 1
182 ｶﾒﾑｼ ｶﾒﾑｼ ｼﾗﾎｼｶﾒﾑｼ 1 9 1 11 4 4 15
183 ｶﾒﾑｼ ｶﾒﾑｼ ﾂﾔｱｵｶﾒﾑｼ 1 1 32 32 33
184 ｶﾒﾑｼ ｶﾒﾑｼ ﾌﾀﾃﾝｶﾒﾑｼ 2 2 3 3 5
185 ｶﾒﾑｼ ｶﾒﾑｼ Menidaの一種 1 1 1
186 ｶﾒﾑｼ ｶﾒﾑｼ ｱｵｸｻｶﾒﾑｼ 1 1 1
187 ｶﾒﾑｼ ｶﾒﾑｼ ﾁｬﾊﾞﾈｱｵｶﾒﾑｼ 5 5 2 2 7
188 ｶﾒﾑｼ ｶﾒﾑｼ ｼﾛﾍﾘｸﾁﾌﾞﾄｶﾒﾑｼ 1 1 1
ｶﾒﾑｼ ｶﾒﾑｼ ｶﾒﾑｼ科の一種 1 1 2 2 3

189 ｱﾐﾒｶｹﾞﾛｳ ｸｻｶｹﾞﾛｳ ｷﾝﾄｷｸｻｶｹﾞﾛｳ 1 1 1
190 ｱﾐﾒｶｹﾞﾛｳ ｸｻｶｹﾞﾛｳ ﾆｯﾎﾟﾝｸｻｶｹﾞﾛｳ 9 9 9
191 ｱﾐﾒｶｹﾞﾛｳ ｸｻｶｹﾞﾛｳ ﾏﾎﾞﾛｼｸｻｶｹﾞﾛｳ 1 1 1
192 ｺｳﾁｭｳ ﾊﾝﾐｮｳ ｴﾘｻﾞﾊﾝﾐｮｳ 3 3 3
193 ｺｳﾁｭｳ ﾊﾝﾐｮｳ ﾙｲｽﾊﾝﾐｮｳ 2 2 2
194 ｺｳﾁｭｳ ｵｻﾑｼ ｸﾘｲﾛｺﾐｽﾞｷﾞﾜｺﾞﾐﾑｼ 1 1 1
195 ｺｳﾁｭｳ ｵｻﾑｼ ｳｽﾓﾝｺﾐｽﾞｷﾞﾜｺﾞﾐﾑｼ 1 1 2 1 1 3
196 ｺｳﾁｭｳ ｵｻﾑｼ ﾖﾂﾓﾝｺﾐｽﾞｷﾞﾜｺﾞﾐﾑｼ 1 1 4 6 6 6 12
197 ｺｳﾁｭｳ ｵｻﾑｼ ﾋﾒﾂﾔﾋﾗﾀｺﾞﾐﾑｼ 1 1 1
198 ｺｳﾁｭｳ ｵｻﾑｼ ﾋﾒﾂﾔﾏﾙｶﾞﾀｺﾞﾐﾑｼ 1 1 1
ｺｳﾁｭｳ ｵｻﾑｼ Amaraの一種 1 1 1

199 ｺｳﾁｭｳ ｵｻﾑｼ ｺﾞﾐﾑｼ 1 1 1
200 ｺｳﾁｭｳ ｵｻﾑｼ ﾋﾒｺﾞﾐﾑｼ 1 1 1
201 ｺｳﾁｭｳ ｵｻﾑｼ ﾄｹﾞｱｼｺﾞﾓｸﾑｼ 2 2 2
202 ｺｳﾁｭｳ ｵｻﾑｼ ﾂﾔｱｵｺﾞﾓｸﾑｼ 1 1 1
203 ｺｳﾁｭｳ ｵｻﾑｼ ｵｵｽﾞｹｺﾞﾓｸﾑｼ 1 1 1
204 ｺｳﾁｭｳ ｵｻﾑｼ ｹｳｽｺﾞﾓｸﾑｼ 2 2 2
205 ｺｳﾁｭｳ ｵｻﾑｼ ﾋﾒｹｺﾞﾓｸﾑｼ 2 2 2
206 ｺｳﾁｭｳ ｵｻﾑｼ ｳｽｱｶｸﾛｺﾞﾓｸﾑｼ 2 2 2
207 ｺｳﾁｭｳ ｵｻﾑｼ ｷｲﾛﾁﾋﾞｺﾞﾓｸﾑｼ 1 1 3 3 4
208 ｺｳﾁｭｳ ｵｻﾑｼ ｷﾍﾞﾘｺﾞﾓｸﾑｼ 1 1 1
209 ｺｳﾁｭｳ ｵｻﾑｼ ｵｵｽﾞﾋﾒｺﾞﾓｸﾑｼ 1 1 1
210 ｺｳﾁｭｳ ｵｻﾑｼ ｺｸﾛﾋﾒｺﾞﾓｸﾑｼ 1 1 1
211 ｺｳﾁｭｳ ｵｻﾑｼ ﾐﾄﾞﾘﾏﾒｺﾞﾓｸﾑｼ 5 5 5
212 ｺｳﾁｭｳ ｵｻﾑｼ ﾏﾒｺﾞﾓｸﾑｼ 1 1 2 2 3
213 ｺｳﾁｭｳ ｵｻﾑｼ ｱﾄﾎﾞｼｱｵｺﾞﾐﾑｼ 3 3 3
214 ｺｳﾁｭｳ ｵｻﾑｼ ﾑﾅﾋﾞﾛｱﾄﾎﾞｼｱｵｺﾞﾐﾑｼ 1 1 1
215 ｺｳﾁｭｳ ｵｻﾑｼ ﾌﾀﾓﾝｸﾋﾞﾅｶﾞｺﾞﾐﾑｼ 2 2 2
216 ｺｳﾁｭｳ ｵｻﾑｼ ﾁｬﾊﾞﾈｸﾋﾞﾅｶﾞｺﾞﾐﾑｼ 1 1 1
217 ｺｳﾁｭｳ ｵｻﾑｼ ｱｵﾍﾘﾎｿｺﾞﾐﾑｼ 2 2 2
218 ｺｳﾁｭｳ ｹﾞﾝｺﾞﾛｳ ﾁﾋﾞｹﾞﾝｺﾞﾛｳ 3 3 3
219 ｺｳﾁｭｳ ｹﾞﾝｺﾞﾛｳ ﾁｬｲﾛﾁﾋﾞｹﾞﾝｺﾞﾛｳ 1 1 1
220 ｺｳﾁｭｳ ｶﾞﾑｼ Cercyonの一種 3 1 4 2 2 6
221 ｺｳﾁｭｳ ｶﾞﾑｼ ｷｲﾛﾋﾗﾀｶﾞﾑｼ 13 13 1 1 2 2 16
222 ｺｳﾁｭｳ ｶﾞﾑｼ ｺｶﾞﾑｼ 1 1 1
223 ｺｳﾁｭｳ ｶﾞﾑｼ ｺｶﾞﾀｶﾞﾑｼ 1 1 1
224 ｺｳﾁｭｳ ｶﾞﾑｼ ﾋﾒｶﾞﾑｼ 1 1 1 1 2
225 ｺｳﾁｭｳ ｴﾝﾏﾑｼ ﾁｭｳｼﾞｮｳﾁﾋﾞｴﾝﾏﾑｼ 1 1 1
226 ｺｳﾁｭｳ ﾊﾈｶｸｼ ﾁﾋﾞﾊﾊﾞﾋﾞﾛﾊﾈｶｸｼ 1 1 1
227 ｺｳﾁｭｳ ﾊﾈｶｸｼ ｵｵﾂﾉﾊﾈｶｸｼ 2 2 2
ｺｳﾁｭｳ ﾊﾈｶｸｼ Blediusの一種 5186 5186 2 1766 1768 12 12 6966

228 ｺｳﾁｭｳ ﾊﾈｶｸｼ Carpelimusの一種 3 3 6 52 58 61
229 ｺｳﾁｭｳ ﾊﾈｶｸｼ ﾔﾏﾄﾆｾﾕﾐｾﾐｿﾞﾊﾈｶｸｼ 1 1 1
230 ｺｳﾁｭｳ ﾊﾈｶｸｼ ﾎｿﾌﾀﾎｼﾒﾀﾞｶﾊﾈｶｸｼ 2 2 2
231 ｺｳﾁｭｳ ﾊﾈｶｸｼ ｸﾛﾆｾﾄｶﾞﾘﾊﾈｶｸｼ 2 2 2
232 ｺｳﾁｭｳ ﾊﾈｶｸｼ Lathrobiumの一種 3 3 3
233 ｺｳﾁｭｳ ﾊﾈｶｸｼ ｸﾛｽﾞﾄｶﾞﾘﾊﾈｶｸｼ 1 17 1 19 14 38 1 53 72
234 ｺｳﾁｭｳ ﾊﾈｶｸｼ ﾂﾏｱｶﾅｶﾞｴﾊﾈｶｸｼ 3 3 6 6 9
235 ｺｳﾁｭｳ ﾊﾈｶｸｼ ｱｵﾊﾞｱﾘｶﾞﾀﾊﾈｶｸｼ 27 6 33 21 1 22 8 8 63
236 ｺｳﾁｭｳ ﾊﾈｶｸｼ ｷﾊﾞﾈｸﾋﾞﾎﾞｿﾊﾈｶｸｼ 1 1 1
237 ｺｳﾁｭｳ ﾊﾈｶｸｼ ｸﾋﾞﾎﾞｿﾊﾈｶｸｼ 19 6 25 25
ｺｳﾁｭｳ ﾊﾈｶｸｼ Rugilusの一種 12 12 12

238 ｺｳﾁｭｳ ﾊﾈｶｸｼ ｵｵｷﾊﾞﾈﾅｶﾞﾊﾈｶｸｼ 2 2 2
239 ｺｳﾁｭｳ ﾊﾈｶｸｼ ｼｬｰﾌﾟﾎｿｺｶﾞｼﾗﾊﾈｶｸｼ 1 1 1
ｺｳﾁｭｳ ﾊﾈｶｸｼ Gabriusの一種 12 12 1 1 13

240 ｺｳﾁｭｳ ﾊﾈｶｸｼ Philonthusの一種 2 16 18 130 130 148
241 ｺｳﾁｭｳ ﾊﾈｶｸｼ ｳﾐﾍﾞｱｶﾊﾞﾊﾈｶｸｼ 4 1 5 1 2 1 4 9
242 ｺｳﾁｭｳ ﾊﾈｶｸｼ Sepedophilusの一種 10 10 10
ｺｳﾁｭｳ ﾊﾈｶｸｼ ﾊﾈｶｸｼ科の一種 16 29 12 57 12 107 18 137 60 2 62 256

243 ｺｳﾁｭｳ ｱﾘﾂﾞｶﾑｼ ｱﾘﾂﾞｶﾑｼ科の一種 1 1 1
244 ｺｳﾁｭｳ ﾃﾞｵｷﾉｺﾑｼ ｱｶｹｼﾃﾞｵｷﾉｺﾑｼ 1 1 1
245 ｺｳﾁｭｳ ﾏﾙﾊﾅﾉﾐ ﾎｿﾁﾋﾞﾏﾙﾊﾅﾉﾐ 1 1 1
246 ｺｳﾁｭｳ ﾏﾙﾊﾅﾉﾐ ﾄﾋﾞｲﾛﾏﾙﾊﾅﾉﾐ 1 1 1

　　　　　　　　　注　 F：ﾌﾗｲﾄｲﾝﾀｰｾﾌﾟﾄﾄﾗｯﾌﾟ
　　　　　　　　　　　　L ：ﾗｲﾄﾄﾗｯﾌﾟ
　　　　　　　　　　　　P ：ｲｴﾛｰﾊﾟﾝﾄﾗｯﾌﾟ
　　　　　　　　　　　　S ：ｽｳｨｰﾋﾟﾝｸﾞ  3－7－77
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247 ｺｳﾁｭｳ ｺｶﾞﾈﾑｼ ｸﾛﾂﾔﾏｸﾞｿｺｶﾞﾈ 2 2 2
248 ｺｳﾁｭｳ ｺｶﾞﾈﾑｼ ｾﾏﾙｹｼﾏｸﾞｿｺｶﾞﾈ 3 3 1 1 4
249 ｺｳﾁｭｳ ｺｶﾞﾈﾑｼ ﾔﾏﾄｹｼﾏｸﾞｿｺｶﾞﾈ 1 1 1 1 2
250 ｺｳﾁｭｳ ｺｶﾞﾈﾑｼ ｵｵｸﾛｺｶﾞﾈ 4 4 4
251 ｺｳﾁｭｳ ｺｶﾞﾈﾑｼ ｵｵｺﾌｷｺｶﾞﾈ 1 1 1
252 ｺｳﾁｭｳ ｺｶﾞﾈﾑｼ ｼﾛｽｼﾞｺｶﾞﾈ 2 2 1 1 3
253 ｺｳﾁｭｳ ｺｶﾞﾈﾑｼ ｱｶﾋﾞﾛｳﾄﾞｺｶﾞﾈ 4 4 3 3 2 2 9
254 ｺｳﾁｭｳ ｺｶﾞﾈﾑｼ ﾋﾞﾛｳﾄﾞｺｶﾞﾈ 1 1 1
255 ｺｳﾁｭｳ ｺｶﾞﾈﾑｼ ｱｵﾄﾞｳｶﾞﾈ 39 39 23 23 2 2 64
256 ｺｳﾁｭｳ ｺｶﾞﾈﾑｼ ﾄﾞｳｶﾞﾈﾌﾞｲﾌﾞｲ 4 4 2 2 6
257 ｺｳﾁｭｳ ｺｶﾞﾈﾑｼ ｻｸﾗｺｶﾞﾈ 4 4 4
258 ｺｳﾁｭｳ ｺｶﾞﾈﾑｼ ﾋﾒｻｸﾗｺｶﾞﾈ 191 191 19 19 210
259 ｺｳﾁｭｳ ｺｶﾞﾈﾑｼ ﾔﾏﾄｱｵﾄﾞｳｶﾞﾈ 2 2 2
260 ｺｳﾁｭｳ ｺｶﾞﾈﾑｼ ﾂﾔｺｶﾞﾈ 1 1 1
261 ｺｳﾁｭｳ ｺｶﾞﾈﾑｼ ｵｵｻｶｽｼﾞｺｶﾞﾈ 3 3 3
262 ｺｳﾁｭｳ ｺｶﾞﾈﾑｼ ﾋﾒｺｶﾞﾈ 58 2 60 45 45 105
263 ｺｳﾁｭｳ ｺｶﾞﾈﾑｼ ｾﾏﾀﾞﾗｺｶﾞﾈ 2 2 2
264 ｺｳﾁｭｳ ｺｶﾞﾈﾑｼ ｺｶﾞﾈﾑｼ 1 1 1
265 ｺｳﾁｭｳ ｺｶﾞﾈﾑｼ ｱｵｳｽﾁｬｺｶﾞﾈ 2 2 2
266 ｺｳﾁｭｳ ﾋﾒﾄﾞﾛﾑｼ ｷｽｼﾞﾐｿﾞﾄﾞﾛﾑｼ 2 2 2
267 ｺｳﾁｭｳ ﾅｶﾞﾄﾞﾛﾑｼ ﾀﾃｽｼﾞﾅｶﾞﾄﾞﾛﾑｼ 10 10 10
268 ｺｳﾁｭｳ ﾅｶﾞﾄﾞﾛﾑｼ ﾀﾏｶﾞﾜﾅｶﾞﾄﾞﾛﾑｼ 1 1 1
269 ｺｳﾁｭｳ ﾀﾏﾑｼ Nalandaの一種 1 1 1
270 ｺｳﾁｭｳ ｺﾒﾂｷﾑｼ ﾏﾀﾞﾗﾁﾋﾞｺﾒﾂｷ 1 1 5 7 4 3 7 14
271 ｺｳﾁｭｳ ｺﾒﾂｷﾑｼ ｻﾋﾞｷｺﾘ 1 1 1
272 ｺｳﾁｭｳ ｺﾒﾂｷﾑｼ ｽﾅｻﾋﾞｷｺﾘ 3 2 31 36 1 29 24 54 90
273 ｺｳﾁｭｳ ｺﾒﾂｷﾑｼ ﾋﾒｷﾏﾀﾞﾗｺﾒﾂｷ 1 1 1
274 ｺｳﾁｭｳ ｺﾒﾂｷﾑｼ ﾁｬｲﾛｺﾒﾂｷ 1 1 1
275 ｺｳﾁｭｳ ｺﾒﾂｷﾑｼ ｸｼｺﾒﾂｷ 2 2 2
ｺｳﾁｭｳ ｺﾒﾂｷﾑｼ ｺﾒﾂｷﾑｼ科の一種 2 5 7 1 1 3 1 4 12

276 ｺｳﾁｭｳ ｶﾂｵﾌﾞｼﾑｼ ｸﾛﾏﾀﾞﾗｶﾂｵﾌﾞｼﾑｼ 2 2 2
ｺｳﾁｭｳ ｶﾂｵﾌﾞｼﾑｼ ｶﾂｵﾌﾞｼﾑｼ科の一種 2 2 2

277 ｺｳﾁｭｳ ｼﾊﾞﾝﾑｼ ｼﾊﾞﾝﾑｼ科の一種 1 1 2 2
278 ｺｳﾁｭｳ ｼﾞｮｳｶｲﾓﾄﾞｷ ｸﾛｷｵﾋﾞｼﾞｮｳｶｲﾓﾄﾞｷ 4 2 3 9 3 2 4 9 18
279 ｺｳﾁｭｳ ｹｼｷｽｲ ﾏﾒﾋﾗﾀｹｼｷｽｲ 2 2 2
280 ｺｳﾁｭｳ ｹｼｷｽｲ ﾓﾝﾁﾋﾞﾋﾗﾀｹｼｷｽｲ 2 2 2
281 ｺｳﾁｭｳ ｹｼｷｽｲ ｷﾎﾞｼﾋﾗﾀｹｼｷｽｲ 4 4 4
282 ｺｳﾁｭｳ ｹｼｷｽｲ ｷﾑﾈﾁﾋﾞｹｼｷｽｲ 1 1 1
283 ｺｳﾁｭｳ ﾋﾒﾊﾅﾑｼ ﾖｺｽｼﾞﾁﾋﾞﾋﾒﾊﾅﾑｼ 1 1 1
284 ｺｳﾁｭｳ ﾋﾒﾊﾅﾑｼ ｱｶﾎﾞｼﾁﾋﾞﾋﾒﾊﾅﾑｼ 1 2 3 5 5 8
285 ｺｳﾁｭｳ ﾋﾗﾀﾑｼ ｶﾄﾞﾑﾈﾁﾋﾞﾋﾗﾀﾑｼ 2 2 2
286 ｺｳﾁｭｳ ﾎｿﾋﾗﾀﾑｼ ﾎｿﾑﾈﾎｿﾋﾗﾀﾑｼ 2 2 2
287 ｺｳﾁｭｳ ﾎｿﾋﾗﾀﾑｼ ﾋﾒﾌﾀﾄｹﾞﾎｿﾋﾗﾀﾑｼ 1 1 1
288 ｺｳﾁｭｳ ﾎｿﾋﾗﾀﾑｼ ﾐﾂﾓﾝｾﾏﾙﾋﾗﾀﾑｼ 6 21 3 30 7 7 1 1 38
289 ｺｳﾁｭｳ ｷｽｲﾑｼ ｷｲﾛｾﾏﾙｷｽｲ 2 2 8 8 10
290 ｺｳﾁｭｳ ｷｽｲﾑｼ ﾏﾙｶﾞﾀｷｽｲ 14 3 13 30 1 2 3 33
ｺｳﾁｭｳ ｷｽｲﾑｼ ｷｽｲﾑｼ科の一種 2 2 2

291 ｺｳﾁｭｳ ｺﾒﾂｷﾓﾄﾞｷ ｹﾅｶﾞﾏﾙｷｽｲ 1 1 1
292 ｺｳﾁｭｳ ﾃﾝﾄｳﾑｼﾀﾞﾏｼ ﾖﾂﾎﾞｼﾃﾝﾄｳﾀﾞﾏｼ 1 1 1 1 2 2 4
293 ｺｳﾁｭｳ ﾃﾝﾄｳﾑｼ ｾｽｼﾞﾋﾒﾃﾝﾄｳ 1 2 3 3
294 ｺｳﾁｭｳ ﾃﾝﾄｳﾑｼ ﾊﾞﾊﾞﾋﾒﾃﾝﾄｳ 1 1 1
295 ｺｳﾁｭｳ ﾃﾝﾄｳﾑｼ ﾂﾏｱｶﾋﾒﾃﾝﾄｳ 2 2 2
296 ｺｳﾁｭｳ ﾃﾝﾄｳﾑｼ ｶﾊﾞｲﾛﾋﾒﾃﾝﾄｳ 2 2 2
297 ｺｳﾁｭｳ ﾃﾝﾄｳﾑｼ ｸﾛﾍﾘﾋﾒﾃﾝﾄｳ 1 1 1
298 ｺｳﾁｭｳ ﾃﾝﾄｳﾑｼ ｸﾛﾋﾒﾃﾝﾄｳ 1 1 1
299 ｺｳﾁｭｳ ﾃﾝﾄｳﾑｼ ｶﾜﾑﾗﾋﾒﾃﾝﾄｳ 16 16 1 4 5 21
300 ｺｳﾁｭｳ ﾃﾝﾄｳﾑｼ ｺｸﾛﾋﾒﾃﾝﾄｳ 7 7 1 1 8
301 ｺｳﾁｭｳ ﾃﾝﾄｳﾑｼ ﾔﾏﾄﾋﾒﾃﾝﾄｳ 39 39 97 97 16 16 152
302 ｺｳﾁｭｳ ﾃﾝﾄｳﾑｼ ｸﾛﾃﾝﾄｳ 2 2 2
303 ｺｳﾁｭｳ ﾃﾝﾄｳﾑｼ ﾅﾅﾎｼﾃﾝﾄｳ 2 2 4 4
304 ｺｳﾁｭｳ ﾃﾝﾄｳﾑｼ ﾏｸｶﾞﾀﾃﾝﾄｳ 1 1 2 2
305 ｺｳﾁｭｳ ﾃﾝﾄｳﾑｼ ﾅﾐﾃﾝﾄｳ 2 2 2
ｺｳﾁｭｳ ﾃﾝﾄｳﾑｼ Harmoniaの一種 1 1 1

306 ｺｳﾁｭｳ ﾃﾝﾄｳﾑｼ ｼﾞｭｳｻﾝﾎｼﾃﾝﾄｳ 1 1 2 2 3
307 ｺｳﾁｭｳ ﾃﾝﾄｳﾑｼ ﾋﾒｶﾒﾉｺﾃﾝﾄｳ 78 78 2 2 80
308 ｺｳﾁｭｳ ﾋﾒﾏｷﾑｼ ｳｽﾁｬｹｼﾏｷﾑｼ 1 1 1 1 1 3 4
309 ｺｳﾁｭｳ ﾋﾒﾏｷﾑｼ ﾔﾏﾄｹｼﾏｷﾑｼ 1 1 1
ｺｳﾁｭｳ ﾋﾒﾏｷﾑｼ ﾋﾒﾏｷﾑｼ科の一種 1 1 1

310 ｺｳﾁｭｳ ﾊﾅﾉﾐ ﾁｬｲﾛﾋﾒﾊﾅﾉﾐ 5 5 5
ｺｳﾁｭｳ ﾊﾅﾉﾐ Glipostenodaの一種 1 1 1

311 ｺｳﾁｭｳ ｶﾐｷﾘﾓﾄﾞｷ ｽﾞｸﾞﾛｶﾐｷﾘﾓﾄﾞｷ 1 1 2 2 3
312 ｺｳﾁｭｳ ｶﾐｷﾘﾓﾄﾞｷ ﾊｲｲﾛｶﾐｷﾘﾓﾄﾞｷ 1 1 18 18 19
313 ｺｳﾁｭｳ ｶﾐｷﾘﾓﾄﾞｷ ﾂﾏｸﾞﾛｶﾐｷﾘﾓﾄﾞｷ 1 1 1
314 ｺｳﾁｭｳ ｶﾐｷﾘﾓﾄﾞｷ Xanthochroaの一種 28 28 28

　　　　　　　　　注　 F：ﾌﾗｲﾄｲﾝﾀｰｾﾌﾟﾄﾄﾗｯﾌﾟ
　　　　　　　　　　　　L ：ﾗｲﾄﾄﾗｯﾌﾟ
　　　　　　　　　　　　P ：ｲｴﾛｰﾊﾟﾝﾄﾗｯﾌﾟ
　　　　　　　　　　　　S ：ｽｳｨｰﾋﾟﾝｸﾞ  3－7－78
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315 ｺｳﾁｭｳ ｱﾘﾓﾄﾞｷ ｹｵﾋﾞｱﾘﾓﾄﾞｷ 3 3 3
316 ｺｳﾁｭｳ ｱﾘﾓﾄﾞｷ ｸﾛﾎｿｱﾘﾓﾄﾞｷ 3 2 5 1 5 1 7 12
317 ｺｳﾁｭｳ ｱﾘﾓﾄﾞｷ ﾋｹﾞﾌﾞﾄﾎｿｱﾘﾓﾄﾞｷ 1 1 1
318 ｺｳﾁｭｳ ｱﾘﾓﾄﾞｷ ﾂﾉﾎﾞｿｲｯｶｸ 1 110 111 1 121 122 2 31 33 266
319 ｺｳﾁｭｳ ｱﾘﾓﾄﾞｷ ﾎｿｱｼｲｯｶｸ 2 225 227 6 25 31 258
320 ｺｳﾁｭｳ ｱﾘﾓﾄﾞｷ ｸﾛｽｼﾞｲｯｶｸ 1 1 1
321 ｺｳﾁｭｳ ｱﾘﾓﾄﾞｷ ﾖﾂﾎﾞｼﾎｿｱﾘﾓﾄﾞｷ 1 1 8 10 10
322 ｺｳﾁｭｳ ｱﾘﾓﾄﾞｷ ﾑﾅｸﾞﾛﾎｿｱﾘﾓﾄﾞｷ 2 2 2
323 ｺｳﾁｭｳ ﾆｾｸﾋﾞﾎﾞｿﾑｼ ﾎｿﾆｾｸﾋﾞﾎﾞｿﾑｼ 1 1 2 2 3
324 ｺｳﾁｭｳ ﾆｾｸﾋﾞﾎﾞｿﾑｼ ｾｸﾞﾛﾆｾｸﾋﾞﾎﾞｿﾑｼ 1 1 1
325 ｺｳﾁｭｳ ｸﾁｷﾑｼ ﾄﾋﾞｲﾛｸﾁｷﾑｼ 1 1 1
326 ｺｳﾁｭｳ ｺﾞﾐﾑｼﾀﾞﾏｼ ﾔﾏﾄｽﾅｺﾞﾐﾑｼﾀﾞﾏｼ 1 1 2 2 2 4
327 ｺｳﾁｭｳ ｺﾞﾐﾑｼﾀﾞﾏｼ ｺｽﾅｺﾞﾐﾑｼﾀﾞﾏｼ 5 1 6 1 1 7
328 ｺｳﾁｭｳ ｺﾞﾐﾑｼﾀﾞﾏｼ ｶｸｽﾅｺﾞﾐﾑｼﾀﾞﾏｼ 1 1 2 2
329 ｺｳﾁｭｳ ｺﾞﾐﾑｼﾀﾞﾏｼ ﾊﾏﾋｮｳﾀﾝｺﾞﾐﾑｼﾀﾞﾏｼ 3 3 3
330 ｺｳﾁｭｳ ｺﾞﾐﾑｼﾀﾞﾏｼ ｸﾛｽﾞﾊﾏﾍﾞｺﾞﾐﾑｼﾀﾞﾏｼ 1 1 10 10 11
331 ｺｳﾁｭｳ ｺﾞﾐﾑｼﾀﾞﾏｼ ﾎｿﾊﾏﾍﾞｺﾞﾐﾑｼﾀﾞﾏｼ 1 1 1
332 ｺｳﾁｭｳ ｺﾞﾐﾑｼﾀﾞﾏｼ ﾓﾄﾖﾂｺﾌﾞｺﾞﾐﾑｼﾀﾞﾏｼ 3 3 3
333 ｺｳﾁｭｳ ｺﾞﾐﾑｼﾀﾞﾏｼ ﾔﾏﾄｴｸﾞﾘｺﾞﾐﾑｼﾀﾞﾏｼ 1 1 1
334 ｺｳﾁｭｳ ｺﾞﾐﾑｼﾀﾞﾏｼ ﾆｼﾞｺﾞﾐﾑｼﾀﾞﾏｼ 1 1 2 2 2 4
335 ｺｳﾁｭｳ ｺﾞﾐﾑｼﾀﾞﾏｼ ｽｼﾞｺｶﾞｼﾗｺﾞﾐﾑｼﾀﾞﾏｼ 2 1 3 3
ｺｳﾁｭｳ ｺﾞﾐﾑｼﾀﾞﾏｼ ｺﾞﾐﾑｼﾀﾞﾏｼ科の一種 1 1 2 2 3

336 ｺｳﾁｭｳ ﾊﾑｼ ｱｵﾊﾞﾈｻﾙﾊﾑｼ 7 7 2 2 9
337 ｺｳﾁｭｳ ﾊﾑｼ ﾋｻｺﾞﾄﾋﾞﾊﾑｼ 4 4 2 2 6
338 ｺｳﾁｭｳ ﾊﾑｼ ﾅﾄﾋﾞﾊﾑｼ 1 1 1
339 ｺｳﾁｭｳ ｿﾞｳﾑｼ ﾄﾋﾞｲﾛﾋｮｳﾀﾝｿﾞｳﾑｼ 1 1 1 1 2
ｺｳﾁｭｳ ｿﾞｳﾑｼ ｸﾁﾌﾞﾄｿﾞｳﾑｼ亜科の一種 3 3 3

340 ｺｳﾁｭｳ ｿﾞｳﾑｼ ｺﾌﾞﾅｼｸﾁﾌﾞﾄｻﾙｿﾞｳﾑｼ 1 1 1
341 ｺｳﾁｭｳ ｷｸｲﾑｼ ｻﾞｲﾉｷｸｲﾑｼ亜科の一種 1 1 1
342 ﾊﾁ ﾊﾊﾞﾁ Hemibelesesの一種 1 1 1
343 ﾊﾁ ﾊﾊﾞﾁ Pachyprotasisの一種 6 6 6
344 ﾊﾁ ｺﾏﾕﾊﾞﾁ ｺﾏﾕﾊﾞﾁ科の一種 5 5 4 14 3 17 1 21 2 14 3 15 34 69
345 ﾊﾁ ﾋﾒﾊﾞﾁ ﾋﾒﾊﾞﾁ科の一種 3 5 1 9 3 3 6 4 33 43 55
346 ﾊﾁ ｼﾘﾎﾞｿｸﾛﾊﾞﾁ ｼﾘﾎﾞｿｸﾛﾊﾞﾁ科の一種 2 2 4 4
347 ﾊﾁ ﾊｴﾔﾄﾞﾘｸﾛﾊﾞﾁ ﾊｴﾔﾄﾞﾘｸﾛﾊﾞﾁ科の一種 2 2 1 1 2 2 5
348 ﾊﾁ ﾀﾏｺﾞｸﾛﾊﾞﾁ ﾀﾏｺﾞｸﾛﾊﾞﾁ科の一種 9 18 27 15 20 35 20 23 4 47 109
349 ﾊﾁ ﾊﾗﾋﾞﾛｸﾛﾊﾞﾁ ﾊﾗﾋﾞﾛｸﾛﾊﾞﾁ科の一種 5 5 5
350 ﾊﾁ ﾋｹﾞﾅｶﾞｸﾛﾊﾞﾁ ﾋｹﾞﾅｶﾞｸﾛﾊﾞﾁ科の一種 3 25 28 7 13 20 6 1 7 55
351 ﾊﾁ ｵｵﾓﾝｸﾛﾊﾞﾁ ｵｵﾓﾝｸﾛﾊﾞﾁ科の一種 11 11 11
352 ﾊﾁ ｱｼﾌﾞﾄｺﾊﾞﾁ ｱｼﾌﾞﾄｺﾊﾞﾁ科の一種 1 1 1
353 ﾊﾁ ｶﾀﾋﾞﾛｺﾊﾞﾁ ｶﾀﾋﾞﾛｺﾊﾞﾁ科の一種 1 6 7 3 14 17 6 6 3 15 39
354 ﾊﾁ ｵﾅｶﾞｺﾊﾞﾁ ｵﾅｶﾞｺﾊﾞﾁ科の一種 1 1 2 2 3
355 ﾊﾁ ｺｶﾞﾈｺﾊﾞﾁ ｺｶﾞﾈｺﾊﾞﾁ科の一種 1 1 4 6 6
356 ﾊﾁ ﾄﾋﾞｺﾊﾞﾁ ﾄﾋﾞｺﾊﾞﾁ科の一種 4 9 13 1 4 5 66 23 41 130 148
357 ﾊﾁ ﾂﾔｺﾊﾞﾁ ﾂﾔｺﾊﾞﾁ科の一種 1 1 2 3 2 5 10 12
358 ﾊﾁ ﾉﾐｺﾊﾞﾁ ﾉﾐｺﾊﾞﾁ科の一種 1 1 1
359 ﾊﾁ ﾋﾒｺﾊﾞﾁ ﾋﾒｺﾊﾞﾁ科の一種 7 2 5 4 18 18
360 ﾊﾁ ﾑｶｼﾎｿﾊﾈｺﾊﾞﾁ ﾑｶｼﾎｿﾊﾈｺﾊﾞﾁ科の一種 1 1 2 2 3
361 ﾊﾁ ﾎｿﾊﾈｺﾊﾞﾁ ﾎｿﾊﾈｺﾊﾞﾁ科の一種 1 3 4 1 2 3 1 1 8
362 ﾊﾁ ﾂﾔﾔﾄﾞﾘﾀﾏﾊﾞﾁ ﾂﾔﾔﾄﾞﾘﾀﾏﾊﾞﾁ科の一種 2 2 2
363 ﾊﾁ ｱﾘｶﾞﾀﾊﾞﾁ ｱﾀﾐｱﾘｶﾞﾀﾊﾞﾁ 55 55 55
ﾊﾁ ｱﾘｶﾞﾀﾊﾞﾁ ｱﾘｶﾞﾀﾊﾞﾁ科の一種 1 1 8 79 87 4 7 1 12 100

364 ﾊﾁ ｱﾘﾊﾞﾁ ｱﾘﾊﾞﾁ科の一種 1 1 1
365 ﾊﾁ ｺﾂﾁﾊﾞﾁ Tiphiaの一種 11 11 11
366 ﾊﾁ ﾂﾁﾊﾞﾁ ｺﾓﾝﾂﾁﾊﾞﾁ 1 1 1 1 2
367 ﾊﾁ ﾂﾁﾊﾞﾁ ｵｵﾓﾝﾂﾁﾊﾞﾁ 2 2 4 2 1 3 7
368 ﾊﾁ ﾂﾁﾊﾞﾁ ﾋﾒﾊﾗﾅｶﾞﾂﾁﾊﾞﾁ 1 1 2 2 3
369 ﾊﾁ ﾂﾁﾊﾞﾁ ｵｵﾊﾗﾅｶﾞﾂﾁﾊﾞﾁ 2 2 3 3 5
370 ﾊﾁ ｱﾘ ｵｵﾊﾘｱﾘ 1 1 1
371 ﾊﾁ ｱﾘ ﾃﾗﾆｼｼﾘｱｹﾞｱﾘ 1 1 1
372 ﾊﾁ ｱﾘ ﾊﾘﾅｶﾞﾑﾈﾎﾞｿｱﾘ 1 1 1
373 ﾊﾁ ｱﾘ ｸﾛﾋﾒｱﾘ 1 1 3 3 4
374 ﾊﾁ ｱﾘ ﾋﾒｱﾘ 13 13 2 2 3 3 6 21
375 ﾊﾁ ｱﾘ ｱﾐﾒｱﾘ 1 1 1
376 ﾊﾁ ｱﾘ ﾄﾋﾞｲﾛｼﾜｱﾘ 151 151 72 72 55 1 56 279
377 ﾊﾁ ｱﾘ ｼﾍﾞﾘｱｶﾀｱﾘ 1 1 1
378 ﾊﾁ ｱﾘ ﾙﾘｱﾘ 1 4 5 2 2 4 1 12 13 22
379 ﾊﾁ ｱﾘ ｲﾄｳｵｵｱﾘ 1 1 1
380 ﾊﾁ ｱﾘ ﾅﾜﾖﾂﾎﾞｼｵｵｱﾘ 1 1 1
381 ﾊﾁ ｱﾘ ｳﾒﾏﾂｵｵｱﾘ 4 4 4
382 ﾊﾁ ｱﾘ ﾊﾔｼｸﾛﾔﾏｱﾘ 1 1 1
383 ﾊﾁ ｱﾘ ﾄﾋﾞｲﾛｹｱﾘ 1 104 105 105
384 ﾊﾁ ｱﾘ ｻｸﾗｱﾘ 7 7 1 1 8
ﾊﾁ ｱﾘ ｱﾘ科の一種 3 2360 4 2367 4 38 42 2 38 40 2449

　　　　　　　　　注　 F：ﾌﾗｲﾄｲﾝﾀｰｾﾌﾟﾄﾄﾗｯﾌﾟ
　　　　　　　　　　　　L ：ﾗｲﾄﾄﾗｯﾌﾟ
　　　　　　　　　　　　P ：ｲｴﾛｰﾊﾟﾝﾄﾗｯﾌﾟ
　　　　　　　　　　　　S ：ｽｳｨｰﾋﾟﾝｸﾞ  3－7－79



業務名 ：H18都道 徳島東環状線徳・東吉野2～北沖洲4環境モニタリング調査(76)徳島環状線(橋梁)
調査名 ：昆虫相調査
調査日 ：平成18年 7月13日・14日、平成18年8月 7日・10日・11日、平成18年度10月16日～18日
単位 ：個体数

調査方法：イエローパントラップ、フライト・インターセプト・トラップ、ライトトラップ、スウィーピング

同定者 ：中島拓 　　総合科学（株）

F L P 計 F L P 計 F L P S 計

７月 8月 10月
合計種名No. 目和名 科和名

385 ﾊﾁ ﾍﾞｯｺｳﾊﾞﾁ ｱｶｺﾞｼﾍﾞｯｺｳ 3 3 7 22 29 2 4 6 38
ﾊﾁ ﾍﾞｯｺｳﾊﾞﾁ Anopliusの一種 1 4 5 5
ﾊﾁ ﾍﾞｯｺｳﾊﾞﾁ ﾍﾞｯｺｳﾊﾞﾁ亜科の一種 10 5 15 4 4 19
ﾊﾁ ﾍﾞｯｺｳﾊﾞﾁ ﾍﾞｯｺｳﾊﾞﾁ科の一種 14 14 14

386 ﾊﾁ ﾄﾞﾛﾊﾞﾁ ﾐｶﾄﾞﾄﾞﾛﾊﾞﾁ本土亜種 1 1 1
387 ﾊﾁ ﾄﾞﾛﾊﾞﾁ ﾁﾋﾞﾄﾞﾛﾊﾞﾁ 2 2 2
388 ﾊﾁ ｽｽﾞﾒﾊﾞﾁ ﾌﾀﾓﾝｱｼﾅｶﾞﾊﾞﾁ 1 1 1
389 ﾊﾁ ｱﾅﾊﾞﾁ Psenの一種 2 2 2
390 ﾊﾁ ｱﾅﾊﾞﾁ Psenulusの一種 2 2 2
391 ﾊﾁ ｱﾅﾊﾞﾁ ｸﾛｹﾗﾄﾘ 1 1 1
392 ﾊﾁ ｱﾅﾊﾞﾁ Lirisの一種 1 1 1
ﾊﾁ ｱﾅﾊﾞﾁ ｹﾗﾄﾘﾊﾞﾁ亜科の一種 2 2 2

393 ﾊﾁ ｱﾅﾊﾞﾁ Crossocerusの一種 1 1 1 1 2
394 ﾊﾁ ｱﾅﾊﾞﾁ Ectemniusの一種 2 2 2
395 ﾊﾁ ｱﾅﾊﾞﾁ Rhopalumの一種 1 2 3 3
ﾊﾁ ｱﾅﾊﾞﾁ ｷﾞﾝｸﾞﾁﾊﾞﾁ亜科の一種 1 1 1

396 ﾊﾁ ｱﾅﾊﾞﾁ ﾔﾏﾄｽﾅﾊｷﾊﾞﾁ 3 3 3
397 ﾊﾁ ﾑｶｼﾊﾅﾊﾞﾁ Colletesの一種 39 39 1 1 2 1 1 42
398 ﾊﾁ ﾑｶｼﾊﾅﾊﾞﾁ Hylaeusの一種 9 30 39 3 21 24 2 38 6 46 109
399 ﾊﾁ ｺﾊﾅﾊﾞﾁ Halictusの一種 7 31 38 3 5 8 1 1 47
400 ﾊﾁ ｺﾊﾅﾊﾞﾁ Lasioglossumの一種 4 21 25 1 4 5 2 2 32
ﾊﾁ ｺﾊﾅﾊﾞﾁ ｺﾊﾅﾊﾞﾁ科の一種 1 1 1

401 ﾊﾁ ﾋﾒﾊﾅﾊﾞﾁ Andrenaの一種 4 4 4
402 ﾊﾁ ﾋﾒﾊﾅﾊﾞﾁ Panuriginusの一種 6 6 6
403 ﾊﾁ ﾐﾂﾊﾞﾁ ﾆﾎﾝﾐﾂﾊﾞﾁ 4 4 4
404 ﾊｴ ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ Nephrotomaの一種 2 2 2
405 ﾊｴ ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ Heliusの一種 2 2 2
406 ﾊｴ ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ Limoniaの一種 1 1 1
ﾊｴ ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ ﾋﾒｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ亜科の一種 4 4 37 37 12 12 53

407 ﾊｴ ﾁｮｳﾊﾞｴ ﾁｮｳﾊﾞｴ科の一種 1 1 3 4 1 8 9
408 ﾊｴ ｶ ｶ科の一種 4 4 14 14 6 1 7 25
409 ﾊｴ ﾌﾞﾕ ﾌﾞﾕ科の一種 2 2 1 1 2 4
410 ﾊｴ ﾇｶｶ ﾇｶｶ科の一種 1 13 3 17 1 10 11 1 196 2 15 214 242
411 ﾊｴ ﾕｽﾘｶ ﾕｽﾘｶ科の一種 9 48 60 117 2 12 14 28 5 60 26 34 125 270
412 ﾊｴ ｹﾊﾞｴ ｹﾊﾞｴ科の一種 2 2 2
413 ﾊｴ Pleciidae ﾋﾒｾｸﾞﾛｹﾊﾞｴ 1 1 1
414 ﾊｴ ﾀﾏﾊﾞｴ Lestremiaの一種 2 10 12 2 2 14
415 ﾊｴ ﾀﾏﾊﾞｴ Dasineuraの一種 33 3 158 194 5 11 16 8 10 10 2 30 240
416 ﾊｴ ｷﾉｺﾊﾞｴ ｷﾉｺﾊﾞｴ科の一種 2 14 1 17 17
417 ﾊｴ ｸﾛﾊﾞﾈｷﾉｺﾊﾞｴ ｸﾛﾊﾞﾈｷﾉｺﾊﾞｴ科の一種 15 25 133 173 8 9 5 22 3 4 7 202
418 ﾊｴ ｷｱﾌﾞ ｷｱﾌﾞ科の一種 3 3 3
419 ﾊｴ ｷｱﾌﾞﾓﾄﾞｷ ｷｱﾌﾞﾓﾄﾞｷ科の一種 1 1 2 8 1 11 12
420 ﾊｴ ﾐｽﾞｱﾌﾞ ﾐｽﾞｱﾌﾞ科の一種 2 2 2
421 ﾊｴ ﾂﾙｷﾞｱﾌﾞ ｼﾛﾂﾙｷﾞｱﾌﾞ 1 1 1
ﾊｴ ﾂﾙｷﾞｱﾌﾞ ﾂﾙｷﾞｱﾌﾞ科の一種 10 4 5 19 9 5 7 21 40

422 ﾊｴ ﾑｼﾋｷｱﾌﾞ ﾑｼﾋｷｱﾌﾞ科の一種 6 6 6
423 ﾊｴ ｵﾄﾞﾘﾊﾞｴ ｵﾄﾞﾘﾊﾞｴ科の一種 30 3 34 67 38 1 4 43 3 6 18 2 29 139
424 ﾊｴ ｱｼﾅｶﾞﾊﾞｴ ｱｼﾅｶﾞﾊﾞｴ科の一種 7 7 85 99 2 11 38 51 6 4 20 1 31 181
425 ﾊｴ ﾉﾐﾊﾞｴ ﾉﾐﾊﾞｴ科の一種 4 3 7 5 4 4 13 11 6 17 9 43 63
426 ﾊｴ ｱﾀﾏｱﾌﾞ ｱﾀﾏｱﾌﾞ科の一種 2 2 2
427 ﾊｴ ﾊﾅｱﾌﾞ ｵｵﾏﾒﾋﾗﾀｱﾌﾞ 1 1 1
428 ﾊｴ ﾊﾅｱﾌﾞ Sphaerophoriaの一種 1 1 2 7 9 10
429 ﾊｴ ﾊﾅｱﾌﾞ ｼﾏﾏﾒﾋﾗﾀｱﾌﾞ 2 2 2
430 ﾊｴ ﾊﾅｱﾌﾞ ﾀﾃｼﾞﾏｸﾛﾊﾅｱﾌﾞ 1 1 1 1 2
431 ﾊｴ ﾊﾅｱﾌﾞ ﾎｼﾒﾊﾅｱﾌﾞ 1 1 1
432 ﾊｴ ﾊﾅｱﾌﾞ ｱｼﾌﾞﾄﾊﾅｱﾌﾞ 1 1 1
433 ﾊｴ ﾔﾁﾊﾞｴ ﾋｹﾞﾅｶﾞﾔﾁﾊﾞｴ 5 5 1 1 6
434 ﾊｴ ｼﾏﾊﾞｴ Homoneuraの一種 3 1 4 12 12 34 2 36 52
435 ﾊｴ ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ科の一種 9 2 12 23 7 15 22 1 10 5 10 26 71
436 ﾊｴ ｷﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ ｷﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ科の一種 3 2 15 20 10 19 54 83 3 6 11 29 49 152
437 ﾊｴ ﾐｷﾞﾜﾊﾞｴ Scatella callosicosta 1 1 1
ﾊｴ ﾐｷﾞﾜﾊﾞｴ ﾐｷﾞﾜﾊﾞｴ科の一種 7 22 36 65 10 6 29 45 3 150 10 38 201 311

438 ﾊｴ ｼｮｳｼﾞｮｳﾊﾞｴ ｼｮｳｼﾞｮｳﾊﾞｴ科の一種 1 1 10 12 1 1 2 14
439 ﾊｴ ﾊﾔﾄﾋﾞﾊﾞｴ ﾊﾔﾄﾋﾞﾊﾞｴ科の一種 4 1 2 7 2 2 5 9 24 18 9 51 67
440 ﾊｴ ﾌﾝﾊﾞｴ ﾋﾒﾌﾝﾊﾞｴ 4 1 5 5
441 ﾊｴ ﾊﾅﾊﾞｴ ﾊﾅﾊﾞｴ科の一種 1 12 4 17 1 19 1 21 1 32 1 14 48 86
442 ﾊｴ ｲｴﾊﾞｴ ﾍﾘｸﾞﾛﾋﾒﾊﾅﾊﾞｴ 3 3 3
ﾊｴ ｲｴﾊﾞｴ ｲｴﾊﾞｴ科の一種 7 1 8 9 9 1 8 2 11 28

443 ﾊｴ ｸﾛﾊﾞｴ ﾂﾏｸﾞﾛｷﾝﾊﾞｴ 1 1 1 14 15 16
ﾊｴ ｸﾛﾊﾞｴ ｸﾛﾊﾞｴ科の一種 1 1 1 1 1 20 1 22 24

444 ﾊｴ ﾆｸﾊﾞｴ ﾆｸﾊﾞｴ科の一種 8 10 18 36 2 16 20 38 7 70 40 6 123 197
445 ﾊｴ ﾔﾄﾞﾘﾊﾞｴ ﾔﾄﾞﾘﾊﾞｴ科の一種 2 2 1 1 4 6 2 1 3 11
446 ﾄﾋﾞｹﾗ ｸﾀﾞﾄﾋﾞｹﾗ ｸﾀﾞﾄﾋﾞｹﾗ科の一種 6 6 6
447 ﾄﾋﾞｹﾗ ｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ ｵｵｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ 1 1 1 1 2

　　　　　　　　　注　 F：ﾌﾗｲﾄｲﾝﾀｰｾﾌﾟﾄﾄﾗｯﾌﾟ
　　　　　　　　　　　　L ：ﾗｲﾄﾄﾗｯﾌﾟ
　　　　　　　　　　　　P ：ｲｴﾛｰﾊﾟﾝﾄﾗｯﾌﾟ
　　　　　　　　　　　　S ：ｽｳｨｰﾋﾟﾝｸﾞ  3－7－80
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448 ﾁｮｳ ﾎﾞｸﾄｳｶﾞ ﾊｲｲﾛﾎﾞｸﾄｳ 7 7 7
449 ﾁｮｳ ﾊﾏｷｶﾞ ｳｽｱﾄｷﾊﾏｷ 3 3 3
450 ﾁｮｳ ﾊﾏｷｶﾞ ﾃﾝｸﾞﾊﾏｷ 28 28 28
451 ﾁｮｳ ﾊﾏｷｶﾞ ｾｸﾛﾓﾝｶｷﾞﾊﾞﾋﾒﾊﾏｷ 1 1 1
452 ﾁｮｳ ﾊﾏｷｶﾞ ﾖﾓｷﾞﾈﾑｼｶﾞ 1 1 1
453 ﾁｮｳ ﾊﾏｷｶﾞ ﾅｼﾋﾒｼﾝｸｲ 1 1 1
ﾁｮｳ ﾊﾏｷｶﾞ ﾋﾒﾊﾏｷｶﾞ亜科の一種 6 6 8 8 10 10 24
ﾁｮｳ ﾊﾏｷｶﾞ ﾊﾏｷｶﾞ科の一種 3 1 4 4

454 ﾁｮｳ ﾋﾛｽﾞｺｶﾞ ﾋﾒﾋﾛｽﾞｺｶﾞ亜科の一種 1 1 1
455 ﾁｮｳ ﾊﾓｸﾞﾘｶﾞ ﾋﾙｶﾞｵﾊﾓｸﾞﾘｶﾞ亜科の一種 1 1 1
456 ﾁｮｳ ﾊﾓｸﾞﾘｶﾞ ﾊﾓｸﾞﾘｶﾞ亜科の一種 2 2 2
ﾁｮｳ ﾊﾓｸﾞﾘｶﾞ ﾊﾓｸﾞﾘｶﾞ科の一種 1 1 1

457 ﾁｮｳ ﾎｿｶﾞ ﾎｿｶﾞ科の一種 1 1 1
458 ﾁｮｳ ｺﾊﾓｸﾞﾘｶﾞ ｺﾊﾓｸﾞﾘｶﾞ科の一種 2 2 2
459 ﾁｮｳ ｱﾄﾋｹﾞｺｶﾞ ｱﾄﾋｹﾞｺｶﾞ科の一種 6 6 6
460 ﾁｮｳ ｽｶﾞ ｺﾅｶﾞ 1 1 1 1 2
461 ﾁｮｳ ｽｶﾞ ﾆｾｽｶﾞ亜科の一種 2 2 2
ﾁｮｳ ｽｶﾞ ｽｶﾞ科の一種 1 1 1

462 ﾁｮｳ ﾏﾙﾊｷﾊﾞｶﾞ ﾏﾙﾊｷﾊﾞｶﾞ科の一種 1 1 1
463 ﾁｮｳ ﾆｾﾏｲｺｶﾞ ｷｲﾛﾏｲｺｶﾞ 1 1 1
464 ﾁｮｳ ｸｻﾓｸﾞﾘｶﾞ ｸｻﾓｸﾞﾘｶﾞ科の一種 1 1 1
465 ﾁｮｳ ﾂﾂﾐﾉｶﾞ ﾂﾂﾐﾉｶﾞ科の一種 2 2 2 2 4
466 ﾁｮｳ ｶｻﾞﾘﾊﾞｶﾞ ﾏﾀﾞﾗﾄｶﾞﾘﾎｿｶﾞ 5 5 1 1 6
ﾁｮｳ ｶｻﾞﾘﾊﾞｶﾞ Anatrachyntisの一種 7 7 7
ﾁｮｳ ｶｻﾞﾘﾊﾞｶﾞ ｶｻﾞﾘﾊﾞｶﾞ亜科の一種 3 3 3
ﾁｮｳ ｶｻﾞﾘﾊﾞｶﾞ ｶｻﾞﾘﾊﾞｶﾞ科の一種 2 2 2

467 ﾁｮｳ ｷﾊﾞｶﾞ ｷﾊﾞｶﾞ科の一種 8 8 9 9 10 10 27
468 ﾁｮｳ ｲﾗｶﾞ ﾃﾝｸﾞｲﾗｶﾞ 1 1 1
469 ﾁｮｳ ﾂﾄｶﾞ ﾋﾄｽｼﾞｵｵﾒｲｶﾞ 1 1 1
ﾁｮｳ ﾂﾄｶﾞ ｵｵﾒｲｶﾞ亜科の一種 2 2 2

470 ﾁｮｳ ﾂﾄｶﾞ ﾏｴｼﾞﾛﾂﾄｶﾞ 6 6 23 23 29
471 ﾁｮｳ ﾂﾄｶﾞ ﾌﾀｷｽｼﾞﾂﾄｶﾞ 8 8 2 2 10
472 ﾁｮｳ ﾂﾄｶﾞ ﾖｼﾂﾄｶﾞ 49 49 35 35 10 10 94
473 ﾁｮｳ ﾂﾄｶﾞ ﾃﾝｽｼﾞﾂﾄｶﾞ 1 1 1
474 ﾁｮｳ ﾂﾄｶﾞ ｼﾊﾞﾂﾄｶﾞ 6 6 2 2 8
475 ﾁｮｳ ﾂﾄｶﾞ ﾓﾝｳｽｸﾞﾛﾉﾒｲｶﾞ 1 1 1
ﾁｮｳ ﾂﾄｶﾞ Bradinaの一種 1 1 1

476 ﾁｮｳ ﾂﾄｶﾞ ｺﾌﾞﾉﾒｲｶﾞ 24 3 27 27
477 ﾁｮｳ ﾂﾄｶﾞ ﾜﾀﾍﾘｸﾛﾉﾒｲｶﾞ 1 1 1
478 ﾁｮｳ ﾂﾄｶﾞ ｷｱﾔﾋﾒﾉﾒｲｶﾞ 2 2 2
479 ﾁｮｳ ﾂﾄｶﾞ ｼﾛｱﾔﾋﾒﾉﾒｲｶﾞ 1 1 1
480 ﾁｮｳ ﾂﾄｶﾞ ｱﾔﾅﾐﾉﾒｲｶﾞ 1 1 1
481 ﾁｮｳ ﾂﾄｶﾞ ﾓﾝｷｸﾛﾉﾒｲｶﾞ 1 1 1
482 ﾁｮｳ ﾂﾄｶﾞ ｼﾛｵﾋﾞﾉﾒｲｶﾞ 4 4 16 4 20 24
483 ﾁｮｳ ﾂﾄｶﾞ ｳｽｵﾋﾞｷﾉﾒｲｶﾞ 1 1 1
484 ﾁｮｳ ﾂﾄｶﾞ ｻﾂﾏｷﾉﾒｲｶﾞ 1 1 1
485 ﾁｮｳ ﾂﾄｶﾞ ﾜﾓﾝﾉﾒｲｶﾞ 1 1 1
486 ﾁｮｳ ﾂﾄｶﾞ ﾕｳｸﾞﾓﾉﾒｲｶﾞ 3 3 3
487 ﾁｮｳ ﾂﾄｶﾞ ﾏｴｱｶｽｶｼﾉﾒｲｶﾞ 2 1 3 3
488 ﾁｮｳ ﾂﾄｶﾞ ｸﾛｽｼﾞﾉﾒｲｶﾞ 2 2 2
489 ﾁｮｳ ﾂﾄｶﾞ ｸﾛﾓﾝｷﾉﾒｲｶﾞ 2 2 2
ﾁｮｳ ﾂﾄｶﾞ ﾉﾒｲｶﾞ亜科の一種 2 2 1 1 3

490 ﾁｮｳ ﾂﾄｶﾞ ﾋﾒﾏﾀﾞﾗﾐｽﾞﾒｲｶﾞ 5 5 2 2 7
491 ﾁｮｳ ﾒｲｶﾞ ﾂﾂﾞﾘｶﾞ 1 1 1
492 ﾁｮｳ ﾒｲｶﾞ ｷｲﾛﾂﾂﾞﾘｶﾞ 1 1 1
ﾁｮｳ ﾒｲｶﾞ ﾂﾂﾞﾘｶﾞ亜科の一種 2 2 12 12 14

493 ﾁｮｳ ﾒｲｶﾞ ｷﾍﾞﾘﾄｶﾞﾘﾒｲｶﾞ 1 1 1
494 ﾁｮｳ ﾒｲｶﾞ ﾌﾀｽｼﾞｼﾏﾒｲｶﾞ 2 2 2
495 ﾁｮｳ ﾒｲｶﾞ Emmaloceraの一種 3 3 3
496 ﾁｮｳ ﾒｲｶﾞ ｱｶﾏﾀﾞﾗﾒｲｶﾞ 1 1 1 1 2
497 ﾁｮｳ ﾒｲｶﾞ ﾏｴｼﾞﾛﾎｿﾏﾀﾞﾗﾒｲｶﾞ 1 1 1
498 ﾁｮｳ ﾒｲｶﾞ ﾆｲｼﾏﾎｿﾒｲｶﾞ 1 1 1
499 ﾁｮｳ ﾒｲｶﾞ ﾄﾋﾞﾏﾀﾞﾗﾒｲｶﾞ 1 1 1
ﾁｮｳ ﾒｲｶﾞ ﾏﾀﾞﾗﾒｲｶﾞ亜科の一種 2 2 2 2 4

500 ﾁｮｳ ﾄﾘﾊﾞｶﾞ ｴｿﾞｷﾞｸﾄﾘﾊﾞ 2 2 2
501 ﾁｮｳ ﾄﾘﾊﾞｶﾞ ｶﾏﾄﾘﾊﾞｶﾞ亜科の一種 1 1 1 1 2 2 4
ﾁｮｳ ﾄﾘﾊﾞｶﾞ ﾄﾘﾊﾞｶﾞ科の一種 4 4 4

502 ﾁｮｳ ｾｾﾘﾁｮｳ ﾁｬﾊﾞﾈｾｾﾘ 1 1 1
503 ﾁｮｳ ｱｹﾞﾊﾁｮｳ ｷｱｹﾞﾊ 1 1 1
504 ﾁｮｳ ｼﾛﾁｮｳ ｷﾁｮｳ 1 1 1
505 ﾁｮｳ ｼﾛﾁｮｳ ﾓﾝｼﾛﾁｮｳ 1 1 1
506 ﾁｮｳ ｼｼﾞﾐﾁｮｳ ｳﾗﾅﾐｼｼﾞﾐ 1 1 1
507 ﾁｮｳ ｼｬｸｶﾞ ｺｳｽｱｵｼｬｸ 1 1 1
508 ﾁｮｳ ｼｬｸｶﾞ ﾏｴｷﾋﾒｼｬｸ 2 2 2

　　　　　　　　　注　 F：ﾌﾗｲﾄｲﾝﾀｰｾﾌﾟﾄﾄﾗｯﾌﾟ
　　　　　　　　　　　　L ：ﾗｲﾄﾄﾗｯﾌﾟ
　　　　　　　　　　　　P ：ｲｴﾛｰﾊﾟﾝﾄﾗｯﾌﾟ
　　　　　　　　　　　　S ：ｽｳｨｰﾋﾟﾝｸﾞ  3－7－81



業務名 ：H18都道 徳島東環状線徳・東吉野2～北沖洲4環境モニタリング調査(76)徳島環状線(橋梁)
調査名 ：昆虫相調査
調査日 ：平成18年 7月13日・14日、平成18年8月 7日・10日・11日、平成18年度10月16日～18日
単位 ：個体数

調査方法：イエローパントラップ、フライト・インターセプト・トラップ、ライトトラップ、スウィーピング

同定者 ：中島拓 　　総合科学（株）

F L P 計 F L P 計 F L P S 計

７月 8月 10月
合計種名No. 目和名 科和名

509 ﾁｮｳ ｼｬｸｶﾞ ﾅﾐｽｼﾞﾁﾋﾞﾋﾒｼｬｸ 2 2 12 12 6 1 7 21
510 ﾁｮｳ ｼｬｸｶﾞ Timandraの一種 1 1 1
511 ﾁｮｳ ｼｬｸｶﾞ ﾂﾏｸﾞﾛﾅﾐｼｬｸ 1 1 1
512 ﾁｮｳ ｽｽﾞﾒｶﾞ ｴﾋﾞｶﾞﾗｽｽﾞﾒ 1 1 3 3 2 2 6
513 ﾁｮｳ ｽｽﾞﾒｶﾞ ｸﾛﾎｳｼﾞｬｸ 8 8 8
514 ﾁｮｳ ｽｽﾞﾒｶﾞ ｺｽｽﾞﾒ 1 1 1 1 2
515 ﾁｮｳ ｽｽﾞﾒｶﾞ ｾｽｼﾞｽｽﾞﾒ 1 1 1
516 ﾁｮｳ ｼｬﾁﾎｺｶﾞ ﾋﾅｼｬﾁﾎｺ 2 2 2
517 ﾁｮｳ ﾄﾞｸｶﾞ ｺﾞﾏﾌﾘﾄﾞｸｶﾞ 2 2 2
518 ﾁｮｳ ﾋﾄﾘｶﾞ ﾎｼﾎｿﾊﾞ 7 7 3 3 10
ﾁｮｳ ﾋﾄﾘｶﾞ ｺｹｶ亜科の一種 1 1 1

519 ﾁｮｳ ﾋﾄﾘﾓｷﾄﾞｶﾞ ｲﾁｼﾞｸﾋﾄﾘﾓﾄﾞｷ 2 2 2
520 ﾁｮｳ ｺﾌﾞｶﾞ ｸﾛｽｼﾞｼﾛｺﾌﾞｶﾞ 10 10 10
521 ﾁｮｳ ﾔｶﾞ ｵｵﾊﾞｺﾔｶﾞ 20 1 21 21
522 ﾁｮｳ ﾔｶﾞ ｺｳｽﾁｬﾔｶﾞ 1 1 1
523 ﾁｮｳ ﾔｶﾞ ｸｻｼﾛｷﾖﾄｳ 16 16 16
524 ﾁｮｳ ﾔｶﾞ ﾏﾒﾁｬｲﾛｷﾖﾄｳ 14 14 14
525 ﾁｮｳ ﾔｶﾞ ｱﾄｼﾞﾛｷﾖﾄｳ 1 1 20 20 21
526 ﾁｮｳ ﾔｶﾞ ｽｼﾞｼﾛｷﾖﾄｳ 3 3 2 2 8 8 13
ﾁｮｳ ﾔｶﾞ Leucaniaの一種 1 1 46 1 47 48

527 ﾁｮｳ ﾔｶﾞ ﾅｶｽｼﾞｷﾖﾄｳ 5 5 1 1 6
528 ﾁｮｳ ﾔｶﾞ ｼﾛﾃﾝｳｽｸﾞﾛﾖﾄｳ 4 4 4
529 ﾁｮｳ ﾔｶﾞ ｺｳｽｲﾛﾖﾄｳ 1 1 1
530 ﾁｮｳ ﾔｶﾞ ﾋﾒｻﾋﾞｽｼﾞﾖﾄｳ 2 2 2
531 ﾁｮｳ ﾔｶﾞ ｱﾐﾒﾂﾏｷﾘﾖﾄｳ 1 1 1
532 ﾁｮｳ ﾔｶﾞ ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ 1 12 1 14 14
533 ﾁｮｳ ﾔｶﾞ ｼﾛﾅﾖﾄｳ 1 1 8 8 9
534 ﾁｮｳ ﾔｶﾞ ﾏﾀﾞﾗﾎｿｺﾔｶﾞ 1 1 1
535 ﾁｮｳ ﾔｶﾞ ﾋﾒﾈｼﾞﾛｺﾔｶﾞ 1 1 2 2 3
536 ﾁｮｳ ﾔｶﾞ ﾌﾀｵﾋﾞｺﾔｶﾞ 7 7 7
537 ﾁｮｳ ﾔｶﾞ ﾖﾓｷﾞｺﾔｶﾞ 1 1 1
538 ﾁｮｳ ﾔｶﾞ ﾐﾂﾓﾝｷﾝｳﾜﾊﾞ 1 1 1
539 ﾁｮｳ ﾔｶﾞ ｴｿﾞｷﾞｸｷﾝｳﾜﾊﾞ 1 1 1
540 ﾁｮｳ ﾔｶﾞ ｲﾗｸｻｷﾞﾝｳﾜﾊﾞ 1 1 1
541 ﾁｮｳ ﾔｶﾞ ﾌｸﾗｽｽﾞﾒ 4 4 4
542 ﾁｮｳ ﾔｶﾞ ｵｵﾄﾓｴ 1 1 1
543 ﾁｮｳ ﾔｶﾞ ｵｵｳﾝﾓﾝｸﾁﾊﾞ 1 1 1
544 ﾁｮｳ ﾔｶﾞ ﾅｶｼﾞﾛｼﾀﾊﾞ 1 1 8 8 9
545 ﾁｮｳ ﾔｶﾞ ｵｵｼﾛﾃﾝｸﾁﾊﾞ 1 1 1
546 ﾁｮｳ ﾔｶﾞ ﾑｰｱｷｼﾀｸﾁﾊﾞ 2 2 2
547 ﾁｮｳ ﾔｶﾞ ｱｶｴｸﾞﾘﾊﾞ 2 2 2
548 ﾁｮｳ ﾔｶﾞ ﾄﾋﾞﾓﾝｱﾂﾊﾞ 2 2 2
549 ﾁｮｳ ﾔｶﾞ ﾀｲﾜﾝｷｼﾀｱﾂﾊﾞ 1 1 1
550 ﾁｮｳ ﾔｶﾞ ｼﾗﾅﾐｱﾂﾊﾞ 1 1 1
551 ﾁｮｳ ﾔｶﾞ ｵｵｼﾗﾅﾐｱﾂﾊﾞ 3 3 4 4 2 2 9
552 ﾁｮｳ ﾔｶﾞ ｿﾄｳｽｸﾞﾛｱﾂﾊﾞ 2 2 2
ﾁｮｳ ﾔｶﾞ ﾔｶﾞ科の一種 5 5 2 2 7
15目 200科 種数 84 217 149 317 62 197 122 282 58 127 91 141 258 552

個体数 398 9231 2688 12317 264 3514 1607 5385 274 1942 655 814 3685 21387

　　　　　　　　　注　 F：ﾌﾗｲﾄｲﾝﾀｰｾﾌﾟﾄﾄﾗｯﾌﾟ
　　　　　　　　　　　　L ：ﾗｲﾄﾄﾗｯﾌﾟ
　　　　　　　　　　　　P ：ｲｴﾛｰﾊﾟﾝﾄﾗｯﾌﾟ
　　　　　　　　　　　　S ：ｽｳｨｰﾋﾟﾝｸﾞ  3－7－82



　　　　　　　群落別依存種根拠表

依存植生 その他 個体数 依存度 個体数依存度 個体数 依存度 個体数 依存度 個体数 依存度 個体数 依存度 個体数 依存度 個体数 依存度 個体数 依存度 個体数 依存度 個体数 依存度 個体数 依存度

1 クモ ヒメグモ ナナホシヒメグモ × 3 他
クモ ヒメグモ ヒメグモ科の一種 × 3 - 2 他 1 他
2 クモ サラグモ ノコギリヒザグモ × 4 他 1 他 1 他
3 クモ サラグモ ナニワナンキングモ × 1 他
4 クモ サラグモ ニセアカムネグモ × 2 他 2 他 1 他
5 クモ サラグモ ズキンヌカグモ × 1 他 1 他
6 クモ サラグモ クロナンキングモ × 1 他 1 他
7 クモ サラグモ チビアカサラグモ × 1 他 1 他
8 クモ サラグモ アリマネグモ × 1 他
9 クモ サラグモ セスジアカムネグモ × 1 他
10 クモ サラグモ オオサカアカムネグモ × 1 他 13 他 1 他 1 他
クモ サラグモ サラグモ科の一種 - 5 - 6 - 3 - 3 - 1 他 2 他 1 -

11 クモ コガネグモ コガネグモダマシ × 1 他 2 他 1 他
12 クモ コガネグモ ドヨウオニグモ × 1 他 1 他
13 クモ コガネグモ Singaの一種 - 1 他
14 クモ アシナガグモ トガリアシナガグモ × 1 他
15 クモ アシナガグモ アシナガグモ × 1 他
16 クモ アシナガグモ ウロコアシナガグモ × 1 他
クモ アシナガグモ Tetragnathaの一種 - 1 -
クモ アシナガグモ アシナガグモ科の一種 - 1 -

17 クモ コモリグモ ヒノマルコモリグモ × 2 他 1 他
18 クモ コモリグモ ウヅキコモリグモ × 25 他 1 他 14 他 14 他 4 他
19 クモ コモリグモ ハリゲコモリグモ × 3 他 1 他
20 クモ コモリグモ キクヅキコモリグモ × 1 他 1 他
21 クモ コモリグモ キシベコモリグモ × 6 他
クモ コモリグモ Pardosaの一種 - 17 - 1 - 1 - 2 - 2 -

22 クモ コモリグモ Pirataの一種 - 1 他
クモ コモリグモ コモリグモ科の一種 - 4 -

23 クモ ササグモ ササグモ × 1 他
24 クモ フクログモ ヒメフクログモ × 14 他 1 他 3 他 2 他
クモ フクログモ Clubionaの一種 - 1 -
クモ フクログモ フクログモ科の一種 - 16 - 2 - 1 他 2 -

25 クモ シボグモ シボグモ × 1 他 1 他
26 クモ ワシグモ Drassodesの一種 - 1 他
クモ ワシグモ ワシグモ科の一種 - 2 - 2 他

27 クモ カニグモ ハナグモ × 1 他 1 他 1 他
28 クモ カニグモ ヤミイロカニグモ × 2 他
29 クモ カニグモ アズマカニグモ × 1 他
30 クモ カニグモ オオヤミイロカニグモ × 3 他 3 他
クモ カニグモ Xysticusの一種 - 1 - 1 -

31 クモ ハエトリグモ ネコハエトリ × 2 他
クモ ハエトリグモ Carrhotusの一種 - 4 他 12 他 7 他 10 他

32 クモ ハエトリグモ アシブトハエトリ × 1 他
クモ ハエトリグモ Evarchaの一種 - 1 他

33 クモ ハエトリグモ Harmochirusの一種 - 1 他
34 クモ ハエトリグモ アダンソンハエトリ × 1 他
35 クモ ハエトリグモ Heliciusの一種 - 5 他 3 他 3 他 1 他 1 他
36 クモ ハエトリグモ チビクロハエトリ × 2 他 1 他 1 他
37 クモ ハエトリグモ ヤハズハエトリ × 1 他 1 他
38 クモ ハエトリグモ オスクロハエトリ × 1 他 1 他
クモ ハエトリグモ Marpissaの一種 - 9 - 1 他 1 他 1 他

39 クモ ハエトリグモ アリグモ × 1 他 1 他
40 クモ ハエトリグモ クワガタアリグモ × 1 他 2 他
クモ ハエトリグモ Myrmarachneの一種 - 3 - 1 他

41 クモ ハエトリグモ ミスジハエトリ × 1 他
42 クモ ハエトリグモ イソハエトリ × 3 他 1 他 1 他
43 クモ ハエトリグモ シラホシコゲチャハエトリ × 9 他 3 他 3 他 9 他
クモ ハエトリグモ Sitticusの一種 - 3 - 2 - 3 - 3 他

44 クモ ハエトリグモ アメイロハエトリ × 1 他
クモ ハエトリグモ ハエトリグモ科の一種 - 10 - 6 - 11 - 6 - 7 -

45 トビムシ ヒメトビムシ ヒメトビムシ科の一種 - 1 他
46 トビムシ イボトビムシ イボトビムシ科の一種 - 256 他 1 他 2 他 5 他 2 他
47 トビムシ アヤトビムシ アヤトビムシ科の一種 - 129 他 4 他 7 他 7 他 1 他
48 トビムシ ヒゲナガトビムシ ヒゲナガトビムシ科の一種 - 1 他
49 トビムシ アリノストビムシ アリノストビムシ科の一種 - 3 他
50 トビムシ ウスギヌトビムシ ウスギヌトビムシ科の一種 - 48 他 9 他 21 他
51 トビムシ マルトビムシ マルトビムシ科の一種 - 13 他 5 他
52 トンボ トンボ ウスバキトンボ × 1 他
53 トンボ トンボ アキアカネ × 1 他
54 ゴキブリ チャバネゴキブリ モリチャバネゴキブリ G 1 利用 1 利用 4 -
55 ゴキブリ チャバネゴキブリ ウスヒラタゴキブリ G 1 利用 3 利用
ゴキブリ チャバネゴキブリ チャバネゴキブリ科の一種 - 5 - 2 -

56 バッタ ケラ ケラ G 7 利用 1 利用 2 -
バッタ ケラ ケラ科の一種 - 1 他

57 バッタ コオロギ エンマコオロギ G 6 利用 4 利用 6 利用 3 利用 1 -
58 バッタ コオロギ クチナガコオロギ G 4 利用 2 利用 1 -
59 バッタ コオロギ ツヅレサセコオロギ G 1 利用
バッタ コオロギ Velarifictorusの一種 - 1 -
バッタ コオロギ コオロギ亜科の一種 - 1 - 1 - 1 -
バッタ コオロギ コオロギ科の一種 - 24 - 5 - 1 - 4 他 1 -
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60 バッタ マツムシ マツムシ G 2 利用 2 -
61 バッタ マツムシ ヒロバネカンタン G 9 利用 5 利用 1 利用 4 利用 2 -
62 バッタ マツムシ カンタン G 1 利用 2 利用 6 -
63 バッタ ヒバリモドキ シバスズ G 18 利用 2 利用 3 利用 1 利用
バッタ ヒバリモドキ ヒバリモドキ科の一種 - 1 -

64 バッタ カネタタキ カネタタキ G 1 -
65 バッタ ツユムシ ツユムシ G 2 利用 1 利用 1 利用 1 利用 2 -
バッタ ツユムシ ツユムシ科の一種 - 1 -

66 バッタ キリギリス ウスイロササキリ G 1 利用
67 バッタ キリギリス オナガササキリ G 1 利用
68 バッタ キリギリス コバネササキリ G 1 利用 1 利用 1 -
69 バッタ キリギリス ホシササキリ G 7 利用 1 利用 1 利用 8 利用 8 利用 1 利用 4 -
バッタ キリギリス Conocephalusの一種 - 2 - 1 - 1 - 1 -
バッタ キリギリス ササキリ亜科の一種 - 2 - 4 - 1 - 1 -

70 バッタ キリギリス クサキリ亜科の一種 - 3 他 1 他 1 -
バッタ キリギリス キリギリス科の一種 - 2 - 2 -

71 バッタ オンブバッタ オンブバッタ G 1 利用 1 利用 2 利用
72 バッタ バッタ ショウリョウバッタ G 5 利用 1 利用 1 利用 1 利用 1 利用
73 バッタ バッタ マダラバッタ G 3 利用
74 バッタ バッタ トノサマバッタ G 1 利用
75 バッタ バッタ クルマバッタモドキ G 1 利用
76 バッタ バッタ ハネナガイナゴ G 4 利用 1 利用
77 バッタ バッタ コバネイナゴ G 1 利用
バッタ バッタ バッタ科の一種 - 13 - 2 - 1 - 1 -

78 バッタ ヒシバッタ ニセハネナガヒシバッタ G 2 利用
79 バッタ ヒシバッタ ハネナガヒシバッタ G 9 利用
80 バッタ ヒシバッタ コバネヒシバッタ G 2 利用
81 バッタ ヒシバッタ ヒシバッタ G 5 利用 1 -
バッタ ヒシバッタ Tetrixの一種 - 4 他
バッタ ヒシバッタ ヒシバッタ科の一種 - 46 - 1 他

82 ハサミムシ ハサミムシ ハマベハサミムシ × 21 他 1 他 9 他 5 他 11 他
83 ハサミムシ オオハサミムシ オオハサミムシ × 24 他 15 他 1 他 11 他 4 -
84 チャタテムシ ケチャタテ ケチャタテ科の一種 - 4 他
85 チャタテムシ ヒメチャタテ ヒメチャタテ科の一種 - 2 他
86 チャタテムシ マドチャタテ クリイロチャタテ U 1 他 1 他
チャタテムシ マドチャタテ マドチャタテ科の一種 - 1 -

87 チャタテムシ チャタテ Trichadenotecnumの一種 - 1 -
88 アザミウマ シマアザミウマ シマアザミウマ科の一種 - 1 他
89 アザミウマ アザミウマ アザミウマ科の一種 - 3 他 4 他 1 他 5 他 1 他 3 他 1 他
90 アザミウマ クダアザミウマ クダアザミウマ科の一種 - 32 他 3 他 1 他 2 他 1 他 1 他 7 -
91 カメムシ ヒシウンカ ヤナギカワウンカ ヤナギ,ハンノキ 9 他
92 カメムシ ヒシウンカ ヒシウンカ イネ科,アズマネザサ 3 依存
カメムシ ヒシウンカ ヒシウンカ科の一種 - 5 -

93 カメムシ ウンカ タマガワナガウンカ ヨシ,イヌムギ,イネ科 111 依存 1 依存 2 依存 27 依存 10 依存 4 他 1 他 2 他 3 他 11 -
94 カメムシ ウンカ Euidesの一種 - 1 他
95 カメムシ ウンカ ハコネホソウンカ ススキ（イネ科） 30 依存 4 依存 147 -
96 カメムシ ウンカ ヒメトビウンカ イネ科 48 依存 2 依存 3 依存 3 -
97 カメムシ ウンカ ゴマフウンカ U 1 他
98 カメムシ ウンカ セジロウンカ イネ科 31 依存 1 依存 1 依存 1 他 6 -
99 カメムシ ウンカ セスジウンカ イネ科,シバ 5 依存 156 依存 1 依存 6 依存 3 他 7 -
100 カメムシ ウンカ カヤウンカ ススキ 21 依存 1 依存
カメムシ ウンカ ウンカ科の一種 - 29 - 49 - 85 - 30 - 29 - 1 - 7 -

101 カメムシ シマウンカ シマウンカ イネ科 5 依存 1 他
102 カメムシ アオバハゴロモ トビイロハゴロモ イネ科 2 依存 1 他
103 カメムシ ハゴロモ ベッコウハゴロモ ウツギ,果樹,クワなど 1 他
104 カメムシ ハゴロモ ヒメベッコウハゴロモ イネ 1 依存 1 依存 1 依存
105 カメムシ アワフキムシ ハマベアワフキ イネ科 5 依存 2 -
106 カメムシ ヨコバイ ズキンヨコバイ ヤナギ類 12 他
107 カメムシ ヨコバイ アオズキンヨコバイ ブドウ類,ヨモギ？ 4 他
108 カメムシ ヨコバイ ホシアオズキンヨコバイ U 2 他
カメムシ ヨコバイ Batracomorphusの一種 - 8 - 1 他 5 -

109 カメムシ ヨコバイ シマサジヨコバイ U 2 他
カメムシ ヨコバイ ヒラタヨコバイ亜科の一種 - 2 他 2 -

110 カメムシ ヨコバイ イグチホシヨコバイ U 33 他 15 他 18 他 28 他 6 -
111 カメムシ ヨコバイ ホシヨコバイ U 4 他 2 他 40 -
112 カメムシ ヨコバイ オオヨコバイ イネ科,チャなど 4 依存
113 カメムシ ヨコバイ カンキツヒメヨコバイ 柑橘類,常緑樹？ 1 -
114 カメムシ ヨコバイ ミドリヒメヨコバイ U 27 他
115 カメムシ ヨコバイ ヨツモンヒメヨコバイ イネ科 3 依存
116 カメムシ ヨコバイ ホシヒメヨコバイ ヌルデ,イヌシデ？ 1 -
117 カメムシ ヨコバイ キイロヒメヨコバイ U 2 他
118 カメムシ ヨコバイ Typhlocybaの一種 - 2 他
カメムシ ヨコバイ ヒメヨコバイ亜科の一種 - 11 - 1 他 1 他 1 他

119 カメムシ ヨコバイ ヒシモンヨコバイ ダイズ,ナス,クワなど 3 他
カメムシ ヨコバイ Hishimonusの一種 - 2 -

120 カメムシ ヨコバイ ミナミマダラヨコバイ サツマイモ 8 他 25 他
カメムシ ヨコバイ Orosiusの一種 - 1 -

121 カメムシ ヨコバイ ウスバミドリヨコバイ サツマイモ,クローバー 3 他
122 カメムシ ヨコバイ ムツテンヨコバイ イネ,ムギなど 6 依存
カメムシ ヨコバイ Macrostelesの一種 - 3 -
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123 カメムシ ヨコバイ ミドリナガヨコバイ イタリアングラス 4 依存 2 依存 4 依存 6 依存 2 他 2 他 2 -
124 カメムシ ヨコバイ ヤマトヨコバイ ススキなど 1 依存
125 カメムシ ヨコバイ トバヨコバイ イネ科,クローバー 228 依存 4 依存 13 依存 63 依存 37 他 13 -
126 カメムシ ヨコバイ イナズマヨコバイ イネ 1 依存
127 カメムシ ヨコバイ オオトガリヨコバイ ヨシ 1 依存 1 依存 2 -
128 カメムシ ヨコバイ トガリヨコバイ サトウキビ 13 他 14 -
カメムシ ヨコバイ Doratulinaの一種 - 1 他 3 -

129 カメムシ ヨコバイ クロミャクイチモンジヨコバイ イネ科 16 依存 2 依存 4 -
130 カメムシ ヨコバイ ツマグロヨコバイ イネ科 1 -
131 カメムシ ヨコバイ リンゴマダラヨコバイ バラ科樹木 1 他 1 他
132 カメムシ ヨコバイ マダラヨコバイ イネ科,マメ 17 依存 13 依存 13 依存 1 他 11 -
133 カメムシ ヨコバイ シラホシスカシヨコバイ U 1 他
カメムシ ヨコバイ ヨコバイ科の一種 - 94 - 68 - 46 - 86 - 39 -

134 カメムシ キジラミ キジラミ科の一種 - 1 他
135 カメムシ アブラムシ アブラムシ科の一種 - 25 他 1 他 7 他 9 他 2 他 28 他 9 -
136 カメムシ カタビロアメンボ ケシカタビロアメンボ × 1 他
137 カメムシ ミズギワカメムシ エゾミズギワカメムシ × 1 他
138 カメムシ ミズムシ コミズムシ × 2 他
139 カメムシ ミズムシ Micronectaの一種 - 20 他
140 カメムシ カスミカメムシ ナガグロカスミカメ U 1 -
141 カメムシ カスミカメムシ アカホシカスミカメ マメ科 1 -
142 カメムシ カスミカメムシ エサキミドリカスミカメ カエデ,ツルアジサイ,ハシドイ 1 他
143 カメムシ カスミカメムシ フタトゲムギカスミカメ イネ科,スゲ,ヨシ 2 依存 1 他
144 カメムシ カスミカメムシ アカスジカスミカメ イネ 8 依存
145 カメムシ カスミカメムシ ウスモンミドリカスミカメ キク科,ナス,レタス,イネ 165 他 21 依存 29 依存 25 依存 1 他 1 他 63 -
146 カメムシ カスミカメムシ コミドリチビトビカスミカメ キク科,マメ科,アカメガシワなど 1 依存
カメムシ カスミカメムシ カスミカメムシ科の一種 - 2 - 1 - 8 - 1 -

147 カメムシ マキバサシガメ ハネナガマキバサシガメ × 4 他 2 -
148 カメムシ ハナカメムシ ツヤヒメハナカメムシ × 1 他
149 カメムシ ハナカメムシ ヒメハナカメムシ × 1 -
150 カメムシ トコジラミ トコジラミ科の一種 - 1 他
151 カメムシ グンバイムシ Stephanitisの一種 - 2 他 12 他
カメムシ グンバイムシ グンバイムシ科の一種 - 1 -

152 カメムシ サシガメ トビイロサシガメ × 1 他
153 カメムシ サシガメ クロモンサシガメ × 1 他
154 カメムシ ナガカメムシ ヒメナガカメムシ イネ科,キク科 83 依存 2 依存 2 依存 2 依存 4 依存 4 依存 3 他 4 -
155 カメムシ ナガカメムシ Dimorphopterusの一種 - 3 他
156 カメムシ ナガカメムシ ヒメオオメカメムシ シバ（基本的には小昆虫） 8 依存 1 依存 14 依存 2 依存 4 他
157 カメムシ ナガカメムシ オオメカメムシ 小昆虫ほか 2 利用
158 カメムシ ナガカメムシ ヒメツヤナガカメムシ U 海岸 2 -
159 カメムシ ナガカメムシ オオモンシロナガカメムシ U 1 -
160 カメムシ ナガカメムシ ミナミヒョウタンナガカメムシ イネ科 14 依存
161 カメムシ ナガカメムシ モンシロナガカメムシ ダイズ,トウバナ,イネ 1 依存
162 カメムシ ナガカメムシ チャモンナガカメムシ ヤマグワ,ニワトコ 1 -
163 カメムシ ナガカメムシ キベリヒョウタンナガカメムシ イネ科 5 依存 12 -
164 カメムシ ナガカメムシ ミナミホソナガカメムシ イネ科 1 依存
165 カメムシ ナガカメムシ イチゴチビナガカメムシ イチゴ 120 他 2 他 1 利用 143 -
カメムシ ナガカメムシ ナガカメムシ科の一種 - 9 - 1 - 3 - 4 - 2 - 4 -

166 カメムシ ホシカメムシ クロホシカメムシ イネ,ダイズ 2 依存
167 カメムシ オオホシカメムシ ヒメホシカメムシ シイ,アカメガシワ 1 他
168 カメムシ ホソヘリカメムシ ホソヘリカメムシ マメ科,イネ科 9 依存 3 -
169 カメムシ ヘリカメムシ ホオズキカメムシ ナス科,ヒルガオ科 2 -
170 カメムシ ヘリカメムシ ホソハリカメムシ イネ科,ヒユ科 4 依存 2 依存 1 他 13 -
カメムシ ヘリカメムシ ヘリカメムシ科の一種 - 1 -

171 カメムシ ヒメヘリカメムシ アカヒメヘリカメムシ イネ科,タデ科,キク科 1 依存
172 カメムシ ヒメヘリカメムシ ケブカヒメヘリカメムシ U 1 他
173 カメムシ ヒメヘリカメムシ ブチヒゲヘリカメムシ イネ科,キク科,タデ科 1 依存
174 カメムシ ツチカメムシ マルツチカメムシ × 2 他
175 カメムシ ツチカメムシ ヒメツヤツチカメムシ × 1 他 1 他
176 カメムシ ツチカメムシ ヒメツチカメムシ イネ科,キク科 41 依存 13 -
177 カメムシ ツチカメムシ ツチカメムシ クスノキ,クズなど 10 他 1 他
178 カメムシ カメムシ オオクロカメムシ イネ科ヨシ,マコモなど 1 依存
179 カメムシ カメムシ イネクロカメムシ イネ科 15 依存 1 依存 3 依存 1 依存 12 -
180 カメムシ カメムシ イシハラカメムシ ミツバウツギ 2 他
181 カメムシ カメムシ ムラサキシラホシカメムシ キク科,マメ科,イネ科 1 依存
182 カメムシ カメムシ シラホシカメムシ キク科,マメ科,イネ科 7 依存 8 -
183 カメムシ カメムシ ツヤアオカメムシ クワなど 27 他 6 -
184 カメムシ カメムシ フタテンカメムシ イネ科 海岸 1 依存 4 -
185 カメムシ カメムシ Menidaの一種 - 1 他
186 カメムシ カメムシ アオクサカメムシ イネ、野菜 1 依存
187 カメムシ カメムシ チャバネアオカメムシ クワ,ウメ,サクラなど 5 他 2 他
188 カメムシ カメムシ シロヘリクチブトカメムシ × 1 他
カメムシ カメムシ カメムシ科の一種 - 1 - 1 - 1 -

189 アミメカゲロウ クサカゲロウ キントキクサカゲロウ × 1 他
190 アミメカゲロウ クサカゲロウ ニッポンクサカゲロウ × 9 他
191 アミメカゲロウ クサカゲロウ マボロシクサカゲロウ × 1 他
192 コウチュウ ハンミョウ エリザハンミョウ × 3 他
193 コウチュウ ハンミョウ ルイスハンミョウ × 1 他 1 -
194 コウチュウ オサムシ クリイロコミズギワゴミムシ × 1 他
195 コウチュウ オサムシ ウスモンコミズギワゴミムシ × 3 他
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196 コウチュウ オサムシ ヨツモンコミズギワゴミムシ × 11 他 1 -
197 コウチュウ オサムシ ヒメツヤヒラタゴミムシ × 1 他
198 コウチュウ オサムシ ヒメツヤマルガタゴミムシ × 1 他
コウチュウ オサムシ Amaraの一種 - 1 -

199 コウチュウ オサムシ ゴミムシ × 1 他
200 コウチュウ オサムシ ヒメゴミムシ × 1 他
201 コウチュウ オサムシ トゲアシゴモクムシ × 2 他
202 コウチュウ オサムシ ツヤアオゴモクムシ × 1 他
203 コウチュウ オサムシ オオズケゴモクムシ × 1 他
204 コウチュウ オサムシ ケウスゴモクムシ × 2 他
205 コウチュウ オサムシ ヒメケゴモクムシ × 2 他
206 コウチュウ オサムシ ウスアカクロゴモクムシ × 2 -
207 コウチュウ オサムシ キイロチビゴモクムシ × 3 他 1 -
208 コウチュウ オサムシ キベリゴモクムシ × 1 他
209 コウチュウ オサムシ オオズヒメゴモクムシ × 1 他
210 コウチュウ オサムシ コクロヒメゴモクムシ × 1 他
211 コウチュウ オサムシ ミドリマメゴモクムシ × 4 他 1 -
212 コウチュウ オサムシ マメゴモクムシ × 3 他
213 コウチュウ オサムシ アトボシアオゴミムシ × 3 他
214 コウチュウ オサムシ ムナビロアトボシアオゴミムシ × 1 他
215 コウチュウ オサムシ フタモンクビナガゴミムシ × ヨシ湿地 2 他
216 コウチュウ オサムシ チャバネクビナガゴミムシ × 1 他
217 コウチュウ オサムシ アオヘリホソゴミムシ × ヨシ湿地 2 他
218 コウチュウ ゲンゴロウ チビゲンゴロウ × 3 他
219 コウチュウ ゲンゴロウ チャイロチビゲンゴロウ × 1 他
220 コウチュウ ガムシ Cercyonの一種 - 6 他
221 コウチュウ ガムシ キイロヒラタガムシ × 16 他
222 コウチュウ ガムシ コガムシ × 1 -
223 コウチュウ ガムシ コガタガムシ × 1 他
224 コウチュウ ガムシ ヒメガムシ × 2 他
225 コウチュウ エンマムシ チュウジョウチビエンマムシ × 1 他
226 コウチュウ ハネカクシ チビハバビロハネカクシ × 1 他
227 コウチュウ ハネカクシ オオツノハネカクシ × 2 他
コウチュウ ハネカクシ Blediusの一種 - 6965 - 1 -

228 コウチュウ ハネカクシ Carpelimusの一種 - 40 他 21 -
229 コウチュウ ハネカクシ ヤマトニセユミセミゾハネカクシ × 1 他
230 コウチュウ ハネカクシ ホソフタホシメダカハネカクシ × 2 他
231 コウチュウ ハネカクシ クロニセトガリハネカクシ × 2 他
232 コウチュウ ハネカクシ Lathrobiumの一種 - 3 他
233 コウチュウ ハネカクシ クロズトガリハネカクシ × 72 他
234 コウチュウ ハネカクシ ツマアカナガエハネカクシ × 8 他 1 -
235 コウチュウ ハネカクシ アオバアリガタハネカクシ × 56 他 1 他 2 他 4 -
236 コウチュウ ハネカクシ キバネクビボソハネカクシ × 1 -
237 コウチュウ ハネカクシ クビボソハネカクシ × 25 他
コウチュウ ハネカクシ Rugilusの一種 - 12 -

238 コウチュウ ハネカクシ オオキバネナガハネカクシ × 2 他
239 コウチュウ ハネカクシ シャープホソコガシラハネカクシ × 1 -
コウチュウ ハネカクシ Gabriusの一種 - 13 他

240 コウチュウ ハネカクシ Philonthusの一種 - 76 他 72 -
241 コウチュウ ハネカクシ ウミベアカバハネカクシ × 9 他
242 コウチュウ ハネカクシ Sepedophilusの一種 - 10 他
コウチュウ ハネカクシ ハネカクシ科の一種 - 229 - 3 - 6 - 8 他 4 他 6 -

243 コウチュウ アリヅカムシ アリヅカムシ科の一種 - 1 他
244 コウチュウ デオキノコムシ アカケシデオキノコムシ × 1 他
245 コウチュウ マルハナノミ ホソチビマルハナノミ × 1 他
246 コウチュウ マルハナノミ トビイロマルハナノミ × 1 -
247 コウチュウ コガネムシ クロツヤマグソコガネ × 2 他
248 コウチュウ コガネムシ セマルケシマグソコガネ × 4 他
249 コウチュウ コガネムシ ヤマトケシマグソコガネ × 2 他
250 コウチュウ コガネムシ オオクロコガネ ダイズ,クワなど 3 他 1 -
251 コウチュウ コガネムシ オオコフキコガネ 樹木の葉 1 他
252 コウチュウ コガネムシ シロスジコガネ マツの根（幼虫） 海岸,砂地 2 他 1 -
253 コウチュウ コガネムシ アカビロウドコガネ G 9 利用
254 コウチュウ コガネムシ ビロウドコガネ G 1 -
255 コウチュウ コガネムシ アオドウガネ G 58 利用 6 -
256 コウチュウ コガネムシ ドウガネブイブイ G 5 利用 1 -
257 コウチュウ コガネムシ サクラコガネ G 4 利用
258 コウチュウ コガネムシ ヒメサクラコガネ G 205 利用 5 -
259 コウチュウ コガネムシ ヤマトアオドウガネ G 2 -
260 コウチュウ コガネムシ ツヤコガネ G 1 利用
261 コウチュウ コガネムシ オオサカスジコガネ G 3 -
262 コウチュウ コガネムシ ヒメコガネ G 90 利用 2 利用 13 -
263 コウチュウ コガネムシ セマダラコガネ G 2 利用
264 コウチュウ コガネムシ コガネムシ G 1 利用
265 コウチュウ コガネムシ アオウスチャコガネ G 2 利用
266 コウチュウ ヒメドロムシ キスジミゾドロムシ × 2 他
267 コウチュウ ナガドロムシ タテスジナガドロムシ × 10 他
268 コウチュウ ナガドロムシ タマガワナガドロムシ × 1 他
269 コウチュウ タマムシ Nalandaの一種 - 1 他
270 コウチュウ コメツキムシ マダラチビコメツキ U 11 他 3 -
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271 コウチュウ コメツキムシ サビキコリ × 1 -
272 コウチュウ コメツキムシ スナサビキコリ × 海岸砂地 18 他 3 他 40 他 5 他 5 他 19 -
273 コウチュウ コメツキムシ ヒメキマダラコメツキ U 1 他
274 コウチュウ コメツキムシ チャイロコメツキ 針葉樹枯れ木（幼虫） 1 -
275 コウチュウ コメツキムシ クシコメツキ U 1 他 1 -
コウチュウ コメツキムシ コメツキムシ科の一種 - 7 - 1 - 1 - 1 他 1 - 1 -

276 コウチュウ カツオブシムシ クロマダラカツオブシムシ × 2 他
コウチュウ カツオブシムシ カツオブシムシ科の一種 - 2 -

277 コウチュウ シバンムシ シバンムシ科の一種 - 1 他 1 他
278 コウチュウ ジョウカイモドキ クロキオビジョウカイモドキ U 10 他 2 他 3 他 1 他 2 -
279 コウチュウ ケシキスイ マメヒラタケシキスイ U 2 他
280 コウチュウ ケシキスイ モンチビヒラタケシキスイ 果物 2 他
281 コウチュウ ケシキスイ キボシヒラタケシキスイ 腐敗動植物 4 他
282 コウチュウ ケシキスイ キムネチビケシキスイ U 1 他
283 コウチュウ ヒメハナムシ ヨコスジチビヒメハナムシ U 1 他
284 コウチュウ ヒメハナムシ アカボシチビヒメハナムシ U 7 他 1 -
285 コウチュウ ヒラタムシ カドムネチビヒラタムシ U 2 他
286 コウチュウ ホソヒラタムシ ホソムネホソヒラタムシ U 1 他 1 他
287 コウチュウ ホソヒラタムシ ヒメフタトゲホソヒラタムシ U 1 他
288 コウチュウ ホソヒラタムシ ミツモンセマルヒラタムシ U 34 他 3 他 1 -
289 コウチュウ キスイムシ キイロセマルキスイ 枯れ木,ワラ 8 依存 2 利用
290 コウチュウ キスイムシ マルガタキスイ 落葉 30 他 1 利用 1 利用 1 -
コウチュウ キスイムシ キスイムシ科の一種 - 2 -

291 コウチュウ コメツキモドキ ケナガマルキスイ U 1 他
292 コウチュウ テントウムシダマシ ヨツボシテントウダマシ U 4 他
293 コウチュウ テントウムシ セスジヒメテントウ イネ科の小昆虫 2 依存 1 依存
294 コウチュウ テントウムシ ババヒメテントウ イネ科の小昆虫 1 依存
295 コウチュウ テントウムシ ツマアカヒメテントウ イネ科の小昆虫 2 依存
296 コウチュウ テントウムシ カバイロヒメテントウ イネ科の小昆虫 2 依存
297 コウチュウ テントウムシ クロヘリヒメテントウ イネ科の小昆虫 1 依存
298 コウチュウ テントウムシ クロヒメテントウ イネ科の小昆虫 1 依存
299 コウチュウ テントウムシ カワムラヒメテントウ イネ科の小昆虫 21 依存
300 コウチュウ テントウムシ コクロヒメテントウ イネ科の小昆虫 8 依存
301 コウチュウ テントウムシ ヤマトヒメテントウ イネ科の小昆虫 151 依存 1 他
302 コウチュウ テントウムシ クロテントウ マルカイガラムシなど 2 -
303 コウチュウ テントウムシ ナナホシテントウ G 2 他 1 利用 1 利用
304 コウチュウ テントウムシ マクガタテントウ G・花粉 1 利用 1 -
305 コウチュウ テントウムシ ナミテントウ G 2 利用
コウチュウ テントウムシ Harmoniaの一種 - 1 -

306 コウチュウ テントウムシ ジュウサンホシテントウ ヨシ属の小昆虫 2 依存 1 -
307 コウチュウ テントウムシ ヒメカメノコテントウ アブラムシ 79 利用 1 -
308 コウチュウ ヒメマキムシ ウスチャケシマキムシ G 1 利用 1 利用 1 利用 1 -
309 コウチュウ ヒメマキムシ ヤマトケシマキムシ G 1 -
コウチュウ ヒメマキムシ ヒメマキムシ科の一種 - 1 -

310 コウチュウ ハナノミ チャイロヒメハナノミ G 5 -
コウチュウ ハナノミ Glipostenodaの一種 - 1 -

311 コウチュウ カミキリモドキ ズグロカミキリモドキ U 2 他 1 -
312 コウチュウ カミキリモドキ ハイイロカミキリモドキ U 14 他 5 -
313 コウチュウ カミキリモドキ ツマグロカミキリモドキ U 1 -
314 コウチュウ カミキリモドキ Xanthochroaの一種 - 19 他 9 -
315 コウチュウ アリモドキ ケオビアリモドキ U 3 他
316 コウチュウ アリモドキ クロホソアリモドキ U 4 他 2 他 1 他 5 -
317 コウチュウ アリモドキ ヒゲブトホソアリモドキ U 砂地 1 他
318 コウチュウ アリモドキ ツノボソイッカク U 47 他 11 他 155 他 26 他 27 他
319 コウチュウ アリモドキ ホソアシイッカク U 38 他 4 他 120 他 36 他 53 他 7 -
320 コウチュウ アリモドキ クロスジイッカク U 1 他
321 コウチュウ アリモドキ ヨツボシホソアリモドキ U 9 他 1 他
322 コウチュウ アリモドキ ムナグロホソアリモドキ U 2 他
323 コウチュウ ニセクビボソムシ ホソニセクビボソムシ U 2 他 1 -
324 コウチュウ ニセクビボソムシ セグロニセクビボソムシ U 1 他
325 コウチュウ クチキムシ トビイロクチキムシ U 1 -
326 コウチュウ ゴミムシダマシ ヤマトスナゴミムシダマシ U 砂地 3 他 1 他
327 コウチュウ ゴミムシダマシ コスナゴミムシダマシ U 砂地 7 他
328 コウチュウ ゴミムシダマシ カクスナゴミムシダマシ U 砂地 1 他 1 他
329 コウチュウ ゴミムシダマシ ハマヒョウタンゴミムシダマシ U 海浜性 3 他
330 コウチュウ ゴミムシダマシ クロズハマベゴミムシダマシ U 海浜性 5 他 6 -
331 コウチュウ ゴミムシダマシ ホソハマベゴミムシダマシ U 海浜性 1 他
332 コウチュウ ゴミムシダマシ モトヨツコブゴミムシダマシ U 3 -
333 コウチュウ ゴミムシダマシ ヤマトエグリゴミムシダマシ U 1 他
334 コウチュウ ゴミムシダマシ ニジゴミムシダマシ U 2 他 2 -
335 コウチュウ ゴミムシダマシ スジコガシラゴミムシダマシ U 2 他 1 他
コウチュウ ゴミムシダマシ ゴミムシダマシ科の一種 - 2 - 1 -

336 コウチュウ ハムシ アオバネサルハムシ ヨモギ、マメ科 8 他 1 -
337 コウチュウ ハムシ ヒサゴトビハムシ イネ科メヒシバ 5 他 1 -
338 コウチュウ ハムシ ナトビハムシ アブラナ科 1 他
339 コウチュウ ゾウムシ トビイロヒョウタンゾウムシ ニンジン、ネギ、ラッカセイなど 1 他 1 他
コウチュウ ゾウムシ クチブトゾウムシ亜科の一種 - 1 - 1 他 1 -

340 コウチュウ ゾウムシ コブナシクチブトサルゾウムシ タデ類 1 他
341 コウチュウ キクイムシ ザイノキクイムシ亜科の一種 - 1 他
342 ハチ ハバチ Hemibelesesの一種 - 1 他
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343 ハチ ハバチ Pachyprotasisの一種 - 1 他 5 他
344 ハチ コマユバチ コマユバチ科の一種 - 50 他 2 他 2 他 3 他 2 他 1 他 4 他 5 -
345 ハチ ヒメバチ ヒメバチ科の一種 - 26 他 9 他 4 他 1 他 2 他 6 他 7 -
346 ハチ シリボソクロバチ シリボソクロバチ科の一種 - 4 他
347 ハチ ハエヤドリクロバチ ハエヤドリクロバチ科の一種 - 3 他 1 他 1 -
348 ハチ タマゴクロバチ タマゴクロバチ科の一種 - 43 他 14 他 17 他 9 他 2 他 24 -
349 ハチ ハラビロクロバチ ハラビロクロバチ科の一種 - 5 他
350 ハチ ヒゲナガクロバチ ヒゲナガクロバチ科の一種 - 41 他 9 他 2 他 1 他 2 -
351 ハチ オオモンクロバチ オオモンクロバチ科の一種 - 2 他 2 他 5 他 2 他
352 ハチ アシブトコバチ アシブトコバチ科の一種 - 1 他
353 ハチ カタビロコバチ カタビロコバチ科の一種 - 13 他 1 他 4 他 11 他 5 他 1 他 4 -
354 ハチ オナガコバチ オナガコバチ科の一種 - 2 他 1 他
355 ハチ コガネコバチ コガネコバチ科の一種 - 4 他 1 他 1 -
356 ハチ トビコバチ トビコバチ科の一種 - 105 他 1 他 4 他 4 他 8 他 14 他 2 他 10 -
357 ハチ ツヤコバチ ツヤコバチ科の一種 - 3 他 1 他 3 他 1 他 1 他 3 -
358 ハチ ノミコバチ ノミコバチ科の一種 - 1 他
359 ハチ ヒメコバチ ヒメコバチ科の一種 - 13 他 1 他 1 他 1 他 1 他 1 -

360
ハチ

ムカシホソハネコバ
チ

ムカシホソハネコバチ科の一種
- 3 他

361 ハチ ホソハネコバチ ホソハネコバチ科の一種 - 2 他 1 他 3 他 1 他 1 -
362 ハチ ツヤヤドリタマバチ ツヤヤドリタマバチ科の一種 - 2 他
363 ハチ アリガタバチ アタミアリガタバチ G 55 利用
ハチ アリガタバチ アリガタバチ科の一種 - 17 他 20 他 12 - 39 他 2 他 10 -

364 ハチ アリバチ アリバチ科の一種 - 1 他
365 ハチ コツチバチ Tiphiaの一種 - 11 他
366 ハチ ツチバチ コモンツチバチ G 1 利用 1 利用
367 ハチ ツチバチ オオモンツチバチ G 1 利用 1 利用 1 利用 1 利用 1 利用 2 -
368 ハチ ツチバチ ヒメハラナガツチバチ G 1 利用 1 利用 1 利用
369 ハチ ツチバチ オオハラナガツチバチ G 2 利用 1 利用 2 利用
370 ハチ アリ オオハリアリ G 1 利用
371 ハチ アリ テラニシシリアゲアリ G 1 利用
372 ハチ アリ ハリナガムネボソアリ G 1 利用
373 ハチ アリ クロヒメアリ G 4 利用
374 ハチ アリ ヒメアリ G 11 利用 1 利用 7 利用 1 利用 1 利用
375 ハチ アリ アミメアリ G 1 利用
376 ハチ アリ トビイロシワアリ G 112 利用 55 利用 12 利用 100 利用
377 ハチ アリ シベリアカタアリ G 1 利用
378 ハチ アリ ルリアリ G 3 利用 1 利用 1 利用 1 利用 5 利用 1 利用 3 利用 4 利用 3 -
379 ハチ アリ イトウオオアリ G 1 利用
380 ハチ アリ ナワヨツボシオオアリ G 1 利用
381 ハチ アリ ウメマツオオアリ G 4 利用
382 ハチ アリ ハヤシクロヤマアリ G 1 利用
383 ハチ アリ トビイロケアリ G 104 利用 1 利用
384 ハチ アリ サクラアリ G 8 利用
ハチ アリ アリ科の一種 - 2379 - 2 - 68 -

385 ハチ ベッコウバチ アカゴシベッコウ G 12 利用 9 利用 1 利用 7 利用 2 利用 7 -
ハチ ベッコウバチ Anopliusの一種 - 5 -
ハチ ベッコウバチ ベッコウバチ亜科の一種 - 15 - 1 - 3 -
ハチ ベッコウバチ ベッコウバチ科の一種 - 3 - 2 - 8 - 1 -

386 ハチ ドロバチ ミカドドロバチ本土亜種 G 1 利用
387 ハチ ドロバチ チビドロバチ G 1 利用 1 利用
388 ハチ スズメバチ フタモンアシナガバチ G 1 利用
389 ハチ アナバチ Psenの一種 - 2 他
390 ハチ アナバチ Psenulusの一種 - 2 他
391 ハチ アナバチ クロケラトリ Ｇ（ケラ） 1 利用
392 ハチ アナバチ Lirisの一種 - 1 他
ハチ アナバチ ケラトリバチ亜科の一種 - 2 -

393 ハチ アナバチ Crossocerusの一種 - 1 他 1 -
394 ハチ アナバチ Ectemniusの一種 - 2 他
395 ハチ アナバチ Rhopalumの一種 - 2 他 1 他
ハチ アナバチ ギングチバチ亜科の一種 - 1 -

396 ハチ アナバチ ヤマトスナハキバチ G 海浜性 1 利用 2 利用
397 ハチ ムカシハナバチ Colletesの一種 - 2 他 2 他 17 他 11 他 1 他 8 他 1 -
398 ハチ ムカシハナバチ Hylaeusの一種 - 89 他 1 他 11 他 2 他 4 他 1 他 1 他
399 ハチ コハナバチ Halictusの一種 - 14 他 1 他 7 他 13 他 1 他 6 他 5 -
400 ハチ コハナバチ Lasioglossumの一種 - 3 他 7 他 8 他 4 他 2 他 4 他 4 -
ハチ コハナバチ コハナバチ科の一種 - 1 -

401 ハチ ヒメハナバチ Andrenaの一種 - 4 他
402 ハチ ヒメハナバチ Panuriginusの一種 - 6 他
403 ハチ ミツバチ ニホンミツバチ G 3 利用 1 利用
404 ハエ ガガンボ Nephrotomaの一種 - 2 他
405 ハエ ガガンボ Heliusの一種 - 2 他
406 ハエ ガガンボ Limoniaの一種 - 1 他
ハエ ガガンボ ヒメガガンボ亜科の一種 - 49 - 4 -

407 ハエ チョウバエ チョウバエ科の一種 - 8 他 1 他
408 ハエ カ カ科の一種 - 25 他
409 ハエ ブユ ブユ科の一種 - 1 他 2 他 1 他
410 ハエ ヌカカ ヌカカ科の一種 - 219 他 1 他 2 他 6 他 1 他 2 他 2 他 1 他 1 他 1 他 6 -
411 ハエ ユスリカ ユスリカ科の一種 - 169 他 2 他 5 他 18 他 11 他 3 他 1 他 1 他 9 他 1 他 50 -
412 ハエ ケバエ ケバエ科の一種 - 2 他
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413 ハエ Pleciidae ヒメセグロケバエ G 1 -
414 ハエ タマバエ Lestremiaの一種 - 10 他 1 他 2 他 1 他
415 ハエ タマバエ Dasineuraの一種 - 140 他 7 他 45 他 23 他 11 他 1 他 13 -
416 ハエ キノコバエ キノコバエ科の一種 - 9 他 8 -
417 ハエ クロバネキノコバエ クロバネキノコバエ科の一種 - 60 他 61 他 38 他 13 他 30 -
418 ハエ キアブ キアブ科の一種 - 1 他 2 他
419 ハエ キアブモドキ キアブモドキ科の一種 - 4 他 8 他
420 ハエ ミズアブ ミズアブ科の一種 - 2 他
421 ハエ ツルギアブ シロツルギアブ G 1 -
ハエ ツルギアブ ツルギアブ科の一種 - 24 他 2 他 5 他 2 他 1 他 6 -

422 ハエ ムシヒキアブ ムシヒキアブ科の一種 - 6 他
423 ハエ オドリバエ オドリバエ科の一種 - 90 他 1 他 18 他 19 他 6 他 1 他 4 -
424 ハエ アシナガバエ アシナガバエ科の一種 - 164 他 1 他 4 他 5 他 5 他 2 -
425 ハエ ノミバエ ノミバエ科の一種 - 41 他 5 他 9 他 3 他 1 他 2 他 2 -
426 ハエ アタマアブ アタマアブ科の一種 - 1 他 1 他
427 ハエ ハナアブ オオマメヒラタアブ G 1 利用
428 ハエ ハナアブ Sphaerophoriaの一種 - 2 他 2 他 1 他 2 他 1 他 2 -
429 ハエ ハナアブ シママメヒラタアブ G 2 利用
430 ハエ ハナアブ タテジマクロハナアブ G 1 利用 1 利用
431 ハエ ハナアブ ホシメハナアブ G 1 利用
432 ハエ ハナアブ アシブトハナアブ G 1 利用
433 ハエ ヤチバエ ヒゲナガヤチバエ × 1 他 2 他 1 他 1 他 1 他
434 ハエ シマバエ Homoneuraの一種 - 46 他 1 他 1 他 4 -
435 ハエ ハモグリバエ ハモグリバエ科の一種 - 27 他 10 他 14 他 4 他 6 他 10 -
436 ハエ キモグリバエ キモグリバエ科の一種 - 75 他 2 他 11 他 37 他 16 他 1 他 1 他 1 他 2 他 6 -
437 ハエ ミギワバエ Scatella callosicosta × 1 他
ハエ ミギワバエ ミギワバエ科の一種 - 232 - 1 他 2 他 8 他 24 他 10 他 8 他 1 他 12 他 2 他 11 -

438 ハエ ショウジョウバエ ショウジョウバエ科の一種 - 10 他 2 他 1 他 1 -
439 ハエ ハヤトビバエ ハヤトビバエ科の一種 - 64 他 1 他 1 他 1 -
440 ハエ フンバエ ヒメフンバエ × 4 他 1 他
441 ハエ ハナバエ ハナバエ科の一種 - 67 他 1 他 4 他 2 他 1 他 1 他 1 他 3 他 1 他 5 -
442 ハエ イエバエ ヘリグロヒメハナバエ G 3 利用
ハエ イエバエ イエバエ科の一種 - 25 他 2 他 1 -

443 ハエ クロバエ ツマグロキンバエ G 2 利用 8 利用 6 利用
ハエ クロバエ クロバエ科の一種 - 17 - 1 他 6 -

444 ハエ ニクバエ ニクバエ科の一種 - 161 他 12 他 9 他 3 他 1 他 1 他 10 -
445 ハエ ヤドリバエ ヤドリバエ科の一種 - 7 他 1 他 3 -
446 トビケラ クダトビケラ クダトビケラ科の一種 - 4 他 2 -
447 トビケラ シマトビケラ オオシマトビケラ × 2 他
448 チョウ ボクトウガ ハイイロボクトウ イネ科、ヨシ 7 依存

449 チョウ ハマキガ ウスアトキハマキ
バラ科：イチゴ類,ウメ,キク科：ヨモギ類,キ
ク類など 3 他

450 チョウ ハマキガ テングハマキ
バラ科：リンゴ,ナシ,マメ科：フジ,アズキ,
キク科：オオヨモギなど 28 他

451 チョウ ハマキガ セクロモンカギバヒメハマキ マメ科：シロクローバ 1 -
452 チョウ ハマキガ ヨモギネムシガ キク科：ヨモギ 1 他
453 チョウ ハマキガ ナシヒメシンクイ バラ科：ナシ,リンゴ,ビワなど 1 他
チョウ ハマキガ ヒメハマキガ亜科の一種 - 24 -
チョウ ハマキガ ハマキガ科の一種 - 4 -

454 チョウ ヒロズコガ ヒメヒロズコガ亜科の一種 - 1 他
455 チョウ ハモグリガ ヒルガオハモグリガ亜科の一種 - 1 -
456 チョウ ハモグリガ ハモグリガ亜科の一種 - 2 他
チョウ ハモグリガ ハモグリガ科の一種 - 1 他

457 チョウ ホソガ ホソガ科の一種 - 1 他
458 チョウ コハモグリガ コハモグリガ科の一種 - 2 他
459 チョウ アトヒゲコガ アトヒゲコガ科の一種 - 4 他 2 -
460 チョウ スガ コナガ アブラナ科：キャベツ,タネツケバナなど 1 他 1 -
461 チョウ スガ ニセスガ亜科の一種 - 2 他
チョウ スガ スガ科の一種 - 1 他

462 チョウ マルハキバガ マルハキバガ科の一種 - 1 他

463 チョウ ニセマイコガ キイロマイコガ
バラ科：モモの果実,リンゴの果実、ブドウ
科：ブドウの果房 1 -

464 チョウ クサモグリガ クサモグリガ科の一種 - 1 他
465 チョウ ツツミノガ ツツミノガ科の一種 - 4 他

466 チョウ カザリバガ マダラトガリホソガ
動物性：カキノヘタムシガの被害カキ果
実,ミノガの袋など 6 他

チョウ カザリバガ Anatrachyntisの一種 - 7 -
チョウ カザリバガ カザリバガ亜科の一種 - 3 -
チョウ カザリバガ カザリバガ科の一種 - 2 -

467 チョウ キバガ キバガ科の一種 - 16 他 11 -

468 チョウ イラガ テングイラガ
バラ科：キイチゴ,ツバキ科：チャ,ヤナギ
科：ネコヤナギなど 1 他

469 チョウ メイガ ヒトスジオオメイガ U 1 他
チョウ メイガ オオメイガ亜科の一種 - 2 -

470 チョウ メイガ マエジロツトガ - 21 - 8 -
471 チョウ メイガ フタキスジツトガ - 10 －
472 チョウ メイガ ヨシツトガ イネ科：ヨシ,ツルヨシ 89 依存 5
473 チョウ メイガ テンスジツトガ イネ科：ムギ 1 他
474 チョウ メイガ シバツトガ イネ科草本、シバ 8 依存
475 チョウ メイガ モンウスグロノメイガ U 1 他
チョウ メイガ Bradinaの一種 - 1 -
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476 チョウ メイガ コブノメイガ イネ科：エノコログサ,サトウキビ,イネなど 20 他 1 他 1 依存 1 他 4 -

477 チョウ メイガ ワタヘリクロノメイガ
アオイ科：ワタ,クワ科：クワ,ウリ科：ヘチ
マ,ニガウリなど 1 他

478 チョウ メイガ キアヤヒメノメイガ U 2 他
479 チョウ メイガ シロアヤヒメノメイガ キク科：コウゾリナ,オオバコ科：オオバコ 1 他
480 チョウ メイガ アヤナミノメイガ U 1 他
481 チョウ メイガ モンキクロノメイガ ブドウ科：ヤブカラシ,ヤマブドウなど 1 他
482 チョウ メイガ シロオビノメイガ ウリ科：ウリ類,アカザ科：アカザなど 12 他 1 他 2 他 1 他 8 -
483 チョウ メイガ ウスオビキノメイガ U 1 他
484 チョウ メイガ サツマキノメイガ U 1 他
485 チョウ メイガ ワモンノメイガ U 1 他
486 チョウ メイガ ユウグモノメイガ タデ科：スイバの茎(幼虫） 3 他
487 チョウ メイガ マエアカスカシノメイガ モクセイ科：キンモクセイ,イボタノキなど 2 他 1 他
488 チョウ メイガ クロスジノメイガ ど 2 他

489 チョウ メイガ クロモンキノメイガ
アブラナ科：ダイコン,マメ科：ダイズ,キク
科：フレンチマリーゴールドなど 2 -

チョウ メイガ ノメイガ亜科の一種 - 3 -
490 チョウ メイガ ヒメマダラミズメイガ ウキクサ科,ヒシ科,スイレン科など 1 他 1 -
491 チョウ メイガ ツヅリガ 貯穀,玄米 1 他
492 チョウ メイガ キイロツヅリガ U 1 他
チョウ メイガ ツヅリガ亜科の一種 - 13 - 1 -

493 チョウ メイガ キベリトガリメイガ U 1 他
494 チョウ メイガ フタスジシマメイガ 枯葉、腐植物など 2 -
495 チョウ メイガ Emmaloceraの一種 - 5 他
496 チョウ メイガ アカマダラメイガ マメ科：メドハギ 2 他
497 チョウ メイガ マエジロホソマダラメイガ キク科：オカオグルマの花 1 -
498 チョウ メイガ ニイシマホソメイガ U 1 -
499 チョウ メイガ トビマダラメイガ ツバキ科：チャ,ツバキ 1 他
チョウ メイガ マダラメイガ亜科の一種 - 2 - 2 -

500 チョウ トリバガ エゾギクトリバ キク科：ヒメムカシヨモギなど 2 -
501 チョウ トリバガ カマトリバガ亜科の一種 - 4 他
チョウ トリバガ トリバガ科の一種 - 4 -

502 チョウ セセリチョウ チャバネセセリ イネ科 1 利用
503 チョウ アゲハチョウ キアゲハ セリ科 1 利用
504 チョウ シロチョウ キチョウ マメ科 1 利用
505 チョウ シロチョウ モンシロチョウ アブラナ科 1 利用
506 チョウ シジミチョウ ウラナミシジミ マメ科 1 利用
507 チョウ シャクガ コウスアオシャク キク科：アキノキリンソウ,マメ科：クサフジ 1 他
508 チョウ シャクガ マエキヒメシャク ヤナギ科：ヤナギ,バラ科：ノイバラなど 2 他
509 チョウ シャクガ ナミスジチビヒメシャク U 11 他 1 他 9 -
510 チョウ シャクガ Timandraの一種 - 1 他

511 チョウ シャクガ ツマグロナミシャク
ツリフネソウ科：キツリフネ,バラ科：キンミ
ズヒキ 1 -

512 チョウ スズメガ エビガラスズメ ど 5 他 1 -
513 チョウ スズメガ クロホウジャク ユズリハ科：ユズリハ 2 他 6 -
514 チョウ スズメガ コスズメ ブドウ科：ヤブカラシ,エビヅルなど 2 他

515 チョウ スズメガ セスジスズメ
ブドウ科：ヤブカラシ,ヒルガオ科：サツマ
イモ 1 他

516 チョウ シャチホコガ ヒナシャチホコ ヤナギ科：ヤマナラシ,ポプラ 2 他
517 チョウ ドクガ ゴマフリドクガ バラ科：バラ,マメ科：ニセアカシア 2 他
518 チョウ ヒトリガ ホシホソバ 地衣 10 他
チョウ ヒトリガ ｺｹｶ亜科の一種 - 1 他

519 チョウ ヒトリモキドガ イチジクヒトリモドキ イチジク 2 他
520 チョウ コブガ クロスジシロコブガ マメ科：クローバなど 4 他 6 -
521 チョウ ヤガ オオバコヤガ タデ科：イヌタデ,イラクサ科：アオミズなど 18 他 1 他 2 -
522 チョウ ヤガ コウスチャヤガ 低草本類 1 -
523 チョウ ヤガ クサシロキヨトウ イネ科：イネ,トウモロコシ 12 他 4 -
524 チョウ ヤガ マメチャイロキヨトウ イネ科：ヌマガヤ 12 他 2 -
525 チョウ ヤガ アトジロキヨトウ イネ科：アシカキ 1 他 20 -
526 チョウ ヤガ スジシロキヨトウ U 7 他 6 -
チョウ ヤガ Leucaniaの一種 - 47 - 1 -

527 チョウ ヤガ ナカスジキヨトウ U 4 他 2 -
528 チョウ ヤガ シロテンウスグロヨトウ 枯葉,ヨモギ,タンポポ,スイバなど 2 他 2 -
529 チョウ ヤガ コウスイロヨトウ U 1 他
530 チョウ ヤガ ヒメサビスジヨトウ キク科：タンポポ,タデ科：スイバ 2 他
531 チョウ ヤガ アミメツマキリヨトウ ヒメシダ科：ホシダ 1 他
532 チョウ ヤガ ハスモンヨトウ 農作物の害虫で80種類以上 11 他 1 他 2 -
533 チョウ ヤガ シロナヨトウ イネ科：イネ,マコモ,アブラナ科：ハクサイ 8 他 1 依存
534 チョウ ヤガ ﾏﾀﾞﾗﾎｿｺﾔｶﾞ - 1 他
535 チョウ ヤガ ヒメネジロコヤガ U 3 他
536 チョウ ヤガ フタオビコヤガ イネ科：イネ 5 他 2 -
537 チョウ ヤガ ヨモギコヤガ キク科：ヨモギ 1 他
538 チョウ ヤガ ミツモンキンウワバ キク科：ゴボウ,マメ科：ダイズなど 1 他
539 チョウ ヤガ エゾギクキンウワバ キク科：ヒメジョオン,アレチノギクなど 1 他
540 チョウ ヤガ イラクサギンウワバ キク科：アキノノゲシ,ウリ科：キュウリ 1 他
541 チョウ ヤガ フクラスズメ ど 4 他
542 チョウ ヤガ オオトモエ ユリ科：サルトリイバラなど 1 他
543 チョウ ヤガ オオウンモンクチバ マメ科：クズ,イネ科：オヒシバなど 1 他
544 チョウ ヤガ ナカジロシタバ ヒルガオ科：サツマイモ,ノアサガオ 2 他 7 -
545 チョウ ヤガ オオシロテンクチバ U 1 他
546 チョウ ヤガ ムーアキシタクチバ カキノキ科：カキなど 2 他
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　　　　　　　群落別依存種根拠表

依存植生 その他 個体数 依存度 個体数依存度 個体数 依存度 個体数 依存度 個体数 依存度 個体数 依存度 個体数 依存度 個体数 依存度 個体数 依存度 個体数 依存度 個体数 依存度 個体数 依存度

ｺｳﾎﾞｳﾑｷﾞ
ｶﾔﾂﾘｸﾞｻ科

ｳﾗｷﾞｸ
ｷｸ科

ﾎｳｷｷﾞｸ
ｷｸ科

ﾖｼ
ｲﾈ科

ｼﾅﾀﾞﾚ
ｽｽﾞﾒｶﾞﾔ

ｹｶﾓﾉﾊｼ
ｲﾈ科

ｺｳﾎﾞｳｼﾊﾞ
ｶﾔﾂﾘｸﾞｻ科

生息環境
No. 目和名 科和名 種名

その他
（乾性草地）

ｾｲﾀｶｱﾜ
ﾀﾞﾁｿｳ

ﾊﾏｺﾞｳ
ｸﾏﾂﾂﾞﾗ科

ﾊﾏﾋﾙｶﾞｵ
ﾋﾙｶﾞｵ科

ﾊﾏｴﾝﾄﾞｳ
ﾏﾒ科

547 チョウ ヤガ アカエグリバ ツヅラフジ科：アオツヅラフジ 2 他
548 チョウ ヤガ トビモンアツバ イラクサ科：カラムシ 2 -
549 チョウ ヤガ タイワンキシタアツバ イラクサ科：ヤブマオ 1 -
550 チョウ ヤガ シラナミアツバ 枯葉 1 他
551 チョウ ヤガ オオシラナミアツバ 枯葉 7 他 2 -
552 チョウ ヤガ ソトウスグロアツバ 枯葉 2 他
チョウ ヤガ ヤガ科の一種 - 6 - 1 -

種数小計 依存 46 8 10 15 12 2 3 3 0 0 0 -
利用 48 2 16 21 26 6 1 6 13 9 5 -
他 322 19 59 99 74 16 4 21 21 64 31 -
- 62 2 16 18 18 1 2 2 0 9 1 191

総種数 416 29 85 135 112 24 8 30 34 73 36 191

【依存植生の説明】
　　Ｇ　：　ジェネラリスト。生息基盤に植生を必要とするが、利用する植物種が限定されていない種。
　　Ｕ　：　生態的知見の不足等により、依存植物等の判別が付かない種。
　　－　：　種が判定されていないため、依存植生の判断ができない種。
【依存度の説明】
基本的に、文献等に記載されていた植物種の属する科と調査群落の属する科が一致すれば、依存度ありとした。
ただし、以下の分類群については、それぞれ個別に対応した。
　　・特定の植物を選択的に摂食する種（チョウ目、コウチュウ目ハムシ科・タマムシ科・ゾウムシ科）については、文献に記載されている植物種に合致する場合のみ、「依存」とした。
　　・吸汁性の種（カメムシ目）については、イネ科とカヤツリグサ科の双方に依存している種が多いことから、既往知見にてどちらかの科に属する植物種に依存性を持つ場合、もう一方も「依存」とした。
　　・ヒメテントウ類は、イネ科（特にヨシ）やカヤツリグサ科の群落に特徴的に出現し、この群落に依存するカイガラムシやアブラムシを摂食していると考えられるため、イネ科およびカヤツリグサ科に「依存」とした。
　　・吸蜜性の種（ハチ目、チョウ目）については、花の咲いていた群落で確認された種について「利用」とした。
　　　　依存　：　特定の植物群に依存する。または、特定の群落に発生する昆虫類を専門的に摂食する。
　　　　利用　：　特定の植物群に対する依存性はなく、様々な植物を摂食や吸蜜などに利用する。または、群落を利用する昆虫類を捕食・利用する。
　　　　 他　　：　依存度なし、または不明。
　　　　 -　　：　同科あるいは同属の他種と同一の可能性があるため、評価対象外とする。
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